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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「────は？　はは、なんか耳がおかしくなってしまったみたいだ。もう一回言ってくれないか？　じいちゃん」

　真新しい水すい干かんに身を包み広々とした座ざ敷しきの中央に正座した東あずま由ゆ羅らは、ゆうるりと唇くちびるを半月形にたわめ首を傾かしげた。

　目の前には祖父が床とこの間を背に座している。

　由羅は女性的なところなどどこにもないのにやけに気け怠だるげな色気を滴したたらせる色男だった。祖父もまた由羅と血が繫つながっているだけの事はあって老いてもなお渋しぶみのある男前だ。祖父だけではない、由羅の背後にうち揃そろった一族のものたちは皆みな、この世のものとは思えぬ美び貌ぼうの持ち主揃いである。

　祖父が凄すごみのある笑えみを浮うかべ繰くり返す。

「鏡の裏側の世界へ行き妖あやかしと契ちぎってこい」

「──冗じよう談だんだろう？」

　由羅は今日、十八歳になった。家のしきたりだと言い聞かせられ、渡と月げつの儀ぎという、昔でいう元服に似た儀ぎ式しきに付き合ってやっている──その程度の認にん識しきでここにいる。

　それなのに、これはどういう事なのだろう。

　妖といえば魑ち魅み魍もう魎りようから神格まであらゆる人に非あらざるものを指す。そんなものと契れ──つまりセックスしろだなんて。

　祖父は悪びれもせず、畳たたみの上に置かれていた湯飲みを取って唇を湿しめらせた。

「冗談ではない。さすれば誓せい約やくが成り、妖がおまえの式神となるのだ」

　────式神。

　背後に視線を流せば、一族の者たちが当たり前のような顔をして祖父の言葉を拝はい聴ちようしている。

　由羅はちろりと唇を舐なめた。

「さっき、鏡の裏側の世界には男性しか存在しないって言ってなかったか？」

「言ったな」

「つまり、私に男と寝ねろと言うのか？」

「そういう事になるな」

　人並みはずれて整った容姿ゆえ、幼い頃ころから度たび々たび変な男に目をつけられてきた由羅は激げき昂こうした。

「ふざけるな。誰だれが男なんかと……！」

「東家の者は成人したら式神を従えるのが習い。純潔を守れと厳に戒いましめてきたのもその為ためよ」

　ぴしゃりと言い切られ、由羅は唇を嚙かんだ。普ふ段だんは優やさしい祖父がこれだけ威い圧あつ的に出るという事は、本気なのだ。

　東家は呪じゆ術じゆつ師しの家系だ。由羅も物心つく頃から呪術について教えられ、九九より先に九字の切り方を覚えた。一族の者が政財界の重要な地位にある者に重用されているらしい事も知っている。だが、由羅は多少そっち方面の感受性が鋭するどい程度、呪術師になれる程ほどの素質は己おのれにはないと思っていた。

「私は式神など見た事もないんだぞ」

「誓約が成り、封ふう印いんが解ければおまえにも見えるようになる。今日までおまえが清い身でいられたのも、皆の式神が守ってくれたゆえ」

　ふるりと由羅は身み震ぶるいした。つい先日も、見知らぬ男に車の中に引きずりこまれそうになったのを思い出してしまったのだ。

「そんなの信じられるか！　よく実の孫に化け物みたいな奴やつらと寝ろと言えるな」

「おまえの為だ。式神はおまえに人に非ざる技わざと力と、幸いを与あたえてくれる」

「幸い、だと？」

　空々しい美び辞じ麗れい句くを由羅はせせら笑った。

「噓うそを言うな。じいちゃんたちは単に使える術者がもっと欲しいだけなんだろう？」

　祖父がからからと笑う。

「皆、最初はそうやって抗あらがうものだ。だが、式神を得ればおまえにもわかるであろう。彼らがどれだけ我らにとって欠くべからざる存在なのか、な」

　一族の男衆が背後に忍しのび寄ってきていた事に気づかずにいた由羅は、いきなり羽は交がい締じめにされ、驚きよう愕がくした。

「おい、なにすんだっ」

　祖父が立ち上がり、床の間に飾かざられていた銅鏡を重そうに持ち上げる。

　一族の者がわらわらと由羅を取り囲み、懐ふところに符の束や塩といった細々としたものを突つっ込んだ。

「いいかい、鏡の裏側の世界はあたしたちのご先祖様が作った異界だ。封ふうじられている妖は、あたしたちの式神になれば現うつし世に出られると知っている。人間だという事を軽々に明かしてはいけないよ。あっちには不ふ浄じようの輩やからもいて、現し世に戻もどる機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているんだからね」

「人間だとわからないよう、めくらましの術をかけておくからうまくやりなさいよ」

　由羅の胸むな元もとに符を押し当て手早く術をかけた叔母おばが退いた場所に、祖父が銅鏡を台ごと置く。

「式神を得なければ現し世に戻ってくる事はできぬ。きばれよ、由羅」

「はあ!?　ふざけんなッ、放せ！　冗談じゃない、私は行かないぞ。そんなの──」

　もがく由羅の後頭部を誰かが押さえつける。前のめりになり額が銅鏡に触ふれた瞬しゆん間かん、空気が変わった。

　鈍にび色いろの鏡面に光が生じる。眠ねむりに落ちる時に似た、ふわりとした浮ふ遊ゆう感かんに包み込まれ──由羅は意識を失った。




　　　　＋　＋　＋




　由羅は片足を立てただらしない姿勢で縁えん側がわの柱に寄りかかっていた。骨張った瘦そう軀くに着流しを纏まとい物もの憂うげに森を眺ながめる姿には、なんとも言えない色いろ香かがある。

「……暑い、な……」

　汗あせで湿った長い髪かみを気怠く搔かき上げ、由羅は溜ため息いきをついた。

　夏バテした軀からだが重くて、何をする気にもなれない。

　渡月の儀を乗り越こえてから、いくつもの季節が巡めぐった。ずいぶん酷ひどい目に遭あわされたが、今となってはすべてが遠い思い出であり、くだらないしきたりに対する憤いきどおりも色いろ褪あせている。今の由羅は東家の中ちゆう核かくを担になう術師の一人だ。

　由羅が横着に片手をついて傍かたわらに置かれた水すい盤ばんを覗のぞき込む。満たされた水の面おもてには山中を逃にげまどう若い男の姿が映っていた。

　年の頃は二十も半ばを過ぎたあたりか、長めの髪を茶と金のメッシュに染めた男はいかにも今風の軽そうな色男だ。だが、今にも脱ぬげてしまいそうな腰こし穿ばきのデニムとシャツの隙すき間まからはふさふさとした尻尾しつぽが、茶ちや髪ぱつの間からは人間のものとは違ちがう耳が覗いている。この男は人に非ざるもの──妖なのだ。

　──くそっ、くそっ、くそ……っ！　なんでこーなるんだよ……っ。

　男は走りながら悪あく罵ばを吐はき散らしていたが、何に気がついたのか急に口を噤つぐみ足を止めた。

　──俐り星せいか。

　木々の間から大きなホワイトタイガーがのそりと姿を現す。男は素す早ばやくポケットからバタフライナイフを取り出しかまえた。退路を探してちらりと後ろを振ふり返り、顔を歪ゆがめる。

　──おとなしく投降しろ、夕ゆ貴き丸まる。

　細身のダメージジーンズのウエストからごついウォレットチェーンを覗かせた新たな人ひと影かげが夕貴丸の退路を断たっていた。ポケットに手を突っ込み凄んでいるが、いかんせん軀が小さい為ため迫はく力りよくに欠ける。有り体ていに言えば子供がいきがっているようにしか見えない。

　──ざっけんな、チビ！　誰が投降するか。

　──誰がチビだっ。

　──チビにチビと言って何が悪いっ。ろくに術も使えないおちこぼれが。白びやつ虎こなんていい式神を得たって、術者がヘボならなんの意味もねーんだぞ。

　──ああ!?　ったまキた！　戻ったら土蔵に隠かくしてあるエロ本の事、姉さんにバラしてやるからな！

　憤ふん慨がいし顔を真っ赤にした少年の脅おどし文句に、由羅は口元を緩ゆるめた。

「口くち喧げん嘩かしてる場合じゃなかろうに」

　この清せ夏なという名の東家の人間にしては地味な顔立ちの少年は、由羅の養い子だ。

　東家の者は皆みな、鏡の裏側の世界で契ちぎった式神を伴はん侶りよとする。それゆえ子ができると体てい裁さいを取り繕つくろう為身内の誰かが父親役を引き受ける。由羅もかつて颯そう子こという従姉妹いとこと婚こん姻いん届とどけを出し、冬ふゆ芽めと清夏という姉弟きようだいの父親役を引き受けた。

「清夏はいくつになっても変わらないな」

　夏バテのつらさも忘れ、由羅は目を細める。

　清夏はこの春に十八歳になったばかり、東家の人間としては頭に殻からのついたひよっこだ。呪術師としてはまだまだだが、このコンプレックスまみれの義理の息子むすこは何をやってもどこか微笑ほほえましく、可愛かわいらしい。

　──行け、俐星！

　清夏が命令を下すと同時に、ホワイトタイガーが夕貴丸に躍おどり掛かかった。喉のど笛ぶえが食いちぎられるかと思いきや、不意に夕貴丸の姿が搔き消える。夕貴丸が一いつ瞬しゆんにして小さなヤマネへと変へん化げしたのだ。

　夕貴丸はそのまま鋭い爪つめを鮮あざやかに搔いくぐり、清夏へと飛びついた。

　清夏が慌あわてて術を使おうと符を翳かざすが、発動しない。ヤマネが肩かたに歯を立てると、何かの呪なのだろう、不思議な文様が波は紋もんのように広がった。

　──清夏！

　主あるじを傷つけられたホワイトタイガーが咆ほう哮こうする。

　──ははっ、俺の勝ちだ、俐星。さっさと禊みそぎをしないと、このガキの肩が腐くさり落ちちまうかもしれないぞ！

　いかにも悪役らしい嘲ちよう笑しようを浴びせ、ヤマネが人の姿に戻った。

　忌いま々いましげに唸うなったもののホワイトタイガーはヤマネを追うのを止やめ、うずくまる清夏へと駆かけ寄ってゆく。心配そうに主の顔を覗き込もうとした刹せつ那な、その姿が変化した。

　真しん珠じゆのような輝かがやきを帯びた長い髪が流れ落ち、足あし下もとに渦うずを巻く。長身の美び丈じよう夫ふへとなったホワイトタイガーは丸っこい耳をぺたりと寝ねかせ、肩を押さえる主に寄り添そった。

「なんだこの甘ったるい雰ふん囲い気きは」

　夕貴丸の追つい跡せきを忘れいたわりあう主従に呆あきれつつ、由羅は汗で湿しめった着流しをくつろげ風を入れる。不健康な程白くなまめかしい膚はだが覗いてしまっているが気にしない。真夏のせいだけではない暑さに、ますますやる気をなくしつつ、事の成り行きを見守る。

　水鏡の中では夕貴丸がこの隙に逃げだそうとしていたが、そうは問屋がおろさなかった。木こ陰かげからするりと現れ出た新たな妖あやかしが立ちはだかる。

　────げ、漆しつ黒こく……。

　夕貴丸が及および腰となった。

　だれた格好をしていた由羅も背筋を伸のばし、やりとりに集中する。

　癖くせの強い黒髪を無造作に伸ばしたその男は、異国風の顔だちをしていた。俐星と張る長身は筋肉質に引き締しまっている。膚は浅黒く、ブラックジーンズと黒いシャツという出いで立ちと相まってひどく禍まが々まがしい印象を与あたえるものの、頭の上には可愛らしい黒耳が、尻しりには黒い尻尾がついていた。

　──狼狽うろたえるな、俐星。それはめくらましの術。清夏に大事ない。

　──ちっ、余計な事言うんじゃねーよ！　漆黒。

　喚わめき散らす夕貴丸を見み据すえ、新たな妖は長い黒い尻尾を鞭むちのようにしならせる。

　──由羅の命だ。おまえを捕ほ縛ばくする。

　由羅は裾すそが乱れるのもかまわずあぐらをかくと、身を乗り出した。

　漆黒という名のこの妖は、由羅の式神であり、伴侶だ。本ほん性しようは黒くろ豹ひようで、一族の式神の中でも指折りの戦せん闘とう力を誇ほこる。

　──やれるもんならやってみろ、この……！

　夕貴丸がバタフライナイフを振り翳す。

　銀色の刃やいばが目にも留まらぬ速さで弧こを描えがき、いささかの躊躇ためらいもなく漆黒の目をえぐろうとした。だが、漆黒はほんの少し首を傾かたむけただけで刃を避よけ、夕貴丸を空振りさせる。

　──くそっ。

　冷酷な笑えみが漆黒の唇くちびるを歪ませた。

　夕貴丸の動きが速くなり、風を切る音に膚がそそけだつ。

　だが、漆黒は優美にすら見える身のこなしで全すべてをかわしてのけたのみならず、瞬しゆん時じに爪を長く伸ばしてナイフを弾はじいた。

　澄すんだ金属音と共に折れたバタフライナイフの刃が飛び、技量の差を思い知らされた夕貴丸が歯は嚙がみする。

　──っきしょ……っ。

　──夕貴丸。諦あきらめろ。

　淡たん々たんとした勧かん告こくに、夕貴丸は顔を歪めた。

　──くそおおおおっ。

　破れかぶれで殴なぐりかかる。漆黒は顔色一つ変えず、最小限の動きで攻こう撃げきを避けると、夕貴丸の腕うでをねじりあげた。

　みしみしと関節が軋きしむ。

　苦痛に耐たえかねた夕貴丸は、再びヤマネに変化する事で拘こう束そくから逃のがれた。

　ぽてりと地面に落ちた茶色い毛玉のような生き物を見下ろし、漆黒が目を細める。

　──夕貴丸、ケダモノに変じるなら、俺も本性に戻もどっておまえを狩かるが、いいのか？

　強きよう烈れつな殺気にヤマネの全身の毛がぽんと逆立った。

　漆黒は、毛を膨ふくらませたまま大急ぎで藪やぶの中へと逃にげてゆく小さな軀からだをしばらく黙だまって見つめていたが、やがて静かに目を伏ふせるとその名の通り真っ黒な豹へと姿を変えた。長い尻尾を一度だけ揺ゆらし、猛もう然ぜんと獲え物ものを追い始める。

　ちっぽけなヤマネが優すぐれた狩人かりゆうどである黒豹から逃げおおせる道理がない。

　由羅はいつの間にか入っていた肩の力を抜ぬくと、元通り縁えん側がわの柱に寄りかかった。片手だけを伸ばして水すい盤ばんを傾ければ、ぬるくなった水が庭に流れてゆく。水の面おもてに映っていた像が消えるのとほぼ同時に、茂しげみの中から小さなヤマネをくわえた黒豹が姿を現した。上品な足取りで縁側に上り、獲物を誇こ示じするように由羅の前に座り込む。

「いて……っ、枝が当たるって。もうちょっと気をつけて歩いてくれよ、俐星」

　続いて、清夏を背に乗せたホワイトタイガーが現れると、由羅は揶や揄ゆするように眉まゆを上げた。

「清夏、ちっぽけなヤマネ一匹ぴき捕とらえるのに、一体どれだけ時間をかける気だ？」

「ちっぽけゆーな！　俺は山の神だぞ！」

「仕方ないだろ。妖狩りなんて初めてなんだ」

　ヤマネと清夏が同時にわめく。　>>>♥

　由羅はこめかみに指先を添えた。ただでさえ怠だるいのに、頭まで痛くなりそうだ。

　清夏が、つぶらな瞳ひとみがたまらなく愛くるしい神を睨にらみつける。

「山の神だと？　なら、エロ本読むな。ＡＶ見んな！」

「ああ？　無む茶ちや言うなよ。男の性さがだ」

「何が男の性だ。おまえのくだらないお遊びのせいで、俺の渡月の儀ぎが無茶苦茶になるところだったんだぞ。冬芽姉さん、すごく怒おこってるからな」

「え、まだ怒ってんのか……？　なあ、すごくって、どれくらいだ……？」

　黒豹にくわえられたまま、ヤマネが不安そうな声を発する。

　夕貴丸は清夏の姉の式神だ。だが、主の怒いかりから逃れる為ため、木の根本にもぐりこんで季節外れの冬とう眠みんまでして身を隠していた。

「自分で確かめればいいだろう。さっき知らせたから、もうすぐ迎むかえにくる」

　またしてもぶわっと毛を膨らませたヤマネが暴れ始める。

「ちょ、漆黒、放せ！　見逃してくれ！　頼たのむ、武士の情けだ！」

「チャラ男のくせに、何が武士だ」

　清夏がよろよろとホワイトタイガーの背から降り、縁側に上ってきた。やけに行儀よく正座したのは捕ほ獲かくに失敗した事を気にしているのだろう。

　清夏はわかりやすくて可愛い。

　だが、迂う闊かつに愛めでると祟たたられかねない。

　おそらく徹てつ心しん──由羅の書類上の妻である颯子の式神で、清夏の実父──がどこからか見ている。

　渡月の儀を経るまで子には式神が見えない。徹心は息子むすこと共にいる由羅をよく恨うらめしげに物陰から眺ながめていた。可愛がれば悔くやしそうな顔をされ、叱しかれば恐おそろしい顔で睨みつけてくる。そのせいで清夏との関係はいささかぎくしゃくしたものとなってしまったが、渡月の儀を経て清夏が由羅を父と呼ばなくなると刺とげ々とげしい態度は大分緩かん和わされた。それでも徹心はまだ由羅たちの事が気になって仕方がないらしい。

「夕貴丸の事はもういい。それよりおまえだ、清夏」

「どうでもよくねーぞ！　オラ！」

　茶々を入れる夕貴丸を無視し、由羅は話を続ける。

「いいか、清夏。よそから見れば、私たち東家はまともじゃない」

　厳しい声こわ音ねに清夏が表情を引き締めた。

「普ふ通つうの人間は、妖だの式神だのといった存在を信じない。不用意に呪じゆ術じゆつ師しだと名乗れば排はい斥せきされる。他ほかの呪術師たちも私たちを外げ道どうと呼び蔑さげすむ。──人に非あらざる者を伴はん侶りよとするからだ。だが、代々力あるものと契ちぎってきた私たちが得る式神は、彼らには到とう底てい望めない程ほど格が高く、欲ほつする者が絶えない。──清夏、今のままではいつか、俐星を失う事になるぞ」

「う」

　不安に駆かられたのだろうか、清夏が、人の姿に変へん化げして隣となりに座した己おのれの式神に頼たよりなげな視線を投げかけた。

　好き。絶対に失いたくない。

　そんな恋れん情じようが透すけて見えるような眼まな差ざしに応こたえて俐星が穏おだやかに微笑ほほえむ。

　なんとも甘い空気にヤマネがうんざりしたように舌を垂らし、由羅も頰ほお杖づえを突ついた。

「やり方を変えよう。夏休みの間、清夏は私の仕事に同行しろ」

　清夏がはっと我に返った。

「え？　客って偉えらい人ばかりなんだろ？　無理無理。俺、絶対粗そ相そうしちまうし」

「大だい丈じよう夫ぶだ。清夏なら子供のした事だと許してもらえる」

「ちょっと待てよ、それどーゆー意味だよ!?」

「清夏」

　きゃんきゃん吠ほえたてる義理の息子と視線を合わせ、由羅が美しくも恐ろしい笑みを浮うかべる。

　清夏が一瞬固まり、慌あわてて話を元に戻した。

「実際問題としてさ、呪術師って何をすんだ？」

　渡月の儀が終わるまで子供たちに仕事の内容は一いつ切さい教えられない為、成人になりたての清夏はまだ、自分がどういう世界に足を踏ふみ入れたのかわかっていない。

「霊れい的てきな警備保障会社だとでも思えばいい。いや、コンサルタントの方が近いか」

「……人を呪のろい殺す術とかもテキストに載のってたけど」

「ああ、東家では顧こ客きやくの要望に応じて、ありとあらゆるオプションを用意しているからな」

「ええ!?」

　本気で青くなった清夏が俐星の被衣かずきの裾すそを握にぎりしめた。

「おまえのような駆け出しにそういう難度の高い仕事を任せはしないから安心しろ」

「それって、駆け出しのうちは、って事だろ……、ええ──ちょっと待ってくれよ──」

　ヤマネが意地悪く目を光らせる。

「清夏、前々から思っていたけど、おまえってどうしようもないビビリだな」

　捕獲されてなお減らず口を叩たたく夕貴丸に、清夏が半眼になった。

「夕貴丸には負けるぜ。ほら、姉さんが来たぞ」

「はっ！　脅おどそうとしたってそうはいかねーんだからな！」

　ふんすと鼻息荒あらく胸を張ろうとした夕貴丸が途と中ちゆうで凍こおりつく。本当に背後から近づきつつある軽い足音に気がついたのだ。

「ようやく夕貴丸を捕つかまえられたんですって？　ありがとう」

　滑すべるような足運びでこちらへとやってくる美しい娘むすめの名は冬芽。清夏の姉だ。

　冬芽もまた、滅めつ多たに見られぬ美人だった。今日は暑いからだろう、腰こしまで伸のばした長い黒くろ髪かみを頭の後ろでねじり、カラフルなビーズが揺れる簪かんざしで留めている。自宅にいる気安さからか、桔き梗きよう色のスリップドレス一枚という無防備な姿だ。剝むき出しになった肩かたが目を射るように白い。

　夕貴丸が四し肢しを無茶苦茶にばたつかせ、暴れ始める。その姿には山の神らしい威い厳げんなど欠片かけらもない。

「冬芽。おまえの式神だ。仕置きはまかせる」

「二度とくだらない真似まねをしないよう、きっちり躾しつけておくわ。ごめんなさいね、手間をかけさせて」

「いや、清夏のいい訓練になった」

　符を一枚取り出すと、冬芽は死にものぐるいで逃げようともがくヤマネにくるりと巻き付けた。その途と端たん、ヤマネが硬こう直ちよくして動かなくなる。

　黒くろ豹ひようがぽとりとヤマネを廊ろう下かに落とすと、冬芽が見た目だけは愛くるしい毛玉を膝ひざの上に抱だき上げた。

「清夏が捕獲してくれたの？」

　期待に満ちた眼差しを向けられ、清夏は落ち着きなく視線をさまよわせる。

「えーと、あの、頑がん張ばったんだけどさ、どういう訳か術が発動しなくて」

　二人の横で、役目を終えた黒豹は床ゆかに爪つめを立てて伸びをすると、長い尻尾しつぽをふりふり由羅の後ろに移動した。正座した膝の間に由羅を挟はさむような体勢で人の姿へと変化し、瘦やせた軀からだをしっかりと抱き込む。

「夕貴丸も目くらましをくらわせてくるし、結局漆黒が──えーと──…？」

　スマートでない捕とり物の顚てん末まつを説明しようとしていた清夏の目が、義父の髪に頰ほお擦ずりする男前に吸い寄せられた。

　当たり前のように抱かれていた由羅が、清夏の視線にはっとして漆黒を押しのける。

「漆黒、鬱うつ陶とうしい」

「清夏、よそ見をしないで」

　冬芽の声に、漆黒たちに気を取られていた清夏の背筋が反射的に伸びた。

「ええと、ごめん」

「結局、与あたえられた課題をこなす事ができなかったのね。ねえ、清夏？　結果が伴ともなわない努力なんて、なんの意味もないのよ？　もっとしゃんとなさい。俐星はあなたの為ために慣れ親しんだ鏡の裏側の世界を離はなれ、ここにいてくれているのだから」

「う……うん……」

　もし清夏に尻尾があったら、しおしおと足の間にしまわれていたに違ちがいない。由羅もまた己の式神を盗ぬすみ見た。

　俐星は確かに清夏への恋れん慕ぼゆえにここにいるのだろう。だが、漆黒がどうしてここにいるのか、由羅にはよくわからない。

「私はもう戻もどるわね。お仕置きもしなければならないし。あ、そうだわ、漆黒」

　立ち上がった冬芽が、ポケットからセロファンに包まれた飴あめ玉だまを一つ取り出した。

「これ、あげる。夕貴丸を捕まえてくれてありがとう」

　由羅に押しのけられてからしんなりしていた漆黒の耳がピンと立つ。ちらりと己を窺うかがう視線に応え由羅は小さく頷うなずいた。

　漆黒は男前なくせに甘いものが好きなのだ。

「じゃあね」

　ごつい漆黒の手の中に飴を握らせると、冬芽は涙なみだ目めで震ふるえているヤマネをぬいぐるみのように抱いて帰ってゆく。

　外見は天てん女によのように美しい冬芽の食えない性格を知っている一同は、夕貴丸を待つ運命に思いを馳はせつつ、黙だまってその後ろ姿を見送った。

「夕貴丸、どんな目に遭あわされんのかな」

「想像したくもないな。冬芽も怖こわいが、徹心も黙っていないだろう。大事な娘をこけにされたと怒おこっていた」

　由羅が指先で軽く床板を叩き、皆みなの注意を引く。

「……さて、話を元に戻すぞ。次に顧客から呼び出しがかかったら、おまえも同行する。そこまではわかったな」

「う……はあ……」

「服装はきちんとする事。ジーンズは不可だ」

「はい……」

「顧客とは私が話す。余計な事は絶対に言うな。特に他ほかの顧客については何一つ漏もらしてはいけない。顧客同士で利害が対立している場合もあるからな」

「ちょっと待ってくれよ、メモするから……」

　清夏が筆記用具の準備をするのを待ちながら、由羅は屋や敷しきの周囲に広がる深い森を眺ながめた。

　夏を迎むかえた森は蟬せみの声で満ちていた。陽ひ射ざしは暴力的な程ほど強く、木漏れ日ですら眩まぶしく感じられる。山全体が活力に満ち、精気にむせかえるようだ。
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　符を持って庭に出た由羅は、あまりの暑さに眩暈めまいを覚えた。

　今日も空には雲一つない。

　遮さえぎるものとてなく降り注ぐ暴力的な陽の光の下、由羅の下げ駄たに踏ふみつぶされた草が青あお臭くさいにおいを放つ。草地の向こうはもう森だ。

　東の一族は代々この山で暮らしてきた。屋敷は広大だが、周囲には一族が神かん主ぬしを務める神社しかない。人の手の入らぬ森は夏の陽射しを浴びて尚なお、森しん閑かんとした霊れい気きに満ちている。

　屋敷の内でも外でもないこの曖あい昧まいな場所で、由羅は符の一枚を目の前に翳かざし呼吸を整えた。符に霊力を注ぎ込む。だが、術を発動する前に視界が色をなくした。

「────あ」

　五感が変調をきたし、世界がくらりと揺ゆらぐ。

　──まずい。倒たおれる──。

　だが、地面に叩きつけられる前に浅黒い腕うでが由羅を抱だき留めた。

「漆黒……？」

　黒い丸っこい耳を生やした男が怒ったような顔で由羅を見下ろしている。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「あー、ああ……」

　力の抜ぬけた手の中から符が奪うばい取られた。

「由羅はただでさえ暑さに弱いのだ、こんなに暑い時間に庭に出たら駄だ目めだ」

「……清夏の鍛たん錬れん用にこの森に棲すむごく弱い妖あやかしを召しよう還かんしようと思っただけだ。あいつにはもっと場数を踏ませなきゃいけない」

「それくらい、俺に言え」

　すり、とこめかみに触ふれた鼻先を押しのけると、漆黒が小さな溜ため息いきをつく。

「とにかく、部屋に戻るぞ」

　逞たくましい腕にひょいと抱き上げられ、由羅は無む駄だと知りつつ厚みのある胸を叩たたいた。

「──何をする。下ろせ」

　爪つま先さきから下駄が転げ落ちて、かろんと小さな音を立てる。

「この方が楽だろう？」

「おまえ、私をなんだと思っているんだ？　いい年をした男を抱いて運ぼうとするな」

「無理をする由羅が悪い。大体、由羅は清夏を甘やかし過ぎだ」

　漆黒はなぜか由羅が清夏に拘かかわるのを厭いやがった。冬芽をかまう分には気にしないのに、だ。その違いが由羅にはよくわからない。

「どこが甘やかしてるって言うんだ？　弱い妖の召還をするくらい、たいした仕事じゃない。あいつを一人前にするのは私の役目だ」

「もう清夏には式神が見えるようになったんだ。徹心にでも任せればいい」

「そんな事ができる訳がないだろう。術師と式神とではできる事が違う」

「とにかく、他の妖の召還をしたいなら俺を呼べ。由羅の霊力を他の妖に与えるなんて、絶対駄目だ」

「────う」

　由羅は言葉を詰つまらせた。

　もしかして漆黒は、由羅の霊力を独どく占せんしたくて駄々をこねている──？

　まさか、な。

　漆黒は由羅を抱いたまま縁えん側がわに上がると、障子を開けて座ざ布ぶ団とんの上に下ろした。扇せん風ぷう機きのスイッチを入れれば、軒のき先さきの風ふう鈴りんが揺れ涼すずやかな音を立てる。

「すぐ戻るから、ここで少し待っていろ」

　それだけ言い置き、漆黒は足早に屋敷の中へと消えた。

「うるさい奴やつだ」

　由羅はほうと熱い溜息をつき、汗あせで膚はだに張りつく髪を搔かきあげる。先刻の暑さで噴ふき出た汗が、扇風機の風に急速に冷えてゆく。

　畳たたみの表を見つめる由羅の目がふっと遠くなった。

　──かつて由羅は鏡の裏側の世界に渡わたり漆黒と出会った。

　強者の風格を持つ漆黒は童子の姿の眷けん属ぞくを無数に従え、大きな屋敷で何不自由のない暮らしをしていた。

　重なり合う、弾はじけるような笑い声。

　絡からみ合う長い尻尾しつぽ。

　漆黒の肩かたにしなだれかかる、愛らしい妖たち……。

　鋭するどく息を吐はき出すと、由羅は軽く頭を振ふって、雑念を追い出す。

　ここは鏡の裏側の世界ではない。漆黒は由羅を唯ゆい一いつの主あるじと仰あおぎ、忠実に仕えてくれている。

　──大事なのは、それだけだ。

「入っていいか、由羅」

　襖ふすまを開けた漆黒が、絞しぼったタオルとスポーツドリンクのボトルの載のった盆ぼんを畳の上に置いた。

「水分をとって、少し休んだ方がいい。軀からだが冷えるといけないから汗を拭ふいて、襦じゆ袢ばんも新しいのに替かえよう。いや、もう浴衣ゆかたに着替えた方がいいか」

　次いでてきぱきと帯をほどこうとする。他意はないとわかっていたが、自分に伺うかがいも立てず事を進めようとする強ごう引いんさが気に入らず、由羅は漆黒の手を乱暴に払はらった。

「おい、勝手に決めるな」

　ひやりとした空気が二人の間を流れる。

　漆黒の顔から表情が消え、手が引っ込められた。

「悪かった」

　胃を締しめつけられるような緊きん張ちようを覚え、由羅は眉まゆを顰ひそめる。

　怒ったのだろうか。

　──くそ。なぜ私がこの男の顔色を窺っている。

　人の姿をしてはいてもこいつは妖。人と同じ心など持っていないのに。

　由羅は漆黒に背を向けると、手て際ぎわよく帯をほどいて肩から長物を滑すべり落とした。

「替えの襦袢を取ってくれ。もう、清夏が来る」

「立ちくらみを起こしたんだ、今日は止やめにした方がいい」

「そんな無責任な事はできない。ただでさえあの子は出来が悪いんだ」

「清夏の出来は決して悪くないぞ」

　襦袢の腰こし紐ひもに手を掛かけたところで、由羅が手を止める。

　確かにその通り、清夏の出来は悪くなかった。

「……それでも、うまく呪じゆ術じゆつを使えていない事に変わりない」

　霊力がないに等しい可哀かわい想そうな子。渡月の儀ぎを迎えるまで、清夏はずっとそう思われていた。他の家族に見えるものが見えず途と方ほうに暮れていた子供の顔を由羅は今でも鮮せん明めいに覚えている。

　由羅もまた一族の中では霊力が少なかった。有能な式神と研けん鑽さんの結果、上位の使い手とみなされていたが、由羅はずっと清夏にシンパシーを感じていた。

　──だが、あの子は私よりずっと強かった。

　自分の知らないところでは強力な術を行使していたのだと思うと、胸の中に複雑な感情が溢あふれ出す。

「また清夏の事を考えているのか、由羅」

「漆黒？」

　いつの間にかすぐ後ろにいた漆黒が由羅を抱だきしめた。

　身をよじって逃のがれようとした由羅の耳の下をぬるりと濡ぬれた淫いん靡びな感かん触しよくが撫なでる。

「あ……」

　──しまった。

　ざわり、と何かが身の裡うちを走り抜け、由羅はとっさに漆黒のシャツを摑つかんでふらつきそうな軀を支えた。

　目を細めた漆黒が身を屈かがめ、悠ゆう々ゆうと由羅の唇くちびるを吸う。

　まるで、魔ま法ほうのようだった。

　──キスされている、だけ、なのに……。

　全身に甘い痺しびれが広がる。とろとろと、蕩とろけてしまう。

「ん……は……っ」

「その目、すごくそそられる」

　離はなれた漆黒を潤うるんだ目で睨にらみつければ、するりと襦袢の合わせ目から忍しのび込んだ指が胸を探さぐった。くに、とまだ柔やわらかい肉にく粒つぶを摘つままれ、切ない疼うずきが生まれる。

「く……」

「感じているな、由羅……」

　湿しめった声で囁ささやかれ、かあっと軀が熱くなった。　>>>♥

　──相変わらず、腹立たしい程ほどうまい。

　逆らうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、由羅は抵てい抗こうするのをやめた。

　式神は主に絶対服従だが、口先だけで命令しても効果がない。つまり、流されかけている今ではやめろと言っても意味がないのだ。

　いい呪じゆ術じゆつ師しだと言われてはいるが、本当の由羅は式神に言う事一つ聞かせられない半はん端ぱ者だった。

　きっと、長い年月を共に過ごして軀の隅すみ々ずみまで知り尽つくされているせいだ。だが、それを言うなら由羅だっていい加減、漆黒の手管に慣れてもいい筈はずだ。

　──他ほかの一族の者たちも、こんな風に式神に手を焼いているのだろうか。

　──それとも私が特別へたくそなのだろうか。

　漆黒が片手だけを伸ばし、障子を閉める。由羅も遠くから近づいてくる話し声に気づき、軀を強こわ張ばらせた。

　清夏だ。もう来たのだ。

　逞たくましい腕うでを引き剝はがそうとすると、漆黒は翠みどりの瞳ひとみを凍いてついた冬空の星のようにきらめかせた。

　軀が竦すくむ。

　なぜそんな目をするんだ？

　由羅にはわからない。

　動けない由羅に漆黒が強引にくちづける。

「ん……む……っ」

　どうしようもなかった。

　巧たくみな愛あい撫ぶに意識が霞かすむ。

　かくりと膝ひざが折れ、由羅はその場にずるずると座り込んだ。

「由羅！」

　障子一枚向こうから聞こえてくる清夏の声に、心臓が跳はねる。

　この障子を軽く横に引けば、発情させられた己おのれの無様な姿を、義理とはいえ可愛かわいい息子むすこに見られてしまう。

「今、行く。そこで待っていろ」

　張りのある声で清夏に返すと、漆黒はとどめとばかりに由羅の耳たぶを食はんだ。

「あ……」

「今日はこのまま休んでいてくれ、由羅」

　色めいた囁きが耳に流し込まれる。

　──わざとだ。この男は、清夏との鍛たん錬れんを休ませる為ためにわざと由羅を煽あおった。

　頭にきたが、立ち上がる事すらできなくてはどうしようもない。

　口くち惜おしい。

　細く障子を開けて縁側に出てゆく漆黒を喘あえぎながら見送り、由羅は淡あわく色づいた唇を嚙かんだ。

「漆黒、由羅は？」

「由羅は外せない用が入った。今日は俺が代役を務める」

「え、──本当に？」

　漆黒との間に立ちはだかる障子に由羅は潤んだ目を向ける。

「でも式神に術者の事なんてわかるのか？　妖あやかしと人では、霊れい力りよくの質も違ちがうんだろ？」

　──そうだ、術者と式神では役割が違う。漆黒に私と同じ事はできない。

　だが漆黒に迷いはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺はずっと由羅を見てきたからな」

　──え？

　ぎゅん、と変な風に胸が痛んだ。

「それに清夏はそれ以前の問題だ。この間、ヤマネを狩かった時、術を使えてなかったな。符を見せてみろ」

　東家の者は何かあった時の為に常に符を携けい帯たいするよう教育されている。清夏も持っていたのだろう、ごそごそと何かを引っ張り出す音がした。

「これは符ではない。ただの紙切れだ。見ろ、これが由羅の作った符だ。違いがわかるか」

「きらきらしてる……？」

　由羅は身を乗り出すと、障子を細く開けた。

　漆黒が二枚の符を清夏に示している。由羅の作った符からは込められた霊力が滲にじみ出て、金粉をまぶしたかのようにきらめいていた。

「東家に伝わる符は形にも力がある。書けば筆を持つ者の霊力が自然に溜ためられる筈だが、おまえの符にはなんの霊力も宿っていない。これでは発動する訳がない。清夏、おまえ、霊力をセーブする癖くせが抜ぬけていないな？」

「あ……」

　浮うかせていた腰こしを落とし、由羅はまた静かに障子を閉めた。

　そう、清夏には普ふ段だんまったく霊力を使わない習慣がついている。愛いとしい人に会いに行くという大おお技わざを行使できるだけの力を溜める為だ。

「──は、何が可哀想な子だ」

　渡月の儀に臨のぞんだ清夏は恋こい焦こがれていた妖を式神に得て、今、幸せの絶頂にいた。

　火ほ照てった軀をもてあましつつ由羅はのろのろと汗あせを拭き取り新しい襦袢を手に取る。縁えん側がわで思いのままに霊力を操あやつれるよう清夏に教える声に耳をそばだてると、漆黒の説明は不愛想ではあるものの、由羅よりずっとわかりやすいように思われた。いつもは鍛錬に付き合うだけの俐星も気安い様子で言葉を交えており、楽しそうだ。

　己の式神に話しかける清夏の声はとびきり甘やかだった。

　相手は妖なのに、なぜあんな風に信じられるのだろう。

　由羅は不思議に思う。

　どんなに人らしく見えても、妖は人に非あらざるものであり、人と同じ心は持っていないのに。

　清夏にはそれがわからないのだろうか。それとも、知っていてなお愛おしんでいるのだろうか──。

　胸の奥がぎしぎし軋きしむ。

　盆ぼんの上に残されたボトルの表面を、無色透とう明めいの水すい滴てきがいくつも伝い落ちていった。
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　白い花で飾かざられた細い枝が、天に向かって林立していた。

　水色で塗ぬりつぶされた空は濃こい霊れい気きに溢あふれきらきらときらめいており、まるで霧む氷ひようのようだ。

　綺き麗れいだ。

　ここが鏡の裏側の世界なんだろうか。

「そんなところで何をしている」

　低く艶つややかな男の声が耳じ朶だをくすぐる。

　意識を取り戻もどしたばかりのまだぼーっとした頭で、辺りに立ち籠こめる甘い花の匂においを堪たん能のうしていた十八歳の由羅は、誰だれだろうと体勢を変えようとして凍こおりついた。己が木の上にいるのに気がついたのだ。

　みしみしと厭いやな音がし、花の香かおりが漂ただよう〝ベッド〟が崩ほう壊かいしてゆく。

　────落ちる────！

　木の下に先刻の声の主だろうか、墨すみ色いろの着物を着た男が一人いて由羅を見上げていた。

　ついに最初の一枝が折れ、落下が始まる。花枝が鞭むちのように由羅を打った。

「いた、た……っ」

　最後にふわりと空中に投げ出された由羅は地面に叩たたきつけられる事を覚かく悟ごする。だがその前に落下は止まった。木の下にいた男が由羅を受け止めてくれたのだ。

　由羅のせいで散った白い花が雪のように降り注ぐ。夢のような光景の中、翠みどりの瞳ひとみが印象的な男が眩まぶしそうに目を細めた。

「驚おどろいた。おまえはこの白い花の化け身しんか？　それとも羽は衣ごろもをなくした天の使い……？」　>>>♥

　──は？　白い花の化身、だと？　男に向かって羽衣はないだろう。

　変な奴やつだ。

　そう思いつつも由羅は男の顔から目を離はなせなかった。

　──私はなんでこの男と見つめ合っているんだろう。

　全身が心臓になってしまったかのように、どくんどくんと脈打っている。頭が真っ白になってしまって言葉が出てこない。

　むせかえるような芳ほう香こうに脳のう髄ずいまで甘く痺しびれてしまったよう。いつもならいかなる理由があろうとも男に触ふれられて黙だまってなどいないのに、あの時、由羅は見知らぬ男の腕うでにおとなしく収まって小鳥のように震ふるえていた。
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　いつの間にか眠ねむってしまったようだった。座ざ布ぶ団とんを枕まくらに横になっていた由羅はゆっくりと片手を持ち上げ、顔を覆おおい隠かくしていた髪かみを後ろへと搔かき上げた。

　いつの間に戻ってきたのか、壁かべに寄りかかって音楽を聴きいていた漆黒が、由羅が起きたのに気がつきイヤホンを耳から引き抜く。

「少しは気分がよくなったか？」

　そわそわと近づいてきた漆黒が由羅に鼻を寄せ、匂いを嗅かぐ。

「……まあな」

「そうか。よかった」

　当然のように唇くちびるを吸おうとする漆黒に、由羅はおいとどすの利きいた声を上げた。

「礼など言わないからな」

「……ああ。勝手な事をして悪かった」

　白い首筋に顔を埋うずめ、漆黒が熱い溜ため息いきをつく。

「清夏に教えている間中ずっと、由羅の事を考えていた」

　由羅の頰ほおのラインを浅黒い指がなぞり、首筋へと下りてゆく。思わせぶりな仕草に、由羅は顔を顰しかめた。

　少し煽あおられただけで胸の尖とがりや下腹に触れられる事を期待してしまう己おのれの軀からだが苛いら立だたしい。

「部屋の方から発情した由羅の匂いが漂ってきて、頭がおかしくなりそうだった……」

　うっとりと囁ささやいた漆黒が更さらに身を屈かがめ、擦すり寄ってくる。逃にげようと仰のけ反った喉のど元もとを舐なめ上げられ、由羅は思わず漆黒を押しのけた。

「やめろ」

　だがあっさり手首を捕とらえられ、手にも愛しげに接せつ吻ぷんされてしまう。

「なぜそんな事を言う。この軀は俺に抱だかれたがっているのに」

　熱っぽい眼まな差ざしから由羅は目を逸そらした。

　本ほん性しようが黒くろ豹ひようである漆黒は嗅きゆう覚かくが鋭するどい。僅わずかなフェロモンの変化ですら読み取られてしまう。

「隠す必要はない。熱を鎮しずめるのはつがいの役目だ」

「とにかくしたくないんだ。放せ」

「でもここはほら──」

　着物の裾すそを割った手に、由羅は息をつめた。

「こうして欲しがっている」

　熱っぽい声に、脳髄から浸しん食しよくされてゆくような気がした。

　漆黒の大きな掌てのひらが蒸むれた下着の上から己のモノを撫なで上げる。

「あ……っ」

　手て際ぎわよく襟えり元もとを乱され、由羅は息を乱した。

　──ヤりたい……。

　完全にスイッチが入ってしまったのが匂いでわかったのか、嬉うれしそうに黒い尻尾しつぽがうねる。スポーツドリンクのボトルがなぎ倒たおされ、ぽこんとのどかな音を立てた。

「ん、由羅……っ！」

　何が面おも白しろいのか、漆黒がちっぽけな乳ち首くびがつんと飛び出ているだけの胸むな元もとを舐め回す。甘い蜜みつでも出るかのようにきつく吸われたり指先で抓つねり上げたりされ、由羅は拳こぶしで口元を覆った。

「んん……っ！」

　少しざらついた漆黒の舌に先せん端たんを舐め上げられる度たび、勝手に軀がびくびくと反応してしまう。足の間のモノも硬こう度どを増し、蜜を滲にじませ始めた。

　軀の芯しんが甘く疼うずき、漆黒を欲ほつする。早くこの雄おすに抱かれたい──と。

「漆黒……くちづけ、を……」

　息を荒あららげ由羅を味わう事に熱中していた男が顔を上げ、うっすらと笑えんだ。

　滅めつ多たに見られない柔やわらかい微笑ほほえみに、由羅はふっと我に返る。

　──何をしているんだろう、私は。

　漆黒は望み通り、キスをくれた。

　ぴったりと重ね合わされた唇の間から入ってきた舌に、由羅も舌を絡からませる。

　最初にキスを欲しがるのは、由羅の癖くせだった。漆黒も気づいていて、自分からは決してくちづけてこようとしない。いささか強ごう引いんに事に持ち込もうとする時は特にだ。我が慢まんしきれなくなった由羅がねだるまで、意地悪く待っている。それが合図になるからだ。

　してもいい、という。

　屈くつ辱じよくに胸が灼やけるようだった。厭なのに己を止められない。漆黒の思いのままにねだらされ、痴ち態たいを晒さらしてしまう。

　巧たくみなキスで由羅を蕩とろけさせると、漆黒は上半身を起こし、服を脱ぬぎ始めた。

　ボタンが外されてゆくにつれ現れる雄の軀に由羅は釘くぎ付づけになる。

　野生の獣けものらしさを失わない、綺麗に筋肉のついた軀。長い手足。薄うすく汗あせをかいた褐かつ色しよくの膚はだ。

　ジーンズを引き下ろすと、茂しげみの中にこれまた雄お々おしい屹きつ立りつが見える。

　ケチのつけようがない、立派な雄の軀だ。

　震える指先で襦じゆ袢ばんの前を搔き合わせ、由羅は目を逸らした。漆黒の前に貧相な己の軀を晒しているのが急に耐たえ難がたくなったのだ。

　全部脱ぎ終えた漆黒がのしかかってくる。

「綺き麗れいだ、由羅……」

「ああ？」

　襦袢が引き剝はがされ、足の間に強引に漆黒の腰こしが割り込んできた。

　狭きよう隘あいな道に指がねじ込まれる。指の腹で転がすようにイイ場所をこねられ、由羅は思わず肉の薄い腰を揺ゆらした。

「────あ」

　気持ち、いい。

　犯おかす指が更に増え、由羅は眉まゆを寄せる。

「色っぽいな……」

　切せつ羽ぱ詰つまった響ひびきに心臓がどくんと跳はねた。漆黒に賞賛されると、照れくさいというか、恥はずかしいというか、むかつくというか、頭にかーっと血が上る。

　由羅の中をいっぱいに満たしていた指が抜ぬき出され、腰の下に折った座布団が押し込まれた。蕾つぼみに押し当てられた猛たけったモノに、由羅は息を吞のむ。

　まだろくに慣らしてない。

　ああでも、早く欲しい……。

　相反する二つの感情に由羅は揺れる。脅おびえたように軀を竦すくませたものの、由羅は抵てい抗こうらしい抵抗もせずに漆黒を受け入れた。

「あああ……っ」

　しなやかな細腰が反り返る。濡ぬれた肉の洞うろに漆黒の雄がずぶずぶと沈しずみ込んでゆく。

　──きつい……が、ナカがみっちり埋められる感覚がまた、いい……。

　長大な刀身の全すべてを納めると、漆黒の口くち端はしが満足そうに持ち上げられた。

「く……、すごく熱い……っ」

　ずぷぷ、と抜き出される感覚に、由羅は声を上うわ擦ずらせる。

「漆黒、まだ動くな……っ」

　高いところから突つき落とされようとしているのにも似た恐きよう怖ふに膚が粟あわ立だった。だが漆黒は由羅の頼たのみなど聞いてくれず、ぎりぎりまで抜き出したそれを勢いよく突き入れる。

「……っ！」

　感じやすい肉にく襞ひだを、太いモノが容よう赦しやなく擦こすり上げた。

　衝しよう撃げきが大きすぎて声も出ない。大きく口を開き、由羅は声もなくただ喘あえぐ。

　イイ……！

　漆黒の熱が由羅を灼く。がつがつと穿うがたれる度に全身を貫つらぬく快楽に、由羅はもうどうしたらいいのかわからない。

　──これが経験値の差なのだろうか。

　由羅は唇くちびるを嚙かんだ。

　人前では偉えらそうにしているが、由羅は閨ねやでは一度だって主導権を握にぎれた例ためしがなかった。

　漆黒にかかったら由羅はまるで子こ猫ねこちゃん。一方的に翻ほん弄ろうされるばかりで手も足も出ない。

　この男の目に自分はどう映っているんだろう。

　怖こわいような気分に襲おそわれ、由羅は身をよじる。

「あ……っ、いや、だ……っ」

　頭かぶりを振ふってむずかる由羅をあやすように、漆黒が囁く。

「由羅……由羅。好きだ、由羅……」

　甘い言葉を言われれば言われる程ほど、奇き妙みように空くう疎そな気分に陥おちいり、由羅は漆黒の背中にきつくしがみついた。

　漆黒は尻尾を揺らし、獣そのものの獰どう猛もうさで由羅を貪むさぼる。

　果てても漆黒は抜いてくれない。漆黒が満足するまで散々に泣かされ続ける。

　やがて事が済み、漆黒が後始末の為ため部屋を出ると、由羅は符を一枚取り出した。畳たたみの上を這はいずっていって襖ふすまにぺたりと貼はりつける。これでもう漆黒は部屋の中に入ってこられない。

　ほっとした由羅は、その場でごろりと仰あお向むけに転がった。

「……死ぬ……」

　軀からだを重ねるようになってからもう随ずい分ぶん経たつのに、漆黒は隙すきさえあればヤりたがる。

「もっと楽しめる相手が他ほかにいくらでもいるだろうに、なぜ私を抱だくんだ、あいつは。義務感からか……？」

　ふうと溜ため息いきをつくと、由羅はしどけない姿のまま座ざ布ぶ団とんを引き寄せた。湿しめった襦袢をかぶり、畳の上で泥どろのように眠ねむる。
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　由羅は空調の利きいた座ざ敷しきで、硝子ガラス戸の前に立っていた。

　雨が近づきつつある気配がある。

　晴れ渡わたった空には雲一つ見えないが、霊れい気きの匂においが変わってきていた。由羅にはまだ完全に理解できていないが、この世界にはあらゆるものに何かが宿っており、見る事さえできれば様々な事を教えてくれる。

「席についてちょうだい、由羅」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の颯子が畳の上に盆ぼんを置き、由羅を呼んだ。座敷には現在屋敷にいる三十人ほどが昼食を摂とる為集まっていた。そのうちの半分が東家の者、もう半分が式神だ。双そう方ほう共に美形揃ぞろいなのでなんとも眼福な光景が広がる。夏休みなので子らの姿もある。

　繫つなげて並べられた座ざ卓たくの上には素そう麵めんやおかずの大皿が並べられていた。人数が多いので、各自が好きなだけ取り皿に取って食べるのが東家の習いとなっている。

　だが、蒸むし鶏どりに薬味が添そえられた小皿が、由羅の席の前にだけ食べろとばかりに鎮ちん座ざしていた。

「なんだ、これは」

　隣となりの席に座った漆黒が、更さらにニンニクを丸ごと焼いたものを追加する。

「由羅の分だ」

「いらん」

　由羅が皿を押しのけると、すかさず漆黒が押し戻もどした。

「肉が嫌きらいなのは知っているが、夏バテしない為にもタンパク質をとった方がいい。ニンニクも精がつく」

「なんで妖あやかしがタンパク質なんて言葉を知っている」

　颯子が笑いながら蕎麦そば猪ちよ口こを由羅の前に置く。

「あなたの為に覚えたんじゃないの？」

　式神は楽しみとして食べ物を口にする事はできるが、本来食事を必要としない。座敷に集まっている式神たちは主あるじに付き合って同席しているだけだ。

　由羅はもう一度不ふ機き嫌げんに皿を押しやると、素麵だけ取った。颯子がつゆに七しち味み唐とう辛がら子しを振りながら、由羅を一いち瞥べつする。

「ちょっと由羅、食べなさいよ。本当はがっつりカツにしたかったところを、あなたの為にさっぱりした肉料理にしてあげたんだから」

「私が頼んだ訳じゃない」

「あなたの式神が頼んだ事は、あなたの責任になるの」

　ペットのしでかした事は飼い主の責任。

　そうでしょう？　と言わんばかりに微笑ほほえまれ、由羅は目を逸そらした。

　颯子の隣では、中学生になる姪めいが素麵を啜すすっている。

　目の前で堂々とやりとりしているのに、子らは式神の存在に気づかない。只ただ人びとでもまれに式神を視し認にんできる者がいる事から考えるに、おそらく、なんらかの術がかかっているのだ。

「由羅、一口だけでもいいから、食べてくれ」

　何を食べるでもなく席に連なっていた漆黒の求めを由羅はぴしゃりと撥ね退のける。

「いらないものはいらないんだ。余計な事をするな」

「由羅、感じ悪いぞ。漆黒は由羅を心配してんだ。ガキじゃあるまいし、それくらい食ってやれよ」

　おとなぶる清夏を由羅はせせら笑った。

「そうか。じゃあおまえも茄子なすを食べろ」

　肉ばかりが山と積まれた取り皿に焼き茄子を投入され、清夏が固まる。

　他ほかの式神たちが面おも白しろがって囃はやし立てた。

「清夏も由羅も大人なんだから好き嫌いすんな。食べないから体力がないんだ」

「それじゃあ夏を乗り切れんぞ。もっと食え食え」

「断る」

　食べたくないものは食べたくないのだ。

　とうに夏バテになっている由羅の食欲は皆かい無むだった。素麵ですら茗みよう荷がと七味唐辛子で誤ご魔ま化かして流し込んでいるのに、好きでないニンニクや肉など喉のどを通らない。

「なら、俺がこれ食ったら、由羅も肉とニンニクを食うんだな？」

　悲ひ愴そうな顔をしつつも清夏が気き概がいをみせるが、由羅はあっさりと首を振った。

「いや」

「っておい！　なんだよ、それ！」

「由羅」

　漆黒が耳元に囁ささやきかける。

「食べた方がいい。最近、明らかに体力が落ちている。……この間もすぐへばってしまっただろう？」

　つい先さき頃ごろ、真昼の情事の途と中ちゆうで限界に達してしまい、漆黒に好き放題された事を思い出した由羅が素麵にむせた。

「おまえは黙だまってろ、漆黒」

　呪のろい殺しそうな目つきで漆黒を睨にらみつける。きつい物言いに何もわかってない清夏の表情が曇くもった。

「なあ。冗じよう談だんはさておき、本当に食べろよ。漆黒の為だと思ってさ」

「清夏。おまえ、そう言えば私が言う事を聞くと思うか？」

「やっぱ駄だ目めか。由羅ってなんか漆黒に冷たいよな。伴はん侶りよなのになんでだ？　いつもべたべたしてきて暑苦しいからか？」

　ずずっと音を立てて由羅は素麵を啜る。

「よくわかってるじゃないか」

「いやでも本当は照れくさいだけで、嬉うれしいんだろ？　ひっついてくんのだって愛ゆえなんだし」

　愛、だと？

　由羅は箸はしを置いた。

　漆黒の振る舞まいは、外から見れば確かにそういう風に見えるのだろう。由羅に懐なついている様子は図ずう体たいこそ大きいものの甘えたがりな猫のよう。式神としても献けん身しん的に尽つくし、骨身を惜おしまない。

　思わず見み遣やった先では漆黒が頰ほお杖づえを突ついて由羅を見つめている。柔やわらかな眼まな差ざしがちりちりと由羅の胸を灼やいた。

　抑おさえろ。

　そう、頭では思った。

　こんな事は言うべきじゃない。不必要な波風を立てるだけだ。理由はどうであれ、漆黒はよくやってくれているのだから。

　でも。

　駄目だった。

「別に、愛なんかないだろ」

　つるりと口から零こぼれ出た言葉に、清夏が驚きよう愕がくする。

「えっ」

「ごちそうさま」

　食事半ばではあったが、由羅は立ち上がった。

　使った食器を台所に運び、シンクの中に置く。自室に戻ろうと振ふり返ると、目の前に漆黒がいた。長身の漆黒に立ちはだかられると壁かべのようだ。

「邪じや魔まだ」

　大きな軀からだを押しのけ由羅は漆黒の脇わきを過ぎる。足音こそ聞こえないが、すぐ後ろを追ってくる気配があった。だから由羅は、自室に入ると即そく座ざに襖ふすまを閉め、符を貼はった。

　これで漆黒は入ってこられない。ふうと息を吐はき、由羅は気け怠だるい軀を畳たたみの上に伸のばす。

　軀が、重い。

　些さ細さいな事にも一々苛いら々いらしてしまう。

　きっとこの暑さのせいだ。夏バテで狂くるった体調が心にも影えい響きようを及およぼしているのだ。

　──夏は、嫌いだ。

　由羅は重い腕うでを持ち上げ、床ゆかに転がっていた扇せん風ぷう機きのリモコンを取り上げた。部屋にはエアコンもついているが、冷れい房ぼうの寒さは苦手だし使えば余計軀がおかしくなる。扇風機が首を振り、生ぬるい風が吹ふき始めると、由羅は腕を枕まくらに横向きに転がった。

　ずぶずぶと畳の中に沈しずみ込んでしまいそうな気分だった。ろくに食べていないのに、胃の調子もおかしい。

　今年も死体のように夏を過ごすのかとうんざりしつつうとうとし始めたところで、襖が勢いよく開いた。

「由羅！　話がある。入っていいか？」

「駄目だ」

　拒きよ否ひしたのに清夏はずかずかと入ってきて由羅の目の前にカーゴパンツをはいた膝ひざを落とした。

「なんで漆黒を閉め出してんだよ。可哀かわい想そうだろ」

「可哀想だと思うなら、おまえの部屋に招き入れてやればいいだろう」

「無理だ。部屋の中は俐星のテリトリー、他の雄おすは入れられない」

　由羅はうっそりと目を上げた。清夏は畳に手を突き、身を乗り出すようにして由羅の顔を覗のぞき込んでいる。

「なあ、漆黒はいい奴やつだぞ？　いつも由羅を大事にしてる。なのになんであんな事言うんだ？」

「おまえたちには関係のない話だ」

「なくねーよ。目の前であんなやりとりされると、見ているこっちまで気分が悪くなる。一体漆黒の何が気に入らないんだ？　式神としては最高に有能だし、一いち途ずに由羅を慕したってんのに」

　ピュアだな、と由羅は思った。清夏は漆黒を目に見える通りの男だと信じているのだ。

　わざわざ余計な事を言って幻げん滅めつさせるのも大人げないが、もう由羅は清夏の相手をするのが面めん倒どう臭くさくなってしまっていた。

「清夏、おまえは知らないんだ」

「知らないって、何をだよ」

「あの男はちっとも一途などではない。鏡の裏側の世界では何人もの妖あやかしをはべらせていた」

「ああ？」

　清夏は噓うそつけ、という顔になったが、念の為ためと思ったのだろう、後ろに控ひかえていた俐星を振り返った。

「俐星、本当か？」

　端たん整せいな顔に困ったような笑えみが浮うかぶ。

「……漆黒が同性から見ても魅み力りよく的な存在なのは確かだな。ありあまる時をそういう遊ゆう戯ぎで潰つぶそうとする者たちにとても慕われていたという話は聞き及んでいる」

「つまり、本当って事か？　……えええ!?」

　文字通り頭を抱かかえた清夏は、俐星に後ろから肩かたを抱だかれて気を取り直す。

「うー、でも、過去の話なんだろ？」

「そうだな。漆黒が来る者拒こばまずで、複数プレイだって当たり前だったのは確かに過去の話だ。初めてでもの慣れない私を笑ったのも、私などに手を出して失敗したと悪態をついたのももちろん昔の話だからな。別に根に持ってなどいない」

「漆黒[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　恨うらみがましい声と一いつ緒しよに振り向いた清夏の視線を追えば、開いたままの襖の向こうに漆黒がいた。由羅の貼った符の上にはいつの間にか別の符が貼られ、無効化されている。

　廊ろう下かに立つ漆黒は冷静そうに見えたが、尻尾しつぽが膨ふくらんでしまっていた。

「由羅、別におまえを嘲あざ笑わらったりはしていない。おまえが初めてだと知った時、俺はただただ嬉しかった」

「ほう」

　由羅は軽く聞き流す。

「信じてくれ、由羅」

「別にどうでもいい。過去の事だ。言っただろう？　気にしていない」

「……滅め茶ちや苦く茶ちや気にしてるくせに」

　横を向いて小さな声で当て擦こすった清夏の鼻を、由羅はにっこり微笑ほほえんで摘つまんでやった。

「もし俐星が鏡の裏側の世界にハーレムを築いていたら、おまえは気にせずにいられるのか？」

　清夏が頰ほおを引き攣つらせ、ちらりと俐星を盗ぬすみ見る。

「それは……」

「何をしてようが謝られれば全部水に流せると断言できるなら、私に文句を言ってもいいぞ。そうでないなら、もう黙ってろ」

「う……。ご、ごめん……」

「由羅」

　漆黒が思い詰つめたような声を発する。

　由羅は近づいてくる気配から逃にげるように縁えん側がわに出た。

「悪いが、くそ暑いせいで苛々しているんだ。涼すずしくなるまで放ほうっておいてくれ。秋になれば元に戻もどると思うから」

　──また何もかも忘れた振りをして、普ふ通つうに振る舞えると思うから。

　由羅は下げ駄たをつっかけて庭へと下り、白いシーツがはためく物干し台の横を通り過ぎて山の中へと入った。別に道などある訳ではないが、由羅は生まれた時からこの山育ちだ。危なげのない足取りで奥へと進み、禊みそぎが必要な時に使う小さな池へと抜ぬける。

　本気で来て欲しくないと思っているのがわかったのか、漆黒は追ってこなかった。

　誰だれも周囲にいないのを確かめると、由羅は角かく帯おびをほどいた。岩の上に着物を脱ぬぎ捨て、襦じゆ袢ばんだけになって冷たい水の中に踏ふみ込む。

　汗あせばんでいた膚はだに一気に鳥とり肌はだが立ち、熱くなっていた頭が冷えていった。

　東家の屋や敷しきがある山は霊れい気きが濃こいが、中でもこのあたりは神気に満ち満ちている。

　由羅は腰こしの深さまで歩みを進めると、冷たい水で顔を洗った。

「いつまでもぐだぐだ拘こだわっていても仕方ないって事はわかっているんだがな……」

　いや、ついこの間まではそれなりにうまくやれていたのだ。そうできなくなったのは、清夏たちのせいだった。

　仲なか睦むつまじい二人を見ていると、胸が騒さわいで己おのれが抑おさえられない。多分彼らの間に、由羅の理想通りの関係が成り立っているからだ。

　──本当は自分も、あんな風な関係を築きたかった。

　澄すんだ水の面おもてを見下ろせば、頰や髪かみを伝い落ちた水から生まれた波は紋もんが幾いく重えにも広がってゆく。

　清らかな空気と水で心の中の澱おりまで洗い流せればいいのに。そう由羅は呟つぶやき、骨っぽい指で濡ぬれた髪を搔かき上げた。
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　白い月光を浴びてひっそりと佇たたずむ屋敷を見上げていた漆黒がぽつりと呟いた。

「ここに来るのは久しぶりだ」

　周囲には森が広がっているだけ、しんと静まりかえっている。

「そうか」

　漆黒の後ろに被衣かずきを雅みやびにかぶった美び丈じよう夫ふが現れた。

　酒さか瓶びんを片手に下げた俐星だ。長い白い髪が燐りん光こうを放っているように闇やみに浮かび上がっている。

　さらに童子が現れて、締しめ切られていた屋敷の戸を恭うやうやしく開け二人を招き入れた。次々に増えた気配が捨て置かれた屋敷の中を整える為に走り回り始める。

「こっちだ」

　漆黒の先導で入った部屋の板戸は開け放たれ、既すでに膳ぜんや酒器が用意されていた。俐星が漆黒の眷けん属ぞくである童子に酒瓶を渡わたすと、中身を片かた口くちに移し替かえてくれる。

　月を楽しむ為か、灯あかりはない。二人が板間に置かれた円座にあぐらをかいたところで、更さらに高級チョコレート店の紙かみ袋ぶくろを下げた夕貴丸が現れる。

「よう」

「なんだ、夕貴丸。おまえこっちに来る事を許されたのか」

　童子が運んできた円座に無造作に腰を下ろすと、夕貴丸は袋を漆黒へと突つき出した。

「ああ、酷ひどい呪じゆをかけられたからな。悪さできないと思われてんだ。つか漆黒、おまえなんであんな余計な事すんだよ。あそこは頑がん張ばってる演技だけして俺を逃がすところだろーがっ」

　夕貴丸がぬけぬけとのたまうと、俐星が興味深そうに身を乗り出した。

「おぬし、どんな呪じゆ詛そをかけられたのだ？」

「……勃ぼつ起きすると、激痛に襲おそわれるっていう呪だ」

　夕貴丸が唇くちびるを尖とがらせ明かすと、漆黒も俐星もこらえられぬ笑えみに肩を震ふるわせた。土器かわらけに酒を注ついでもらいながら、夕貴丸はぐちぐちと悪態をつく。

「冬芽も徹心もえげつないぜ。冬芽が解除してくれればオッケーなんだけど、一定時間が経たつとまた駄だ目めになっちまうんだ。朝勃だちとかでもすげえ痛くなんだぜ。トラウマで役に立たなくなったらどうしてくれるんだっつーの」

「あれだけよい娘むすめをつがいに得たのだ、おとなしくしておればよかったのに」

「冬芽は愛してっけど、それとこれとは別。つか、漆黒に比べれば可愛かわいいもんじゃねーの？」

　漆黒の表情が変わった。

「いいなー、可愛かわい子こちゃんを毎日とっかえひっかえ、なんて」

「やめろ」

「でも、全員とヤってたんだろう？」

　妖あやかしらしく綺き麗れいに整った顔にいやらしい笑みを浮うかべた夕貴丸を、漆黒が睨にらみつける。

「おまえたちだって交こう尾びを望む雌めすがいたなら、全すべてと交わろうとするだろう？　鏡の裏側の世界は雄おすしかいない。平へい穏おんだがなんの変化もない日々が永遠に続く。抱いて欲しいとねだられたら断る理由があの頃ころの俺にはなかった。──もし由羅に出会えると知っていれば求めに応じたりはしなかったのだが」

　漆黒は人差し指の爪つめだけを鋭えい利りに伸のばしパッケージの封ふうを切った。漆黒が蓋ふたを開いた箱を渡すと、童子が箸はしでチョコレートを漆しつ器きに並べ始める。

「漆黒、本当に由羅に失敗したなどと言ったのか？」

　俐星の問いに、黒い尻尾が物もの憂うげにゆらめいた。

「俺は人間が嫌きらいだったのだ。鏡の裏側の世界に招き入れてくれたのもおそらくは式神であったのであろう妖だったし、人間という言葉を口にするのも耳に入れるのも厭いやだったから東家が何を意味するのか知らなかった。だから、軀からだを繫つなげてから由羅が人間だと知って──動どう揺ようした」

「その事を由羅に話したか？」

「いや。今まで気にした様子など見せなかったから、もう忘れたのかと思っていた」

「あいつ、さばさばしているように見えて、意外に執しゆう念ねん深いよな。それってもう二十年も前の話なんだろ？」

　俐星は脇きよう息そくに寄りかかり、童子が運んできた長煙管ギセルに火をつける。

「一生を共にする気で寝ねた相手にそんな事を言われたら、忘れられるものではあるまい。──初めてだと知った際、漆黒が笑ったと由羅は言っていたが」

　漆黒は勢いよく土器を干すと、手て酌じやくで片口を傾かたむけた。

「俺はただ、嬉うれしかったのだ。あんなに艶あでやかな由羅がまっさらだとは思ってもいなかったから」

　片かた膝ひざを立てた行ぎよう儀ぎの悪い姿勢で、夕貴丸が嗤わらう。

「まあ、にやにやしちまうよな」

「なぜいつまで経っても気を許してくれぬのだろうと思ってはいたが、俺の不用意な言葉のせいだったのだな」

　物憂げな陰かげが漆黒の精せい悍かんに整った面を覆おおった。

　俐星が紫し煙えんを吐はき出す。息に混じった霊れい力りよくが、薄うす暗ぐらい中ちらちらと輝かがやいた。

「まあ、あまり気に病やむな。どんなつがいとて長い時を共に過ごせば、腹の立つ事の一つや二つ生じるものだ」

　夕貴丸も陽気に茶々を入れる。

「俺だってろくでもない呪をかけやがった冬芽には割と本気で頭にキてるしな！」

「過去の事だ。目を瞑つむって吞のみ込まざるをえない事と由羅も割り切ろうとしておる。後は誠心誠意、今の気持ちを伝えてやればよい」

　漆黒は土器の酒に映る月を見つめた。

「由羅は耳を貸してくれるだろうか」

「聞こうとしてくれなくとも話せ。それは必要な儀式だ」

　三人と眷属しかいないせいだろうか、広い部屋に話し声が奇き妙みように虚うつろに響ひびく。

「それで駄だ目めなら、アレだ。閨ねやで由羅の軀にじっくりたっぷり愛の深さを教え込んでやればいいんじゃね？」

「そんな事はもうやっている」

「……やってんのかよ」

「だが由羅は信じない。……俺は由羅の傍そばにいて、いいんだろうか」

『仕事』の時は誰よりも頼たよりになる男が見せた哀あい愁しゆうに、俐星が苦く笑しようした。

「式神が主あるじの傍にいなくてどうする」

「だが俺は由羅を苛いら立だたせてばかりいる」

　夕貴丸が後ろに手を突いて仰のけ反り、笑う。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　あいつ、漆黒にべた惚ぼれじゃねーか」

「……そうだろうか？」

「そーだよ！」

　俐星が長煙管で煙草たばこ盆ぼんの縁ふちを叩たたいた。

「私も同感だ」

「……そうであってくれればいいんだが」

　漆器からチョコレートを一つ取り、歯を立てる。舌の上でほろ苦くも甘い味がほどけてゆくにつれ、漆黒の眼まな差ざしがどこか遠いものになった。

　つられたようにチョコレートを摘つまんだ俐星が眉まゆ根ねを寄せる。

「甘い、な」

「だよな。甘味は漆黒の好物だって聞いたから持ってきたけど、俺には食えねーや。ところでさ、俺も相談があるんだよ、俐星。冬芽に俺の呪を解かせる方法ってねーかな!?」

　口直しに童子に酒を注がせながら、俐星が溜ため息いきをついた。

「……おぬしの呪は解かぬ方がよいのではないか？」

「はあ!?　冗じよう談だんじゃねーよ！　こんなの男の沽こ券けんに関かかわるだろ！」

　賑にぎやかな声が屋や敷しきに広がる。二人の会話を聞きながら、漆黒は少しぼんやりした顔で月を見上げた。
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「──……怠だるい、な……」

　空から落ちてきた雨あま粒つぶが葉表で弾はずみぱらぱらと淋さみしい音を立てる。いつもより気温は低いが、代わりに湿しつ気けが由羅の気力を削けずってゆく。

「絶対に言わないつもりでいたのに、何をしているんだろうな、私は」

　泣き言を連ねても過去は変わらないし、何より惨みじめたらしくてかなわない。自分が忘れれば済む事だ。

　一晩漆黒と距きよ離りを置き、由羅はそれなりに落ち着きを取り戻もどしていた。

　──今晩、こっちで漆黒を預かっていーか？　なんか、女子会ならぬ男子会？　いや、式神会か？　──を、してきたいって、俐星が言い出してさ。

　就しゆう寝しんの支し度たくをしている時にそう伝えにきた清夏に、由羅は黙だまって頷うなずいた。

　式神会、か。久しぶりに鏡の裏側の世界に行ったのだろうか。

「由羅」

　砂糖菓が子しのように甘い囁ささやきと共に背後から伸びてきた腕うでに抱だき竦すくめられ、由羅は目を伏ふせた。振ふり返る必要はない。確かく認にんなどせずともわかる。後ろにいるのは己おのれの式神だ。

　漆黒は髪かみに顔を埋うずめたまま、すんすんと由羅の匂においを嗅かいでいる。振り向いたら鼻先を舐なめられ、由羅は口角をゆるりと上げた。

　グルーミングは仲直りしたいという漆黒のサインだ。

　由羅も袂たもとの中を探さぐり、透とう明めいなセロファンにキャンディのようにくるまれたチョコレートを差し出す。

「やる」

　漆黒が目元を緩ゆるめ、ちっぽけな菓子を大事そうに握にぎりしめた。

「ありがとう」

　由羅は軀の向きを変えて爪つま先さき立だちになると、漆黒を引き寄せ唇くちびるを吸った。

「ん」

　ぐだぐだ拘こだわっても仕方がない。

　とりあえず、セックスでもしようかと由羅はぬめる舌を伸ばして漆黒の舌と絡からめた。軀を重ねている時だけは何も考えずにいられるし、漆黒も喜ぶ。

　するりと下がった漆黒の右手に、由羅の肉の薄うすい尻しりが摑つかまれる。布越ごしに蕾つぼみを揉もまれたら、息が震ふるえた。

「漆黒……」

　いつの間にかキスの主導権は、由羅から漆黒に渡わたっていた。背中を丸め由羅に覆い被かぶさるようにして貪むさぼっていた漆黒が、最後にくちゅりと由羅の唇をねぶってから顔を上げる。

　尻の下に両手を回しひょいと由羅を持ち上げると、漆黒は部屋に入り尻尾しつぽで障子を閉めた。布ふ団とんがしまってある押入の襖ふすまを同じように開けようとしたところで黒い耳がひくんと跳はね、由羅と漆黒の目が同時に廊ろう下かに面した襖へと向けられる。

「漆黒、おろせ」

　廊下の向こうから軽い足音が近づいてきている。漆黒が渋しぶ々しぶ由羅を下ろしたのと、勢いよく襖が開けられたのとはほぼ同時だった。

「由羅、電話！」

　なんの遠えん慮りよもせず乱入してきた清夏がワイヤレスの子機を差し出す。

「誰だれからだ」

「永なが竹たけ様から。なんか、御お札ふだが破られたとかなんとか……」

　由羅の表情から甘さが綺き麗れいに搔かき消えた。子機を受け取り顧こ客きやくの応対を始める。

　漆黒が、仕事は終わったとばかりに帰ろうとする清夏の襟えり首くびを摑んだ。

「なんだよ」

「清夏、出かける用意をしておけ。多分すぐ顧客のもとへ出向く事になる」

「ええ!?　噓うそだろ、そんな急に言われても」

「仕事とはそういうものだ。急げ」

　ぽんと背中を叩かれ、清夏が走り出す。
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「ここだ、清夏」

　由羅の運転で顧客の家まで車で連れてこられた清夏は、雨のカーテンの向こうにそびえ立つ豪ごう邸ていを見て顔を青くした。

　高い壁かべに囲まれた敷しき地ちは恐おそろしく広い。門の正面には母おも屋やが、斜ななめ後ろに見える竹林の向こうには離はなれがある。本来なら離れは門の位置からは見えないのだが、今は立ち上る鈍にび色いろの瘴しよう気きが遠くまでその存在を知らしめていた。

「え、噓だろ。マジであそこに行けってのか？」

　霊れい視しができる人間にとってあの中に踏ふみ込むのは、どぶ川で水泳するも同然だ。清夏は二の足を踏んでいるし、俐星の表情も晴れない。

「永竹様からは三日もらっている。明後日あさつての昼までになんとかしろ」

「俺がかよ!?　なんとかって、どうすればいいんだ？　蠱まじ物もの探しでもすればいいのか……？」

「よくわかっているじゃないか」

　蠱物というのは、適当な物品に呪じゆ詛そを閉じこめたものだ。それを憎にくむ相手の身近に仕込めば、後は自動的に事が運ぶ。術者が傍そばにいる必要はない。

「怨おん霊りようって可能性は……」

「あるかもしれん。おまえではどうしようもなくなったら助けにいってやるから、まずは自力で頑がん張ばってこい」

　式を打たれた可能性もあるが、その場合は俐星が適切に対処してくれるだろうと由羅は踏んでいた。なんといっても、俐星は四神の一柱である白びやつ虎こだ。そこらの式神では抗こうせない力を持っているし、何より己の主あるじをこよなく慈いつくしんでいる。

　車の窓を開けてインターホンを押そうとしたが、それより早く鉄門が開き始めた。屋敷からポロシャツ姿の恰かつ幅ぷくのよい男が出てくる。

「よく来てくれたな、東の」

　あ、と清夏が小さな声を漏もらした。この男は財界の大物で新聞や雑誌で取り上げられる事も多いから見覚えがあったのだろう。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、永竹様」

　由羅は門を入って車を止めると、窮きゆう屈くつな車内から出た。今日はいつもの着流しではなく、スーツにネクタイを締しめている。

　ジャケットにきちんと折り目の入ったスラックスをあわせた清夏も、緊きん張ちようした面おももちで助手席から降りた。

「連れがいるとは珍めずらしいな。そちらは？」

　借りてきた猫ねこのようにおとなしい清夏を、由羅が簡単に紹しよう介かいする。

「息子むすこの清夏です。まだ大学生ですがいずれ私の跡あとを継つぐ予定ですので、勉強させていただこうと思って連れてきました」

「息子!?　君は結けつ婚こんしていたのかね!?」

「ええ」

「あの、よろしくお願いいたします」

　小さく頭を下げる清夏の顔を、永竹は不ぶ躾しつけな程ほどじろじろと眺ながめた。

「……本当に君の息子なのかね？　東の家の者にしては、その……」

　清夏が顔を強こわ張ばらせる。東の家の者が美形揃ぞろいだというのは、その筋では有名な話だった。清夏自身、東家の者らしからぬ地味な容姿にずっとコンプレックスを抱いだいていたのを由羅は知っている。

「清夏は間ま違ちがいなく東家の者、能力も私以上にある優ゆう秀しゆうな術師──の卵です」

　由羅が口角をほんの少しだけ持ち上げて微笑ほほえむと、永竹は顔を赤らめた。清夏の顔まで赤くなる。喜々とした表情に、由羅は失敗したなと舌打ちした。

「いや、君の言う事を疑う訳じゃないんだ。ただほら、君は若々しくて所帯持ちという感じがないから意外でね」

　永竹の言う通り、由羅は三十歳そこそこにしか見えない。だが、実は清夏の実父であってもおかしくない年ねん齢れいに達していた。東家の者は美形ゆえか総じて年齢より若く見える。

「そうだ、今日は私も君に紹介したいと思って、息子を母屋に待たせているんだよ。仕事の前にちょっといいかね？」

　取り繕つくろうように話題を変えた永竹に、由羅は頷うなずいた。

「優秀な跡取りがいらっしゃるというお話はかねがね伺うかがっております。ぜひご挨あい拶さつさせていただきたい。清夏、おまえは先に離れに行ってなさい」

　途と端たんに清夏が不安そうな顔になるが、清夏の傍にはちゃんと俐星が付き従っている。

「……わかった」

「では、清夏くんは使用人に案内させよう。すぐ寄よ越こすので、少しここで待っていてくれたまえ」

　由羅は邸内へと歩いてゆく永竹に続き広い玄げん関かんホールに入った。うなじで一つに結んだ髪かみを揺ゆらしてまっすぐに歩く瘦そう身しんに、漆黒が身を寄せ、囁ささやく。

「由羅、俺の眷けん属ぞくを一人清夏につけた。何かあったらわかるから心配いらない」

　由羅は無言で頷く。漆黒は黒くろ豹ひようへと姿を変え、優美な足取りで由羅に付き従った。永竹に続き応接室に入ると、ソファにゆったりと腰こし掛かけていた男が顔を上げる。

「琢たく磨ま。ちょっといいか」

　どうやらこの男が永竹の息子らしい。外見は由羅と同い年くらいに見える、小こ綺ぎ麗れいな男だ。仕立てのいいスーツを見事に着こなし、鼻の上には綺麗に磨みがかれた眼鏡めがねを載のせている。

　父親の声に振ふり返った男は、由羅の顔を見るなり凍こおりついた。

　──またか。

　由羅に初めて会う人間には珍しくない反応だ。類たぐいまれな美び貌ぼうに吞のまれている。

「紹介しよう、これが息子の琢磨だ。まあまだ清夏くんと同じく勉強中の身の上だがな。琢磨、こちらが東由羅さん。我が家は代々東家の世話になっているという話をこの間しただろう？」

　ようやく我に返った琢磨が咳せき払ばらいをしてその場を取り繕う。

「ええ。実に莫ばく大だいな金を払って、ね。──こんにちは。一度お会いしたいと思っていました。永竹琢磨です」

　──鼻持ちならないタイプの美形だな。

　小生意気な物言いに即そく座ざにそう判じたものの、由羅は何食わぬ顔で頭を下げた。

「東由羅です。どうぞお見知り置きを。お父上にはお世話になっております」

　漆黒は勝手にソファの上に飛び乗り、丸くなってくつろいでいる。顧客への敬意など微み塵じんも感じられないその態度から、この家を守護するのはこの父親の代で最後になるかもしれないと由羅は予感する。

「どうぞ掛けてください。誰か、お茶を──と、ちょっと失礼」

　震ふるえだした携けい帯たい電話を手に、父親が部屋を出てゆく。二人きりになると、琢磨の態度はますます尊大なものとなった。

「離れに貼はってあった御お札ふだが破れていたと父が大おお騒さわぎしていたが、本当に君たちを呼ぶ必要があったのかな？」

「ええ。軽視せずに呼んでくださって幸いでした。早急に対処しますので、ご安心を」

「ご安心、ねえ」

　ねっとりとした眼まな差ざしが由羅を追う。

　由羅は長いソファの端はしに腰を下ろした。漆黒が尻尾しつぽをしなやかに揺らしながら由羅の横に移動してくる。

「俺は今、三つの会社を経営しているんだが、その関係で政治家ともやりとりがあるんだよ」

「そうですか」

　唐とう突とつに始まった話に、由羅は態度だけは興味深そうに頷いた。

　ただ呪じゆ術じゆつを使えるというだけでは、大きな力はふるえない。最適な時と場所と方法を選べるだけの知識が必要だ。琢磨が経営している会社や関係する政治家を、由羅はとうに把は握あくしていた。父親ほどの手しゆ腕わんはこの男にはない。偉えらそうに誇こ示じされた会社も政治家も、恐るるに足らない。

「東くん、君、瀬せ尾おという男を知っているかな？」

「あいにくと不勉強で」

　由羅は涼すずしい顔で噓うそをついた。

　寝ねそべった漆黒が由羅の膝ひざに頭を乗せる。

「おや、知らない？　本当に？　瀬尾も東家と契けい約やくを結んでいるという話なのに」

　──誰だれだ余計な事をしゃべったのは。

　黒豹を撫なでていた手が止まる。由羅の緊張を感じ取った漆黒も身を起こし、翠みどりの双そう眸ぼうで琢磨を見み据すえた。

　こういう事があるから由羅たちは顧こ客きやく関係の情報を絶対に漏らさないようにしていたのだった。

　瀬尾という男は政治家だ。琢磨が手を結んでいる政治家と対立している。

　こっそり両方に力を貸している東家は見ようによっては卑ひ怯きようだが、そもそも東家は決して善良な存在ではない。

「今後、瀬尾に手を貸す事は許さん」

　琢磨の命令に、由羅は困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「希望には添そいかねます」

「ふざけるな、貴様……っ」

「どうやら勘かん違ちがいなさっているようだ。私たちは永竹家を栄えさせる為ため力を貸すが、何をすべきで何をすべきでないかについては私たちが決める事、琢磨様にそういう命令をする権利はない」

　いくら金を積まれても、東家は雇やとい主に絶対服従しない。契約を交かわす際にその事ははっきり言い渡わたしてあった。それでも東家が守護に望まれるのは、着実に繁はん栄えいをもたらすからだ。

　唯ゆい一いつ無二の力を持つゆえの傲ごう慢まんさは、同時に東家の良心でもあった。東家は一族で協力しあってバランスよく顧客たちを栄えさせる。決して他ほかを害する程突とつ出しゆつした存在を許さない。

「もし私たちが信用できないなら、契約を終しゆう了りようしてもかまいません。お父上と相談されたらいかがですか？」

　永竹家には長年仕えてきたが、父親の方も金を払って雇ってやっているのだと由羅たちを見下している節があった。仕事の引き合いは断るほどあるのだし、手を引くことに躊躇ためらいはない。

　だが、琢磨は由羅がこんなにもあっさり引くとは思っていなかったらしく狼狽うろたえた。

「あれだけの金を払わせておいて、どういうつもりだ。そんな理り屈くつが通ると思っているのか？」

「おや、お父上から聞いてないんですか？　東家というのはそういう存在です」

　手て駒ごまとしか思っていなかった相手に逆らわれた琢磨の目にどす黒い憤ふん怒ぬが宿る。立ち上がり、つかつかと近づいてきた男を警けい戒かいし、由羅も立ち上がった。

「不満でも？」

「──不満に決まっているだろう!?」

　いきなり乱暴に突つき倒たおされ、ソファに倒れ込む。下した敷じきにされ驚おどろいた黒豹の爪つめがソファに引っかかった。

　ばりばりという音と共にソファに生まれた裂さけ目に、琢磨が目を見開く。

「なんだこれは。どういうトリックだ」

「トリックではなく、警告です。馬ば鹿かな真似まねはやめろという、ね」

　動どう揺ようしたものの今いま更さら引くに引けないのだろう、琢磨が凄すごむ。

「変な小細工が俺に通用すると思うなよ」

　腕うでを摑つかまれ、由羅は眉まゆを顰ひそめた。

「触さわるな」

「インチキ呪じゆ術じゆつ師しが偉そうに言うな。まずは背任の代価を払ってもらおうか。──その軀からだで」

　琢磨にのしかかられた瞬しゆん間かん、ざわりと鳥とり肌はだが立った。

　──またこの展開か。なぜどいつもこいつも私に欲情するんだ？　>>>♥

「──漆黒！」

　由羅の下から抜ぬけ出した漆黒がソファの背に飛び乗った。更に跳ちよう躍やくして長いコードで吊つるされたランプシェードに前足の爪を立てると、後足で空中を搔かくようにもがいて上に登ってしまう。

　照明が振り子のように揺れるせいで、部屋の中の影かげが伸のびたり縮んだりしているが、頭に血が上っている琢磨は気づかない。

「やめた方がいい。こんな事をしても、決していい結果にはならない」

「何がいい結果で悪い結果かは、俺が決める。とにかく──」

　悪役めいた台詞せりふを最後まで言う事すらできなかった。コードを嚙かみちぎられ落ちてきた照明が、琢磨の背中に激げき突とつした。

　まるで昔むかし懐なつかしいコントのようだった。

　大きな照明器具が、まともに琢磨の背中に当たってひしゃげる。皮肉な事に琢磨がとっさに潰つぶれまいと踏ふん張ってくれたおかげで、由羅には怪け我が一つなかった。痛みと驚きに口も利きけずにいる琢磨の下から肘ひじを突っ張って抜け出し、由羅は溜ため息いきをつく。

「──だからいい結果にならないと言っただろうが」

「うああああ！」

　少し遅おくれてようやく硬こう直ちよくが解けた琢磨が大おお仰ぎようにのたうって照明を床ゆかに落とし、ソファから飛び降りた。絨じゆう毯たんに点々と血が滴したたる。

　舞まい上がる埃ほこりに咳せき込みながら、由羅もゆっくりとソファから下りた。

　すぐに悲鳴を聞き駆かけつけてきた使用人たちは、思いがけない惨さん状じように啞あ然ぜんとしている。

「大だい丈じよう夫ぶですか、琢磨様！　誰か、手当を！」

「一体何があったんですか」

　ランプシェードは、白木の枠わくに和紙を貼ってあるだけでそう重いものではなかった。だが割れた電球で琢磨は背中に火傷やけどと切り傷を負ったようだ。

　仕事を終えた漆黒は、由羅の足あし下もとで得意げに尻尾をしならせている。足に擦こすりつけられる頭を由羅は素知らぬ顔で撫でてやりつつ嘯うそぶいた。

「突とつ然ぜん照明が落ちてきたんですよ。シロアリでも涌わいているんじゃありませんか？　悪い虫は早く駆く除じよしないと、屋台骨から崩くずれ落ちかねない、一度調べてもらった方がいい」

「まあ、危ない」

「東様は、お怪我は？」

　由羅は、琢磨の憎にく々にくしげな視線をよそに、涼しい顔で肩かたの埃を叩はたいた。

「幸いにしてないようです」

「では、スーツについた埃をお取りします。どうぞ、こちらへ」

「待て！」

　使用人について応接室を出ようとした由羅を、琢磨が呼び止める。

「貴様、何をやった」

　糾きゆう弾だんするような台詞に使用人たちの視線が集まるが、由羅は堂々とした態度を崩さない。

「どういう意味でしょう。もしや、あんな高いところにある灯あかりに、私が何かしたと言いたいんですか？　私は琢磨様の下にいたのに、一体どうやればそんな事ができるか知りたいものだ」

　使用人のうちの何人かがぎくりとして琢磨へと目をやった。どうやらどんな状じよう況きようだったのか理解してくれたらしい。

　琢磨は歯を食いしばり睨にらみつけるが、どうしたって由羅のせいにできない事は明白だった。

「お気の毒ですが、私は離はなれの様子も見に行かねばなりませんので、ひとまず失礼させていただきます」

　由羅が悠ゆう然ぜんと踵きびすを返す。その足に軀を擦りつけるようにして黒くろ豹ひようも付き従った。

　もう、引き留めようとする声はない。由羅は気持ちを切り替かえると、暗あん鬱うつに降りしきる雨の下、黒々とした影かげを落とす離れへと歩いていった。
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　その晩、由羅たちが屋や敷しきに帰り着いた時には、雲の残る空に満月が昇のぼっていた。由羅はきしきしと床ゆか板いたを軋きしませ廊ろう下かを歩きながら、シャツのボタンを上から二つ外して吐と息いきをつく。

　由羅の後ろには先さき程ほどようやく人の姿に戻もどった漆黒がぴったりと寄り添っていた。

　帰りの車の中でも漆黒は黒豹の姿のまま、そわそわと落ち着かなかった。部屋に戻って上着を脱ぬぎネクタイをほどいている間も足下にまとわりついて、しきりに鼻でつついてくる。邪じや魔まだと言ってもどこうとしない。

　血に興奮しているのだ。

　漆黒は外出前にもお預けをくらっている。

　欲を隠かくそうとしない熱っぽい瞳ひとみに見つめられ、由羅も渇かわきを覚えたものの、まだ仕事が残っているしそれ以上に疲つかれていた。

「漆黒、近い。離れろ」

　さりげなく腰こしに回されようとしていた手をぴしゃりと撥はねつけると、漆黒が不満そうに唸うなる。漆黒がここまで聞き分けがないのは珍めずらしい。

「厭いやだ」

「清夏もいるんだからしゃんとしろ」

「清夏などどうだっていい」

「子供じゃないんだから駄だ々だをこねるな」

　相変わらず清夏を嫌きらう漆黒と低い声で喧けん嘩かしながら書庫に辿たどり着くと、中には既すでに清夏と俐星が由羅を待っていた。清夏はジャージにＴシャツというラフな服装に着き替がえている。

「早いな。ちゃんと身を清めたのか？」

「ああ。さっぱりした」

　霊れい視しができるようになった割にはわかってなさそうな返事をする養い子に由羅は眉を顰めたが、ちゃんと言われた通りにはしたらしい。まとわりついていた厭な気が綺き麗れいに消えている。

　由羅が少し高くなった窓まど枠わくに腰を下ろすと、漆黒もその足下に座した。足首に尻尾しつぽが巻き付いてきたが、さりげなく足を組む事で振ふり払はらう。

「では始めるぞ。初仕事はどうだった、清夏」

　清夏は気まずそうに頭を搔いた。

「あー、うん。頭ではわかってるつもりだったんだけど、いざとなったらどこから手をつけたらいいのか、よくわからなくてさ……」

「呪じゆについてはとうに教えた筈はずだが？」

「いや、そうだけど、思っていたのと違ちがうというか」

　由羅が書物が積んである文ふ机づくえの方へ視線を流すと、漆黒が立ち上がって和わ綴とじのテキストを一冊抜き、清夏の前に置いた。

「そいつをもう一回読み直せ。蠱まじ物ものが隠されやすい場所についても羅ら列れつされている。まずはそこを虱しらみ潰つぶしにしろ。俐星はどうだった」

　話をふられ、美しい白びやつ虎この化け身しんは僅わずかに首を傾かしげた。

「蠱物の在り処かの目星はついた」

「えッ、なんで教えてくれないんだよ、俐星！」

　恋こい人びとに裏切られたとでも思ったのか泣きそうな顔になった清夏を、由羅が爪つま先さきで小こ突づく。

「私が教えるなと言ったんだ。俐星の能力は高いが、最初から頼たよってしまうと清夏が馬ば鹿かになるからな」

「馬鹿って……」

　身も蓋ふたもない言い方に異議を唱えたくとも、初仕事でなんの成果もあげられなかった清夏にその権利はない。俐星は悔くやしそうに唸る清夏に愛いとしげに目を細めたが、由羅に向き直ると同時に表情を引き締しめた。

「それから、屋敷のあちこちに妙みような呪が仕し掛かけられていた」

「妙ってなんだよ。俺たちはそれを取り除きに行ったんだろ？」

　怪け訝げんそうな清夏に俐星は嚙んで含ふくめるように説明する。

「いや。それとは違う、妖あやかしを捕とらえようとする罠わなだ。稚ち拙せつなものだったから片かた端はしから壊こわしておいたが、私が弱い妖だったら今この場にはおれなかったかもしれぬ」

　俐星を失っていたかもしれないと知った清夏が蒼あお褪ざめた。

「じゃあ犯人は、永竹様を呪のろったついでに屋敷を狩かり場にしようとしていたのか？　そういえばあの屋敷、やけに妖が集まっていたな。それも薄うす気き味み悪い奴やつばかり」

　漆黒が艶つやのある声を発する。

「悪あしき気を発するものには悪しきものが群れるのが習いだ」

　由羅は少しでも涼りようを取る為ためシャツの袖そで口ぐちのボタンを骨っぽい指で外し始めた。

「不ふ浄じようの輩やからを使し役えきするつもりなのだろうな、あさましい。術者が誰だれであれ、ろくなものではなさそうだ。──とはいえ、私たちほど力ある妖を式にできるものなど然そう然そういないからな」

「なあ、俺、蠱物を探す以外にも何かした方がいいのか？」

　課題の難易度が上がるのは困るが、式神が危険に晒さらされているとなれば放置しておけない。戦せん々せん恐きよう々きようとして尋たずねる清夏に、由羅は首を振った。

「いや。予定通り与あたえられた仕事をしろ。俐星は蠱物の場所以外で気がついた事があったら清夏に報告していい。清夏は逐ちく一いち私の判断を仰あおげ」

「わかった」

　清夏がほっとした顔になる。明日からの方針が決まると、由羅は胸の前で腕うでを組んだ。

「永竹様は古くからの顧こ客きやくだが、今回はどうも妙だ」

「そうなのか？」

「おまえが屋敷の探たん索さくをしている時、息子むすこの琢磨が私にちょっかいを出してきた」

　父親が紹しよう介かいした相手だというのに、琢磨の振る舞まいは最初から居い丈たけ高だかだった。

　それに、と由羅は目を細める。

　押し倒たおされた瞬しゆん間かん、吐はき気を催もよおすような臭においがした。

　よくわかっていない清夏は、のんきに持参したペットボトルのキャップを開ける。

「ちょっかいって、何をされたんだ……？」

　漆黒が低く唸った。

「あいつは由羅を手て籠ごめにしようとした」

「え……？　え……えええええ!?」

「うるさいぞ、清夏」

　由羅が気け怠だるげに一いつ喝かつする。だが清夏はおとなしくなるどころか開けたばかりのボトルを置き、顔を真っ赤にして立ち上がった。

「んな事言ってる場合じゃねーだろ！　なんでそんな事されて落ち着いていられんだ！　俺、これから行ってその琢磨って奴、ボコってくる！」

　由羅の為に熱くなる清夏を見た漆黒の尻尾の先がぱしぱしと落ち着きなく床ゆかを叩たたき始める。面めん倒どうな事になりそうな予感に、由羅はうなじで一つに結んでいた髪かみを乱暴にほどいた。

　──こっちは今にも寝ねそうなくらい疲れてんのに──面倒な。

「なぜおまえが切れるんだ。いいから座れ。別に一々大おお騒さわぎする程ほどの事じゃない」

「大騒ぎする程の事だろーが！」

　地じ団だん駄だを踏ふむ清夏の顔を、由羅はまじまじと見つめた。

「……ああ、そうか。私はこの顔だからもう慣れてしまったが、清夏はこういう経験がまるでないんだったな。羨うらやましい」

「嫌いやみか!?」

「本心から言っている。とにかく、誰が何をしてきたところで漆黒に痛い目に遭あわされるだけなんだから問題はない。それに、近づいたからこそわかる事もある。──あの男には誰かの呪じゆ力りよくの残ざん滓しがこびりついていた」

「……他ほかの術者か？」

　俐星の問いに由羅が顎あごを引く。

「おそらくそうだ。私たちと契けい約やくしているのに他の術者と接せつ触しよくするなんて、ふざけている。きっちり事の次し第だいを確かめ始末をつけておかないとな。──漆黒。おまえはすぐ永竹邸ていへ戻もどれ。離はなれについては清夏の課題だから様子見だけでいいが、琢磨がどんな意図をもって誰と繫つながっているのか調べろ。多少乱暴な術を使ってもかまわない」

　漆黒がもの言いたげに由羅を見上げる。行きたくないのだ。

　由羅はしれっと視線を逸そらした。

　異議があるのはわかっている。漆黒は今、仕事なんかよりセックスがしたいのだ。だが、漆黒はしつこい。琢磨の事があったから、今夜はいつにも増してしつこいだろう。そして由羅は疲れている。それにこういう案件は早めに対処した方がいい。

　そう、これは仕事だ。

　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きに清夏がそわそわし始める。由羅は怠い軀からだをもてあましつつ立ち上がった。

「行け。──おまえたちも解散していいぞ。私はもう寝る」

「え……見送りとか、してやらないのかよ」

　由羅は無言でちんまりした息子を見下ろした。

「や、だって、漆黒にだけ大変な仕事押しつけてさあ……」

「別にこれくらい大変じゃない。漆黒なら一晩で片づく。そうだろう？」

　漆黒が不承不承頷うなずく。

「ああ」

「ほらな」

　由羅が口元に添そえた手の下で大きなあくびをするのを見て、漆黒は諦あきらめたようだった。

「……行ってくる」

　小さく頭を下げ、きびきびと部屋を出てゆく。次いで俐星も腰こしを上げた。

「では私たちも引き上げるとしよう。清夏、ゆくぞ」

「え。あ、ああ……」

　清夏と手を繫ぎ出てゆく。身長差があるからそうするとまるで大人と子供のようだが、うんと頭を仰のけ反らせて白はく皙せきの美び貌ぼうを見上げる清夏の表情も、穏おだやかな笑えみを浮うかべてゆっくりと歩く俐星の眼まな差ざしも、信しん頼らいしあう恋人同士以外の何ものでもない。

　由羅は遠くを見るような目で二人を見送ると、窓を閉めて書庫を出た。途と中ちゆうで廊ろう下かの硝子ガラス戸に映る己おのれの姿を見て顔を顰しかめる。ワイシャツのボタンを二つ外しているだけなのに、天てん井じようから吊つり下げられた裸はだか電球に照らし出された由羅には妙な色気があった。それも、自じ堕だ落らくで誰にでも簡単に足を開きそうな種類の色気だ。

　耳元に吹ふきかけられる荒あらい息の気持ち悪さを、由羅は思い出す。

　トイレでいきなり個室に引きずりこまれたり、友達だと思っていた男に押し倒されたり。

　この容姿のせいで、由羅は物心ついた頃ころから何度も厭いやな目にあってきた。一族の者たちがこっそり式神を守りにつけてくれていなかったら、渡月の儀ぎに挑いどむまで純潔を守る事はできなかったに違ちがいない。

　臭くさい息に、膚はだを這はい回る舌の感かん触しよく、興奮のあまり震ふるえる手。

　清夏にはなんでもない事のように言ったが、本当は由羅はこの容姿に惹ひかれ強ごう引いんに迫せまってくる男たちを嫌けん悪おしていた。どんなに顔がよくても、相手の意思を無視して突つっ込もうとする雄おすは屑くずだ。

　──でも、あいつに触ふれられた時は厭だと思わなかった。

　由羅は俯うつむき、指で唇くちびるをなぞる。

　初めて褥しとねを共にした時、由羅は漆黒を誠実な男だと思っていたのだ。

　でも、違った。

　さっさと寝てしまおうと自室に戻り、ワイシャツのボタンを外し始める。

　久しぶりの仕事のせいで、酷ひどくくたびれてしまっていた。浴衣ゆかたを着て、布ふ団とんにもぐりこむと、即そく座ざに眠ねむ気けが襲おそってくる。

　見送り、か。

　ふっと上うわ目め遣づかいに由羅の顔色を窺うかがう清夏の顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　そういう事を気にかける清夏は可愛かわいい。

「だが、私の柄がらではない」

　別に、いい。

　どうせ漆黒は朝には帰ってくる。目覚めればいつものように勝手に腕うで枕まくらをして顔を覗のぞき込んでいる漆黒と目が合うに違いない。

　これまでずっとそうだったように。

　そうしたら少しばかり機き嫌げんを取ってやってもいい。

　キスして。

　寝ぼけたふりして軀を擦すり寄せて。

　あの癖くせの強い髪をグルーミングしてやって……。

　小さな笑みを浮かべると、由羅はタオルケットを鼻の上まで引き上げた。

　──いつもそんな感じだったから、今度もそうに決まっていると思っていたのに。

　翌朝、目覚めた由羅は、一人だった。

　のろのろと起き上がって、周囲を見回した由羅は呆ぼう然ぜんとした。

　屋や敷しきの中は起きだした一族のものたちの気配に満ちているのに、まだ暗い部屋に漆黒の姿はない。




　　　　＋　＋　＋




　影かげが長く伸のび、夕ゆう陽ひが本ほん殿でんの奥までオレンジ色に照らし出す頃。

　山中の神社に東家の者と式神たちが集まり始めた。ほとんどの者が禊みそぎを済ませているが、その暇ひまがなかった者は境けい内だいの手水ちようずで手を清め口をすすいでから本殿へと上がる。まだ大した力を持たぬ子供たちも後ろの濡ぬれ縁えんへと集まり、ふざけあいながら大人たちの背中を眺ながめている。

　板の間がいっぱいになったのとほぼ同時に陽が沈しずみ始めた。

　昼と夜が入れ替かわる時、本殿の中にゆるやかな風が生まれ、集つどった者たちの膨ぼう大だいな霊れい気きが建物の奥、大事に保管されている銅鏡へと吸い込まれてゆく。

　東家の者たちは式神と共に一日二回、必ずここで霊力を銅鏡に捧ささげる。

　この銅鏡の裡うちにあるのは『鏡の裏側の世界』。漆黒や俐星たちが棲すんでいた異界であり、東家の礎いしずえだ。この大事な宝を保つ為ため、東家の者たちは決してこの地を離れない。

　十分に銅鏡に霊力が満たされ風が止やむと、由羅はふ、と息を吐はいた。夏バテの上急激に霊力が減ったせいで軽い虚きよ脱だつ感を覚える。皆みながわらわらと散り始める中、柱に寄りかかり気分が落ち着くのを待っていると、ひょいと小こ柄がらな影が由羅の前にしゃがみこんだ。

「由羅、漆黒は？」

　清夏の声に、まわりに残っていた者たちも振ふり返る。

　由羅は肩かたを竦すくめた。

「見ての通りだ」

「急に今日の仕事はなしなんて言うからおかしいと思ったぜ。一晩で終わらせるって豪ごう語ごしてたのに、まだ帰ってきてねーのか」

　由羅は薄うすい笑みを浮かべると、無造作に片手を差し伸べ、デコピンを食くらわせた。

「って！」

「由羅、漆黒から何か連れん絡らくは？」

　主あるじよりよくできた式神に状じよう況きようを聞かれ、由羅は首を振る。

「ない」

「なんだ、由羅。トラブルか？」

　冬芽と共に本殿を出ようとしていた夕貴丸まで戻もどってきた。

「まだわからない」

「漆黒が出かけたのはいつだ？」

「昨夜遅おそくだ」

「まだ二十四時間経たってねーのか。微び妙みようだな」

　周囲で聞き耳を立てていた者たちもそれを聞いて移動を始めた。誰だれかが由羅の肩を叩たたいてゆく。

「ヤバそうだったら、言えよ。漆黒には随ずい分ぶん手を貸してもらっている。いくらでも手伝うぞ」

　由羅は礼代わりに片手を掲かかげた。

「漆黒がどうにかなる訳ないが、万が一の時はよろしく頼たのむ」

　陽が落ちると山はあっという間に暗くなる。本殿を包み込む薄うす闇やみの中に皆が消えると、由羅は、さてと前に視線を戻した。清夏がまだ額を押さえそこに座り込んでいる。

「なあ、漆黒が帰ってきてないってのになんでそんな平然としてんだ？　心配じゃないのかよ」

　ゆらり、と立ち上がると、由羅は濡れ縁へと出た。

「もうしばらく待ってみて帰ってくる様子がなければ手を打つ。あいつは優ゆう秀しゆうな式神だから、いないと仕事に支障が出るからな」

「あのなあ……！」

　由羅の返答が気に入らなかったらしい、怒ど声せいをあげる清夏を俐星が小さな声で止める。

「清夏、やめよ」

　だが清夏はやめない。

「なあ、由羅。もしかしてあれか？　漆黒が昔、何人も妖あやかしをはべらせてた事にまだ拘こだわってんのか？　でも、今いま更さらだろ？　文句があるなら最初から漆黒を式神に選ばなけりゃよかったんだ」

　由羅は肩かた越ごしに清夏を振り返った。苦しげな表情に、清夏が一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

「残念ながらあいつが恋こい人びとを何人も持っていると知ったのは、ヤった後だ。大体、漆黒と寝ねた事自体、事故みたいなものだった」

「────は？　どういう意味だ？」

　宵よいの明みよう星じようが一ひと際きわ強い光を放った。もう少し経てば完全に闇が広がり、天の川さえ見えるようになるだろう。

「私もおまえと同じように、渡月の儀の間面めん倒どうを見てくれるよう家族が話をつけていた妖がいたんだが、訪ねていったら取り込み中でな。声をかける訳にもいかず途と方ほうに暮れていたら、漆黒が屋や敷しきに招いてくれた」

「取り込み中って？」

　由羅は艶つやめいた流し目を清夏に送った。

「いわゆる、アレの最中だ」







　木から落ちた衝しよう撃げきで呆ほうけていた由羅は、漆黒と名乗った男によってすぐ傍そばにあった屋敷へと運び込まれた。

　開いていた木戸をくぐり、庭をすたすたと横切る。濡れ縁に由羅を下ろすと漆黒は隣となりに座って、細かく震ふるえている軀からだを躊ちゆう躇ちよなく抱だきしめた。

　──え……っ!?

　はや襲う気かと由羅は軀を強こわ張ばらせたが、男に不ふ埒らちな下心はないようだった。機嫌よく尻尾しつぽをうねらせながら、子供をあやすようにぽんぽんと背中を叩いてくれる。

　顔が押しつけられている胸むな板いたは厚く、逞たくましかった。男の手はあくまで優やさしく、淡あわい笑えみを浮うかべた顔はきらめいているようにすら見える。

　──落ち着け。きらめいて見えるのは霊力が溢あふれているせいだ。胸のときめきは吊つり橋効果という奴やつ。そうに決まってる！

「由羅、というのか。姿と同じく、その、美しい名だ。棲処すみかはどこだ？　送っていってやる」

　術が効いているらしい、漆黒は由羅を妖だと思っているようだ。

「いい。家は──ない、から」

「──そう、か。もし力がないゆえ屋敷を持てぬのなら、ここに棲まないか？　野山で暮らすのは不便だろう？」

　ようやく抱きしめる腕うでの力を緩ゆるめた男に、由羅は胡う乱ろんな目を向けた。

「やけに親切だな。家に棲まわせて、私に何をする気だ？」

「……え」

「親切過ぎて怪あやしい。下心があるとしか思えない」

　まだ腰こしに添そえられていた手を、由羅は丁てい重ちように引き剝はがす。

　漆黒の耳がへたりと倒たおれ、尻尾が力を失った。

「確かに由羅は綺き麗れいだから、傍にいていつでも眺められれば楽しかろうとは思うが……別に何を無む理り強じいするつもりもないぞ」

「……本当か？」

　疑わしげに目の中を覗のぞき込もうとする由羅のまだ震えている手を、漆黒が安心させるように握にぎり込んだ。

「ああ。だが、もちろん厭いやなら引き留めはしない。どこか行くあてがあるのか？」

「……龍りゆう心しんという者を探している」

　龍心というのは、東家の式神と仲がよく格も高い妖らしい。鏡の裏側の世界に着いたらまずこの妖を頼たよれと由羅は言われていた。

「龍心……？　ああ、あやつの棲む庵いおりなら近い。送ってゆこう。立てるか？」

　由羅が意地で立ち上がると、漆黒が先刻くぐったばかりの木戸を開けて外に出る。見知らぬ森の中を由羅は、大おお柄がらな男の後について歩きだした。

　落ち着いて考えてみると随分失礼な態度を取ってしまったのに、漆黒に怒おこっている様子はない。妖というのは案外鷹おう揚ようなのかもしれない。

　見えてきた粗そ末まつな門をくぐろうとしたところで、漆黒が戸と惑まどったように足を止めた。由羅も奇き妙みような声に気がつきぐるりと辺りを見回す。

「なんだ、この声は」

　声は龍心がいるという庵の中から聞こえてきた。

「出直そう」

　漆黒の言葉に首を傾かしげた由羅は、半分ほど開いた戸を覗き込み凍こおりつく。

　奥の部屋にうつ伏ぶせた男の肩から上だけが見えた。男の軀は不自然に揺ゆれている。──まるで誰かに、後ろから揺すぶられているかのように。

　肩の横に突ついた手は指と指を絡からめるようにして、後ろから伸のびたごつい男の手に握りしめられていた。

　──男同士でセックスしているのか……？

　童どう貞ていだった由羅は狼ろう狽ばいした。

　うつ伏せた男はきつく目を瞑つむり、少し開かれた唇くちびるからひっきりなしに蕩とろけた声を漏もらしていた。見てはいけないと思うのに、恍こう惚こつとした表情から目が離はなせない。

　──気持ち、いいのか……？

　ふとそんな事を考えてしまい、由羅はぶんぶんと首を振ふった。

　何を考えているんだ、私は！

　音もなく前に進んだ漆黒が静かに戸を閉めた。無言で由羅の手首を摑つかみ、来た道を戻り始める。

　漆黒に握られた手首がやけに熱かった。全身が火ほ照てって、汗あせまで浮いてくる。

　一歩前を歩いていた漆黒の耳がそわそわと動いている。とうとう振り返った漆黒は熱っぽい目をしていた。

「なんだ？」

「いや……なんでもない」







　今思えば、漆黒は垣かい間ま見みた光景に煽あおられ由羅を欲ほつしていたのだろう。だが、警けい戒かい心しん剝むき出しだった由羅が応じる訳がないと口を閉とざした。

　あの性欲の強い男がよく我が慢まんできたものだ。あの時の事を思い出す度たび、由羅はなんともむずがゆい気分になる。

「妖あやかし同士でヤるのって、実は普ふ通つうにある事なのか？」

　清夏に真しん剣けんに問われ、由羅は肩かたを竦すくめた。

「さてな」

　清夏が勢いよく背後に控ひかえていた俐星を振り返る。

「俐星は他の妖とした事あるのか？」

「ない」

　由羅が苦く笑しようした。

「……ずいぶん早い返事だな、俐星」

「何を聞かれるか予想がついたからな。妖同士睦むつみあったところで子は生なせぬ。だが、孤こ独どくを埋うめる為ためああいう行こう為いをする者はいる」

「孤独……か」

　蛙かえるの声が闇に響ひびく。







　落ち着くまでいればいいと言われ戻もどった漆黒の屋敷には、三人の妖がいた。

「漆黒、おかえり！」

「うわ、すっごい雰ふん囲い気きのある美人さんだね！　どこで見つけてきたの、漆黒」

「トラ、鈴すず音ね、陸しよう磨ま。これは由羅、龍心の客人だ」

　屋や敷しきの奥からぱたぱたと賑にぎやかな足音を立て出てきた妖を由羅はしげしげと眺ながめる。

　妖とは概がいして容姿がよいものらしい。美形を見慣れた由羅の目から見ても三人共、実に魅み力りよく的だ。

「え、と……こんにちは。俺は鈴音」

　目が合うなり頰ほおを赤くした青年は由羅とほぼ同じ背格好で、凜りんとした顔立ちをしているのに女物の派手な着物を打ち掛かけていた。だが別に女性を模したい訳ではないらしい。動作は機き敏びんで、ひきずる裾すそのさばき方も豪ごう快かいだ。

「僕は陸磨！　ねえ、なんで由羅の着物、ぼろぼろなの？　鈴音、なんか新しい着物見み繕つくろってあげなよ」

　小こ柄がらで少年のような軀からだつきをした陸磨は甚じん平べいのようなものを着ていた。きっと気が遠くなるような時を生きているのだろうが、そわそわと落ち着きがない様子もあっけらかんとした表情も子供っぽい。耳や尻尾といったオプションはなく、本ほん性しようがなんなのか、見た目ではわからない。

「この子はトラだ。よろしくな」

　最後の青年は自分では名乗らず、漆黒が代わって紹しよう介かいした。内気な質たちらしく、漆黒の後ろに隠かくれたまま目を合わせようともしない。茶ちや虎とらの耳も二ふた股またにわかれた尻尾しつぽも神経質にひくつき由羅を警戒している。だが、藍あい色いろの瞳ひとみは美しく、深い森の奥に隠された泉のような静せい謐ひつさがあった。

「さ、おいでよ由羅。素す敵てきな着物を見立ててあげる」

　由羅は自分の軀を見下ろした。木から落ちたせいで由羅の水すい干かんはあちこち破れて膚はだが覗いているが、由羅は別に女性ではないしなんの礼もできない身の上だ。

「いや、悪いし、いい」

「駄だ目め駄目、そんな色っぽい格好してたら、悪戯いたずらしたくなっちゃう。それともいけないコトされたくて、わざと誘ゆう惑わくしているの？」

「──はあ？」

「やめろ陸磨。失礼だぞ。由羅にそんな気はない」

「ええ？　そうなの？　漆黒が気に入ったなら、僕たちの事は気にしなくていいんだよ？」

　……どういう意味だ？

　胡乱な目をして傍そばに立つ男の顔を見上げれば、翠みどりの瞳が遥はるか頭上をさまよった。

「由羅、済まないが着き替がえてくれ。その、由羅は魅力的だから、いささか目のやり場に困る」

　由羅は容姿を褒ほめられるのが嫌きらいだ。言葉の裏に粘ねばっこい欲望を感じ取ってしまい、白けた気持ちになってしまうからだが、このぎこちなく目を逸そらす男の言葉は、不快どころか甘あま酸ずっぱくすらあった。　>>>♥

「……わかった」

「じゃあ、こっち」

　鈴音が由羅の手を引き、廊ろう下かの奥へと誘いざなう。陸磨もぱたぱたと走ってきた。

「ふふ、どんな着物がいいかなあ。華はなやかな桜や萌もえ葱ぎもいいけど、渋しぶい色も白い膚を引き立ててくれそうだよね」

　鈴音の部屋にいくつもある長持の蓋ふたが片っ端ぱしから開けられ、中身が引っ張り出される。

　なんとなく厭いやな予感はしていたが、案の定鈴音が由羅の為に引っ張り出してきた着物は女物だった。

「……できれば男物がいいんだが」

　はしゃいで肩に着せかけてくる鈴音に、由羅は顔を引き攣つらせる。

「でも、こっちの方が綺き麗れいだろう？　俺たちは人間じゃないんだから、好きなものを好きなように着ればいいんだよ」

　帯の締しめ方も随ずい分ぶん適当だと思って見ていたが、どうやら鈴音たちは外国人がキモノをガウンがわりに羽織るような感覚で着物を楽しんでいるらしい。

「いいなあ、由羅は色っぽくて。もてるんだろーなー。そんでいっぱい貢みつがれたりするんでしょ？」

　由羅は遠い目になった。

　男が色っぽくてもいい事など一つもない。痴ち漢かんにあうばかりだ。

「俺、まだまともな求愛ってされた事がないんだよね。つがいになって欲しいって言われるコツとか教えて欲しいなあ」

　どうやらまたこの容姿のせいで遊んでいると思われているようだったが、由羅はまだ清らかな身だから答えようがない。

　曖あい昧まいに微笑ほほえんで着物を受け取り、破れた水干を脱ぬぐ。帯だけは男物があったので腰こし骨ぼねの上で結んだ。着物が深い紫むらさきだったので、黒っぽい無骨な帯でもなんとか様になる。

　最後に水干の懐ふところに突つっ込まれた小物を移そうとした由羅は、小さな紙箱を発見し、手の中でひっくり返した。

「チョコレート……？」

　差し入れのつもりだろうか、コンビニで売っている中ではちょっといいチョコレートが一箱そのまま入っている。

「やっぱり似合うね、由羅。さ、漆黒に見せにいこう」

「うう……」

　こんな珍ちん妙みような姿を見られたくはないが、世話になっている以上、礼れい儀ぎは尽つくさねばならない。由羅は気が進まないながらも、鈴音に手を引かれ、漆黒のもとへ戻った。

　漆黒はあたたかな陽ひ射ざしが降り注ぐ縁えん側がわで日向ひなたぼっこをしていた。黒い耳が時々気持ちよさそうにぴるぴるっと動く。

　トラも傍にいて、寝ねそべった漆黒の上にぺたりとのしかかり尻尾に尻尾を絡からめていた。喉のどをごろごろ鳴らしている様は猫ねこそのものだ。

　由羅を見ると漆黒は眩まぶしそうに目を細めた。

「ああ、白い膚が映はえて、すごく綺麗だ」

　なんともいたたまれない気分になってしまい、由羅はそっぽを向く。

「あー、どーも……」

「僕も虫干ししようっと。由羅もおいで。ほら、ここ！」

　勝手に漆黒を枕まくらに寝そべった陸磨が、空いている場所をぽんぽん叩たたく。由羅は苦く笑しようし、陸磨に示された場所に腰を下ろした。さすがに漆黒を枕にする勇気はない。

「お茶、飲む？」

　眷けん属ぞくなのだろう、童子が運んできた茶器が渡わたされる。

　それから夕食までの時間を、由羅たちは縁側でのんびりと過ごした。無む理り矢や理り押し込まれた異界ではあるが、ゆるやかに流れてゆく時間は意外に心地ここちいい。

　由羅はそれなりに霊れい感かんがあったが、この鏡の裏側の世界に来るまで、こうも存在の確固とした妖を見た事がなかった。人に非あらざるものである筈はずなのに、彼らの様子はまったく人と変わりがない。

　──いやむしろ、人よりも、可愛かわいい。

　漆黒と話す鈴音の表情は柔やわらかく、トラの仕草は猫そのものだ。漆黒が大好きらしく、傍を離はなれようとしない。陸磨は一つの事に集中するのが苦手らしく、会話の途と中ちゆうでいきなり庭に飛び降りたり、戻もどってきて茶をねだったりしていたが、やがてトラと身を寄せ合い寝入ってしまった。

　この場にいるすべての者が、漆黒を慕したっているようだった。もし、漆黒が口がうまいだけの男なら、こうはならない。

　その晩、由羅は漆黒の屋や敷しきに泊とめてもらった。恋こい人びととの逢おう瀬せを楽しむ龍心の邪じや魔まをする勇気などなかったからだが、ここなら安心していられそうだと思ったからでもあった。







「僕はすごく力が弱くて眷属も持てないから、本当はこんなお屋敷に棲すめる身分じゃないんだよね」

　由羅が漆黒の屋敷に来て、三日目。その日も由羅は陸磨たちと一いつ緒しよに、陽当たりのいい縁側でまったりと過ごしていた。

　毎日龍心の庵いおりを訪ねてはいたが常に取り込み中で、由羅は妖あやかしの性欲の強さにいささか引きつつある。

「俺もそう。漆黒が、それなら屋敷に来るかと言ってくれてすごくありがたかった」

「ここなら不ふ浄じようの輩やからを警戒する必要もないものね」

「あ、見て。噂うわさをすれば」

　汚きたないものでも目にしたかのように顔を歪ゆがめた鈴音につられ、怠だるそうに柱に寄りかかっていた由羅が目を上げる。その刹せつ那な、背筋にぞくりと冷たいものが走った。

　庭の端はしの一部分だけ不自然に陰かげっている。その中央に俯うつむいて立つものがあった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ここには漆黒の結界が敷しかれているし、ほら」

　鈴音の視線の先で、漆黒が鞘さやに入った刀を手に庭へと飛び降りた。

　いつも穏おだやかな漆黒がぴんと張りつめた空気を纏まとっている。その表情は極きわめて険しい。

　由羅は瞠どう目もくした。

　招かれざる客を屠ほふらんとする漆黒は獰どう猛もうで恐おそろしく──息もできない程ほど美しかった。

　あれは、誰だれだ？

　鯉こい口ぐちを切られ鞘から現れた刀身が、陽の光を反射して一いつ瞬しゆん白く輝かがやく。

　剝むき出しの殺意に、膚がちりちりとそそけだった。

　影かげに包まれたものは恐ろしい形相で吼ほえて漆黒を威い嚇かくするが、漆黒は意に介かいさず地を蹴ける。一瞬で距きよ離りを詰つめ、影を両断する。

　ぞっとするような絶ぜつ叫きように髪かみや着物の袖そでが煽あおられた。

　ふっと不ふ穏おんな影が搔かき消え、不自然な暗さが噓うそのようになくなる。何事もなかったかのように戻ってきた日常の風景に、由羅は瞬またたいた。

「滅めつした、のか？」

「ううん。駄だ目めだったみたい。でも、大分力が削そがれたから、当分悪い事はできないと思うよ」

　鞘を拾った漆黒が刀を納める。漆黒がこちらを向くと、由羅は反射的に目を逸そらした。

　人がいいだけの男だと思っていたが、違ちがう。この男は、何かとても暗く陰いん惨さんな陰を身の裡うちに隠かくしている。

「楽しそうだな。四人で何をしてたんだ」

　漆黒が繁はん茂もする草を踏ふみ分け近づいてくると、鈴音たちはくすくす笑った。

「皆みんなが漆黒のもとへ身を寄せた経緯いきさつを話してたんだよ」

「ふうん」

　漆黒が縁側に腰を下ろし、刀を置く。由羅は何気なく手を伸のばし、美しい艶つやを放つ鞘に触ふれた。過去にも妖を斬きった事があるのだろう、うっすらと瘴しよう気きを纏っている。

　由羅は漆黒を見み遣やり、ちりちりと痺しびれる指先を擦こすり合わせた。

「漆黒がそんなにもおおらかでいられるのは力があるゆえ、か」

「うん？」

「普ふ通つうは誰でもほいほい屋敷に棲まわせたりはできないものだぞ。もし悪い奴やつだったら、何をされるかわからないからな」

　漆黒が己おのれの両手を眺ながめた。力を入れ、軽く関節を曲げると、凶きよう器きのように湾わん曲きよくした爪つめが伸びる。

「あまりそういう風に考えた事はなかったが、そうなのかもしれないな。力があるという事は素す晴ばらしい。……何を恐れる必要もない」

　翠みどりの双そう眸ぼうに荒すさんだ光が宿ったが、すぐ漆黒は獣けものじみた表情を消し口角を引き上げた。いつもと同じ穏やかな笑えみがひどく淋さみしく、痛みを堪こらえているように見える。

　もしかしたら、この男には思うように生きられない時を過ごした過去があるんじゃないだろうか？

　気になったが、そこまで踏み込んでいいものか由羅は迷う。考えた末、由羅は袂たもとからチョコレートの紙箱を取り出した。

「甘いものは好きか？」

「？　……ああ」

「じゃあ、これをやる。不浄の輩を追い払はらってくれた礼だ」

　甘味は大たい抵ていの人を幸せにする力を持つ。

　パッケージを開けて茶色い立方体を一つ掌てのひらに置いてやると、トラや陸磨、鈴音も興味深そうに覗のぞき込んできた。

　漆黒は不ふ審しんそうに匂においを嗅かいでいたものの、やがて意を決したように口の中に放ほうり込む。

　少しの間の後、翠の瞳ひとみが恍こう惚こつとした光を湛たたえた。

「うまいな」

「ね、僕にもちょうだい！」

　上うわ目め遣づかいに擦すり寄ってきた陸磨や鈴音、トラにも由羅はチョコレートをわけてやる。由羅も一ひと粒つぶ食べてみると、ほろ苦い味が舌の上で蕩とろけて、儚はかない幸せを与あたえてくれた。

「俺が知らないだけで、世の中にはこんなにもおいしいものが存在したのだな」

　感かん嘆たんの溜ため息いきと共に漏もらされた呟つぶやきが、なぜかひどく胸に残る。

　ただチョコレートを味わっているだけではない。

　漆黒は漆黒だけが知る、何か別のものを嚙かみしめているようだった。







「結局、二週間を漆黒の屋敷で過ごしたんだったか」

「……初対面の相手の家に二週間ってすごくねえか？」

「仕方がない、龍心に会うまでに四日もかかったんだ。それからも庵は手て狭ぜまだし龍心の恋人も居座っているしで世話になる訳にいかなくて」

　──すまないね、由羅。誰か来てたのはわかってたんだけど、止まらなくってさ。漆黒の屋敷にいたのかい？　ちょうどいい、これからもあの屋敷に寝ね泊とまりさせてもらいなよ。かまう事はない、あいつはそこら中から妖あやかしを拾ってきては、自分の屋敷に棲まわせてるんだから。人間だって事が知られなければ大丈夫だ。

　非常に筋すじ違ちがいな話であると思うのだが、漆黒はまったく気にしていないようであったし、龍心も由羅を漆黒に押しつけて悪びれる事がなかった。どうやら妖は人間とはいろんなところで感覚がずれているらしい。

　由羅にとっても悪い話ではなかった。漆黒や鈴音たちと過ごす日々を由羅はすっかり気に入ってしまっていた。だらだらと昼近くまで寝て、ようやく起き出すと皆で食事をする。食べる必要などない筈はずなのに、この家の妖たちは『食事をする』という行こう為いを楽しんでいた。食事だけではない。皆で川に魚捕とりに行ったり、木登りをして木の実をとったりする。だが、龍心と接せつ触しよくできるようになると由羅は庵に通うようになり、共に過ごす時間は半減した。

　龍心はつがい候補だと幾いく人にんかの妖を紹しよう介かいしてくれたが、その中に漆黒は含ふくまれず、由羅も漆黒の名を龍心の前で口にする事はなかった。

　漆黒は好ましい。だが、式神にすれば現うつし世に行って由羅に使し役えきされる事になる。漆黒はここでの暮らしに愛着があるようだし、鈴音もトラも陸磨も漆黒を必要としている。だからその線はなしだと由羅は思っていた。──契ちぎってしまう時まで、ずっと。







　龍心の庵いおりからの帰り道の事だった。何かにつまずいた由羅は、とっさに目の前にぶらさがっていたものに摑つかまった。

　手の中で蔓つるが滑すべり、葉が引きちぎられる。転ばずに済んだものの掌が緑色になってしまい、由羅は顔を顰しかめた。

「青くさ……」

　気持ちが悪かったが近くに手を洗えるような場所はない。由羅はそのまま漆黒の屋敷へと戻もどり、手の甲こう側を使って引き戸を開ける。

「おかえり、由羅」

　火の入っていない囲い炉ろ裏りの前に漆黒がいた。

「ただいま。鈴音たちは？」

「どこかへ出かけている」

　上がり框がまちに座って草ぞう履りを脱ぬいでいると、脇わきの下からぬっと黒くろ豹ひようの頭が出てきた。

「わ！　……漆黒？」

　さっきまで囲炉裏端ばたにあった漆黒の姿がない。どうやら艶々の毛並みも美しいこの黒豹が、漆黒の本ほん性しようらしい。

　戸と惑まどう由羅の手を、黒豹はすんすんと音を立てて嗅ぐ。

　由羅が手を遠ざけると、黒豹は後を追い膝ひざの上にのしかかってきた。途と中ちゆうで軀からだをねじって仰あお向むけになり、前足で由羅の手を挟はさみ引き寄せる。

「え、ちょ、……なんだ……？」

　くわっと牙きばの並んだ口を開けられぎょっとした由羅の手を、黒豹はちゅくちゅくと吸い始めた。──恍惚として。

「し……漆黒？　おーい。いつもの男らしさはどこいったんだよ……」

　由羅が唾だ液えきだらけにされた手を取り戻し、また齧かじられないよう高く掲かかげると、黒豹は前足を折って気持ちよさそうに軀をくねらせる。まるで猫ねこのようだが、黒豹は猫よりも大分大きい。由羅の膝の上から軀がはみ出してしまっているが、おかまいなしだ。

「ん……由羅、葉の先が白くなっている蔓に触れたか？」

「蔓？　ああ、触さわったが」

　言われてみれば、転んだ際摑んでしまった蔓はそんな葉色をしていたような気がする。

「それは夏梅だ。俺とトラはそれの匂いに弱い」

「夏梅？　あ──またたびの事か！」

　またたびは猫科の動物を酔よわせる。媚び薬やく作用があるとも言われているのを思い出し、由羅は落ち着かない気分になった。だが、漆黒に欲情している様子はない。ただ長い尻尾しつぽを機き嫌げんよくうねらせているだけだ。

「由羅、その……、撫なでても、いいぞ」

　鼻先で胸をつつき、常にないおねだりをされて、由羅は頰ほおを緩ゆるめた。わしゃわしゃと黒い毛並みを搔かき回してやる。

「おー、ぐねぐねして、はは、そんなに気持ちいいか？」

　返事の代わりに黒豹は至福の表情で喉のどを鳴らした。

「由羅、由羅。ずっと聞きたかったのだが、由羅は毎日龍心のところで何をしてるんだ？」

　完全に酔っぱらってしまっているのか、呂ろ律れつが回っていない。

「あー、一言で言えば……見合いだな」

「見合い……？　なぜだ？」

　由羅は漆黒の前足を捕つかまえると、ふにふにと肉球を押してみた。黒豹の肉球をいじくれるなんて、実にレアな体験である。

「色々あるんだ」

「……ずいぶん色々な妖あやかしと会っているようだが、何か選ぶ基準でもあるのか？」

「霊れい力りよくが強い事だな。あとは人ひと柄がらか？　死ぬまで共に過ごす事になるんだからな」

　頰に力を入れ唇くちびるをたわめてみせたものの、由羅は憂ゆう鬱うつだった。

　龍心はさすがにツボを心得ており、紹介してくれる妖はどれも強く性根も良さそうだったが、由羅にはどうしても式神を選ぶ事ができなかった。

　決めてしまえば、その妖とセックスをしなければならない。だが、男とヤるなんて想像するだけで鳥とり肌はだが立つ。

「なぜ龍心を介かいして見合いするのだ？　由羅程ほど魅み力りよく的なら、そのような雄おすとの縁えんなどいくらでもあったのではないか？」

「──ああ？」

　由羅は一いつ瞬しゆん目を見開き──挑ちよう発はつ的な笑みを浮うかべた。

「そうだな」

　──こいつも私をビッチ系だと思ってたのか……。

　変に色気のある容姿のせいだろう、由羅を見てそっちの方面に疎うといと思うものはまずいなかった。経験など皆かい無むなのに、百戦錬れん磨まだといつも勝手に決めつけられる。

「まだ眼鏡めがねにかなう者はいないのか？」

　由羅は腹立ちまぎれに嘯うそぶく。

「まあ、そうだな。やはり最高の男でないと私には釣つり合わないしな」

「龍心の知り人で決まらなかったらどうするんだ？」

「そうだな、どうしようか……」

　由羅は板の間に仰向けに軀を伸のばし、天てん井じようを見上げた。

「誰だれも選ばない訳にはいかないからな。適当なところで手を打つ事になるだろう」

　式神を得なければ現し世へ帰れない。どうしてこんな馬ば鹿かげたしきたりを作ったのかと文句を言いたくても、今いま更さらどうしようもない。

　どうしても決められなかったらあみだくじでも作るかと投げやりな事を考えていると、きしりと床ゆか板いたが鳴った。

「俺では駄だ目めか？」

　視界が陰かげる。何気なく見上げた由羅はぎくりとした。

　いつの間にか人の姿に戻った漆黒が真しん剣けんな顔で由羅を見下ろしている。

「漆黒……？」

　男らしく整った顔が近づいてくる。

　逃にげる間もなく、ふわんとした柔やわらかな感かん触しよくが唇に押し当てられた。

　────漆黒が私に、キス、している……？

　頭の中が真っ白になった。

　え、なんでだ？

　なぜ漆黒がこんな事をする？　奔ほん放ぽうそうな奴やつだから、これくらいしてもかまわないと思ったのか？　それとももしかして──好き──？

　まさか。

　由羅は深く息を吸った。

　──落ち着け。漆黒はまたたびに酔っているだけだ。

　たかがキスだ。女子供じゃあるまいし、騒さわぎ立てる程の事じゃない。

　漆黒は数度、ついばむように由羅の唇を吸うと、深く唇を重ね合わせた。更さらに舌も挿さし入れてくる。ぬるりと蠢うごめく舌の感触が思いの外卑ひ猥わいだ。

　冷静に考えれば、他人の唾液なんて汚きたないとしか思えない筈なのに、漆黒のそれに嫌けん悪おは感じなかった。

　とりあえず、キスだけなら誓せい約やくは結ばれない。下手に動いて不慣れだと気づかれるのも業ごう腹はらなので、由羅はまるでこんな事には慣れているかのように悠ゆう然ぜんと構え、漆黒の好きにさせた。

　漆黒に触ふれられるのは単純に心地ここちよかった。由羅は男からの求愛に征せい服ふくや恐きよう怖ふといったイメージを抱いだいていたが、漆黒の愛あい撫ぶは気き遣づかいに満ちていて、由羅はこの大きな男にかしずかれているように感じた。

　くちづけを続けながら漆黒は軀にも触ってくる。着物の合わせから素す肌はだに触れられた時はどきりとしたが、大きな掌てのひらでゆったりと撫でられるのは悪くなかった。

　──気持ちいい……。

　眠ねむ気けすら誘さそわれ、由羅は子こ猫ねこにでもなったかのような気分で与あたえられる淡あわい快楽を追う。

　だが、ふわふわの夢見心地は、足にあたるモノに気がついた瞬しゆん間かん、変質した。

　──なんだ、これ──。

　確かめるまでもない。漆黒の雄だ。

　発情した漆黒がキスを続けながら腰こしを揺ゆすって、由羅に性器を擦こすりつけている。

「んっ、んん……っ。ん──っ、ん────！」

　かあっと軀が熱くなった。

　両手で力ちから一いつ杯ぱい胸を押してみるが、由羅よりずっと体格のいい漆黒は揺るぎもしない。もし漆黒がその気になったら抗こうしようがないと気づいた由羅が青くなった時、漆黒が、ちゅく、と濡ぬれた音を立ててくちづけをほどいた。

「はあ……っ、はあ、はあ……っ」

　大きく喘あえぐ由羅を見下ろし、漆黒はぴくぴく耳を動かしている。

「漆黒、どけ。もう仕し舞まいだ」

　努めて軽い口調で要求するが、大きな軀が由羅の上から退く気配はない。

「漆黒……？」

　漆黒の喉から発せられたのは、獰どう猛もうな唸うなり声だった。翠みどりの目には憑つかれたような光が灯ともっている。

　由羅の額に冷たい汗あせが浮ういた。

「漆黒。今まで黙だまっていたが、私は東家の者だ。どういう意味かわかるだろう？」

　契ちぎってしまえば、由羅の式神とならねばならない。そうと知れば躊躇ためらうだろうと思った由羅は肘ひじを突つっ張り漆黒の下から抜ぬけ出そうとしたが、長い爪つめの伸びた手に胸を押され床に押さえつけられてしまった。

「漆黒────！」

　再び口が塞ふさがれる。ぐいと襟えりを引っ張られたら着物が崩くずれ、色の濃こい着物の隙すき間まから白い腿ももがなまめかしく覗のぞいた。

「あ……！」

　由羅はとっさに軀からだをねじる。這はって漆黒の下から抜け出そうとしたものの、背後から抱き竦すくめられ叶かなわない。

　尻しりに再び漆黒の欲望が押し当てられる。

「漆黒、やめろ……！」

　冷ややかに由羅は警告した。

　正直、こういう事には慣れていた。たとえば、修学旅行の時東京で乗った電車でも由羅は同じような経験をしている。

　変な場数だけは踏ふんでいる由羅ははあはあ言いながら局部を押しつけてくる中年男に恐怖すら感じなかった。侮ぶ蔑べつの目を向けると、なぜか中年男は更に鼻息を荒あらくしていたが、にっこり笑って股こ間かんを握にぎりつぶしてやると落ちた。

　同行していた友人たちには何ご褒ほう美び与あたえてんだと言われたが、意味がわからない。

　──いい奴だと思っていたのに、この男もあの変態たちと同じだったのか。

　なにもかも終わりだと由羅は思った。この男に抱いていた敬意も、穏おだやかな日々の中育ちつつあった信しん頼らいも、軽蔑に塗ぬり潰つぶされ跡あと形かたもなくなる。

　そうなるのが、当然なのに。

　──おかしい。なんか、違ちがう……？

　耐たえ難がたい程の嫌悪感は相変わらずなかった。

　萎なえてしかるべきなのに、勃ぼつ起きしたソレをぐりぐり押しつけられる度たび、軀が熱くなる。

　戸と惑まどう由羅を、漆黒がひっくり返す。乱れていた着物の裾すそが無造作に割られて下着まで引き下ろされた。

「み……見るな……っ」

　上気した顔を背そむけると漆黒が低く唸り、足の間に顔を寄せる。嚙かみつかれるのではないかと由羅は身を竦ませたが、与えられたのは痛みではなく、蕩とろけるような悦えつ楽らくだった。

　──噓うそだろ……。

　性器を漆黒が舐なめている。

　熱く濡れた淫いん猥わいな感触がぞろりと薄うすい皮ひ膚ふの上を這ってゆく度に、由羅は震ふるえた。　>>>♥

「は……う……っ」

　──まずい。なんかこれ、すごく……クる。

　これまで知らなかった快楽に、己おのれの軀が別物へと変化しつつあるような気さえした。

　漆黒に食べられたくて、どこもかしこも甘く熟うれてゆくようだ。気のせいでない証しよう拠こに、硬かたく張った由羅自身の先せん端たんから透とう明めいな蜜みつが滴したたり始める。漆黒はまるでそれが甘いシロップででもあるかのように熱心に舐め取った。

「やめ……っ」

　──たまったものではなかった。

　敏びん感かんな先端部を執しつ拗ように嬲なぶられ、由羅は喉のどを震わせる。あんまりにも悦よすぎて、声も出ない。

「漆黒、あ、も、イ……っ」

　色の濃い着物で上半身は隠かくしているものの、白い尻から下は剝むき出しにしたあられもない姿で、由羅は吐と精せいした。漆黒の愛撫もたまらなかったが射精の快感もこれまで経験した事がない程甘美で、由羅は恍こう惚こつとなった。

　漆黒は下か肢しを精液で汚よごした由羅が喘ぐ様を食い入るように見つめていたが、やがて袂たもとから小さな器うつわを振ふり出して中のぬめりを己の指に纏まとわせた。

「龍心の庵いおりを初めて訪ねた際、睦むつみ合う二人を見て興奮していただろう？」

　低い声が脳にじわじわと染しみてゆく。

「発情した由羅の匂においが消えてもずっと、腹の底がちりちりと灼やけているような気がした。ずっと我が慢まんしていたが、俺は由羅が欲しくて欲しくてたまらなかった」

　漆黒が、由羅の首筋に鼻先を擦りつけた。

「つがう相手が欲しいなら、俺を選べ」

　由羅はぶるりと身み震ぶるいした。

　変な術にでもかけられてしまったかのようだった。

　漆黒が私の式神になる──？

　その考えに由羅は陶とう然ぜんとした。

　そうするのが当然のような気すらした。







「──キスだけのつもりだったんだ。だが、気がついたら最後までやってしまっていた」

　虚うつろな目で真っ暗な森を見つめる由羅に、清夏は呆あきれているようだった。

「由羅、ちょろすぎじゃねえ？　流されて式神決めてどうすんだよ。漆黒が優ゆうし秀ゆうな妖あやかしだったからいいようなものの……」

「そうは言うが、あいつは経験豊富で技術テクニツクだけは凄すごいからな」

　清夏が興味深そうに身を乗り出す。

「……そうなのか？」

　由羅は忸じく怩じたる思いを嚙みしめつつ頷うなずいた。

「ああ」







　すっかり漆黒の手管に蕩かされてしまったものの、蕾つぼみに指を押し込まれた刹せつ那な、由羅は我に返った。

「──っい……」

　後で思えば、鮮あざやかな手並みだった。漆黒はなんのひっかかりもなく、長い指を一気に根本まで埋うめ込んでのけたのだ。苦痛はほとんどなかったが、そんな場所に触さわられた経験などない由羅はパニックに陥おちいった。思い切り後こう腔こうを締しめ、漆黒を押しのけようとする。

「や、やめろ……抜ぬけ！」

「──慣らさなければ、由羅が痛い思いをする」

　ぺろりと鼻の頭を舐められ、由羅はきっと漆黒を睨にらみつけた。

「慣らしが必要な事などするつもりはない。さっさとその手を退けろ！」

「ここでやめられる訳がないだろう？　大だい丈じよう夫ぶだ、よくしてやる」

　脅おびえきつく締まった肉にく筒づつの中で、漆黒がくんと指を曲げる。その瞬しゆん間かん、由羅の腰こしが跳はねた。

　漆黒の着物を鷲わし摑づかみにし、由羅は息を詰つめる。

　──なんだ、今のは。

「それとも、こうされた方がいいのか？」

　次いで漆黒が指の腹で、優やさしく肉にく壁へきを揉もみ込む。

「はう……っ」

　じいんと軀の芯しんが痺しびれるような気がした。軀に力が入らない。

　だが、ここで流されてしまったら、漆黒が式神になってしまう。

　──ちゃんと、わかっていた。

　わかっていたのだが、堪こらえ性しようのない由羅の軀は続きを欲ほつしていた。

　だって、漆黒の愛あい撫ぶは恐おそろしく気持ちいい。

　セックスというのは、こんなにも気持ちのいいものなのか──？

　東家の事も自分の将来もどうでもいいようにすら思われた。もっとこの悦楽を味わっていたい。

　だが、と、由羅は残った理性を搔かき集め、確かく認にんした。

「漆黒。本当にヤる気か？　契ちぎってしまっては、後あと戻もどりできないぞ」

「力のある妖が由羅の所しよ望もうだったか。かまわん。由羅の目的がなんであろうと責任はとる。──だからもう、黙だまって溺おぼれろ」

　漆黒の言い方に、違い和わ感かんを覚えなくはなかった。だが、由羅には追及するだけの余よ裕ゆうがなかった。

　中を穿うがつ指が増やされる。

　さすがに痛くて肉壁が勝手に漆黒の指を追い出そうと収縮した。

　無む垢くゆえの強こわ張ばりを抵てい抗こうと誤解した漆黒は執拗にイイ場所をいじめ、由羅を陥かん落らくさせようとする。

「はあ……っ、あ、あ、やめ……っ」

　由羅にしてみればたまったものではなかった。

　ひくひくと下肢が震える。痛みと快楽が混じり合い、もう何がなんだかわからない。

「俺を拒こばもうとするからだ。力を抜け。そうすればやめてやる」

「くう……っ」

　拒もうとしている訳ではない、初めてだからだと言いたかったが、言葉にならない。潤うるんだ目で睨みつけてやると、漆黒は目を細めた。

「誘さそってるのか……？」

「……っな訳、あるか……っ」

　強ごう引いんに緩ゆるめられた中から指が引き抜かれた。漆黒が乱暴に己の着物を脱ぬぎ捨てる。

　陰かげで見え隠れしていたモノが露あらわになり、由羅は息を吞のんだ。いかにも使い込まれていそうな赤黒い色みと大きさが恐きよう怖ふを誘う。

　竦すくんでしまった由羅を、漆黒が抱だき寄せ片足を肩かたに担かつぎ上げた。局部を剝き出しにされ不安になった由羅は爪つめを立てたが、漆黒は痛みなど感じてもいないように、腰を進めてくる。

「由羅……」

　棍こん棒ぼうのようなモノを容よう赦しやなく内臓へと突つき立てられ、由羅は蒼そう白はくとなった。

　死ぬほど痛くて、息もできない。

「つ……、力を抜け、由羅……っ」

　太ふと腿ももを摑つかんで更さらに大きく足を開かせようとしていた漆黒が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「由羅？」

　頰ほおに、ごつごつとした掌てのひらが添そえられる。

「由羅、おい、しっかりしろ。息を吸え」

　漆黒が未通の地をこじ開けようとするのを止やめてくれたおかげで苦痛が少し緩み、由羅は溺れかけた人のように息を吸い込んだ。だが、腹の中にでかいモノが埋まっているのが気になって、思い切り呼吸する事すらできない。小刻みに肺を膨ふくらませては、震ふるえる吐と息いきを吐はく。

　そんな由羅の様子に漆黒がはっとした。

「由羅。おまえまさか、初めてか？」

　────！

　別に恥はずべき事ではない筈はずだった。だが、由羅は恐る恐る漆黒の顔を見上げた。

　黒い瞳ひとみに精せい悍かんな黒くろ豹ひようの化け身しんの姿が映る。

　漆黒は、笑っていた。

　──なんで、笑ってるんだ？　馬ば鹿かにしているのか？

　張りつめていたものがぷつんと切れた。

　好ましい男だと思っていたからこそ、ショックだった。初めての経験にナイーブになっていた由羅はその笑え顔がおに馬鹿みたいに傷ついてしまった。

　目め尻じりからほろりと涙なみだが伝い落ちる。

　──悪かったな、初めてで。

　急に何もかもが厭いやになってしまい、由羅はもがいた。漆黒の視界から消えてなくなってしまいたかったが、太いモノが刺ささったままではろくに動けない。

　身を屈かがめた漆黒が、蒼あお褪ざめた由羅の頰にくちづける。

「乱暴にして悪かった。もう少しだけ我慢してくれ」

　冗じよう談だんじゃない今すぐ抜けと言いたかったが、喉のどからは情けない呻うめき声が漏もれただけだった。

　漆黒はすぐに動こうとはしなかった。

　大きな掌が優しく由羅の軀からだを撫なで、苦痛から気を逸そらそうとする。軽く耳たぶを嚙かんだり、唇くちびるをついばんだりしながら、あちこちに接せつ吻ぷんし、ようやく硬かたくなっていた由羅の軀が緩んでくると、漆黒は半ば程ほどまでしか刺さっていなかったモノをいきなり奥まで突き入れた。

「…………っ！」

　全身が、戦慄わななく。力が抜けたせいか最初程の痛みはなかったが、由羅は切れそうになった。

　騙だまし討うちするなんて酷ひどい。

　こんな男に身を委ゆだねてしまった己おのれが惨みじめで胸が灼やける。だが、漆黒は悪びれる様子もなく甘ったるい声で囁ささやきかけ、由羅を懐かい柔じゆうしようとした。

「痛くしてすまない、由羅。だがもう痛いのは終わりだ。あとはちゃんと気持ちよくしてやる……」

　噓うそに決まってると思った。

　だが、信じられない事に、漆黒は言葉通りにしてのけた。

　漆黒は男の軀をよく知っていた。巧たくみに突き上げられて由羅は女のようによがらされた。

「あ、あ、あ……ああ……っ」

　乱れながらも、由羅の心は冷えてゆく。

　──こいつ、手慣れてる。

　手て際ぎわがよすぎるし、そうでなければ初めての由羅をこんなに感じさせられる訳がない。

　漆黒を吞み込んだ場所が熱くて溶とけてしまいそうだった。涼すずしい顔をしていたいのに、中を搔き回される度たびびくびくと反応してしまう。

「どうだ由羅、気持ちいいだろう？」

　くだらない問いに由羅は、涙目で漆黒を睨みつけた。

　途と端たんに軀の内側に埋うめられたモノが大きくなったような気がして由羅は泣きそうになる。

「や……っ」

「すまない。だが、そんな顔をしてみせる由羅が悪い。……こうするのはあまり悦よくないか？　こっちの方がいい？　それともこう？」

　長大なモノで熟うれきった粘ねん膜まくをこねまわされ、由羅はたまらず反り返った。

「い……っ、イイ……っ。イイ、から。も……っ」

「由羅……っ」

　初うい々ういしい痴ち態たいに興奮した漆黒が最さい奥おうまで太いモノを突き入れる。

　──あ────！

　何かが軀の中で爆ばく発はつしたような気がした。

　漆黒が背中を丸め、由羅の中に放っている。

「あ……あ、なんだ、これ……？」

　それまでもぼんやりと見えていた霊れい気きが、金粉のようにきらきら輝かがやきだした。指先まで熱いものが循じゆん環かんし、世界が鮮あざやかに──どこまでも美しく、色を変えてゆく。

　封ふうじられていた能力が解放されたのだ。

　漆黒も異変に気がついたのだろう、上半身を起こして己の軀を見下ろした。それから由羅へと目を遣やり、顔色を変える。

「なんだ、これは」

　由羅の胸むな元もとに、金色の炎ほのおがゆらめいていた。人間である事を秘ひ匿とくする符が消えようとしているのだ。

「誓せい約やくが成ったんだ。これは役目を終えた符だ」

「おまえ、人間か!?」

　漆黒の狼ろう狽ばいぶりに由羅は首を傾かしげた。

「東家の者だと言っただろう？」

　──あの時の漆黒の顔を由羅は一生忘れないだろう。

「人間だなんて、一言だって聞いてないぞ」

　まるで酷い噓を言って騙したかのように非難され、由羅は冷ややかに目を眇すがめた。

「……そうか、悪かったな」

　どうやら漆黒は由羅とはしたくなかったらしい。

　すうっと胸の裡うちが冷えてゆくような気がした。この鏡の裏側の世界は、東の先祖が作りだした異界だ。まさかこの世界に棲すんでいるのに東がどういう存在か知らない者がいるなんて予想外だったし、その事でこんな風に罵ののしられる事になるとは思ってもいなかった。

　由羅の中に収まっていたモノが、ずるりと抜ぬき出される。

「────失敗した」

　ぼそりと、ごく小さな声で零こぼされた漆黒の本音に、由羅は腕うでを突っ張り起き上がった。

「なんだ、それは」

　無む茶ちやな行こう為いのせいで腰こしにろくに力が入らない上、なんだかくらくらしたが、頭に血が上ってとてもおとなしく横になってなどいられない。

「私は聞いたぞ？　いいのかと。やめろと言ったのに押し切ったのはおまえだ。無む理り矢や理り突っ込んでおいて、失敗しただと？　ふざけるな、死ね！」

　うまく動かない軀をもどかしく思いながら汗あせ塗まみれの肌はだ襦じゆ袢ばんを脱ぐと、由羅は漆黒に叩たたきつけた。着物だけをひっつかみ屋や敷しきから出てゆこうとするが、膝ひざが体重を支えられずにかくりと折れてしまう。

「……っ」

　無様に板の間にへたりこんでしまった由羅は歯を食いしばった。

　腹立たしかった。何もかもが。

　動きたくないと訴うつたえる軀を気力だけで起こし、よたよたと外に出て、由羅は龍心の庵いおりへと向かう。

「くそっ」

　緩ゆるんだ蕾つぼみから漆黒の子種がぽたぽたと落ちてくる。

　庵まで大した距きよ離りではないのに、初めての行為に疲ひ弊へいした軀は途と中ちゆうで力ちから尽つきてしまったらしい、辿たどり着けた記き憶おくはない。







「由羅？」

　いつの間にか、ぼんやりしていたようだった。清夏の声に、由羅は素す早ばやく数度瞬またたいた。

「どうしたんだよ、黙だまり込んで。まさか目を開けたまま寝ねてたんじゃないだろうな」

「おまえじゃあるまいし、そんな事ができるか」

「そろそろ夕ゆう餉げの時刻だ。屋敷に戻もどった方がよいのではないか」

　既すでに本ほん殿でんを下りていた俐星が手を差し出すと、清夏は素す直なおに摑つかまって短い階段を下りた。相変わらず仲なか睦むつまじい様子に、ちりりと胸が痛む。

　由羅も下りると本殿を回り込み、裏から続く細い山道を辿った。

　遠くにぽつりと屋敷の灯あかりが見えるだけで真っ暗な道程ではあるが、三人とも霊れい視しができる。霊気に満ちたこの山では何もかもが淡あわい燐りん光こうをまとっているように見える為ため、その足取りは危なげない。

　いつも通り一族の者皆みなで集まって、夕食をしたためた。あまり食欲がないがうるさい漆黒はここにいない。好きな野菜料理を中心に軽く済ませると由羅は部屋に戻る。

　とっくに眷けん属ぞくを状じよう況きよう報告に寄よ越こしていい頃ころなのに、やはり漆黒からはなんの音おと沙さ汰たもない。







「由羅。ねえ、ゆーら！」

　遠えん慮りよのない声に目を開けると、室内には鈴音とトラ、それから陸磨が揃そろって由羅の顔を覗のぞき込んでいた。

「ここは……」

「由羅、山の中で寝てたんだよ。お布ふ団とんの上の方が気持ちいいのに」

「漆黒が運んできてくれたんだ！」

　漆黒の名を耳にしただけで心臓が跳はねた。

「そ、そうか……」

　あの男は自分に怒おこっていたのではないのか……？

　いい加減に敷しかれた布団の上に、由羅は長物一枚だけを纏まとって横向きに軀からだを丸めていた。軀の節々が痛むのは、筋肉痛と熱のせいらしい。

　着物がはだけてしまわないよう気をつけつつ上半身を起こすと、トラが珍めずらしく由羅に顔を近づけ匂においを嗅かいだ。

「漆黒の匂いがする」

「あ？」

「ふふ、由羅ってば漆黒と交こう尾びしたんでしょ」

　にやにやする陸磨に、由羅は顔を強こわ張ばらせた。

「……なんで……」

　変な、雰ふん囲い気きだった。妖あやかしたちは由羅と漆黒の関係を当然の事のように受け止めている。驚おどろきも嫌けん悪おも、こういう事には付き物である筈はずの気き恥はずかしさもない。

「漆黒、由羅の事すっごく気にしていたもんね。いつかはこうなると思ってたんだ」

「え？」

　──皆、漆黒が由羅を欲ほつしていたと知っていたのか──？

　陸磨が寝ね転ころがり、愕がく然ぜんとしている由羅の膝に勝手に頭を載のせた。

「僕も漆黒とするの、大好き！　漆黒って、うまいよね」

「──は……あ？」

　小こ柄がらな陸磨が言っている意味が、由羅は理解できなかった。

「優やさしいしねー。あんないい雄おす、滅めつ多たにいない」

「ねー、今度また、皆で一いつ緒しよにしてみない？　僕、由羅がされてるところ、見たい。漆黒の喜ばせ方とか教えてよ！」

　まさかと思いつつ由羅は鈴音と陸磨に尋たずねる。

「──するってまさか、セックスの事か？　もしかして三人とも漆黒とヤってるのか……？」

　熱で頭がぼーっとしているせいだろうか、それとも真昼の強すぎる陽ひ射ざしのせいだろうか。不思議そうに首を傾かたむける鈴音が見知らぬ人のように見えた。

「うん、してるよ。あれ？　知らなかった？」

　ショックのあまり、声も出ない。

「そういえばここんとこしてなかったもんね。由羅が来てから、毎日が賑にぎやかで楽しくて、ちっとも淋さみしくなかったから」

「僕も！」

　妖だからだろうか。三人にはお互たがいに嫉しつ妬とする様子も、漆黒を浮うわ気き者となじる気もないようだった。

　由羅一人が愕然としている。

　──妖とは、こういうものなのか？

　誰だれ彼かれかまわず食い散らすのが普ふ通つうで──もしかして、つがいの相手に自分を選べと言ったのにも大した意味などない──？

「由羅？　真っ青だよ、大だい丈じよう夫ぶ？　ねえ、由羅？」

　鈴音の声がやけに遠く聞こえる。

　何もかもが最悪だったが、もう由羅は漆黒と契ちぎってしまっていた。東家の一族としての責任を果たそうとするならば、あの男を連れて現うつし世へ帰る他ほかない。







　天てん井じようから落ちてきた水すい滴てきが湯の面おもてに小さな王おう冠かんを作り出す。風ふ呂ろに入ってからも由羅は漆黒の事を考え続けていた。

　由羅が臥ふせっている間に、漆黒は龍心に事の次し第だいを問いただしたらしい。次に顔を合わせた時には全すべてを承知しており、悪かったと由羅に言った。

　だが、一体、何に対して悪かったと言っているんだ？

　本心では、最初に人間だと打ち明けなかった私が悪いと思っているんじゃないのか？

　式神になってしまえば、鈴音たちと好きに遊ぶ事もできない。どうせ胸の裡うちは不満だらけなんだろう？

　それとも本当は現し世に戻りたかったから殊しゆ勝しような態度を取っているのか？

　──などという諸もろ々もろを、由羅は吞のみ込み口にしなかった。

　いずれにせよ由羅と漆黒はパートナーとしてやっていかねばならないのだ。喧けん嘩かを売っても仕方がない。

　だから由羅もよろしく頼たのむと頭を下げた。それ以外どうしたらいいのか思いつかなかった。

「由羅、いるんでしょ？　入るわよ」

　若い女性の声が湯気で靄もやった湯ゆ殿どのに響ひびく。返事をするより早く開かれた引き戸に、由羅は顔を顰しかめた。

「……冬芽か。なんだ、うら若い女性がはしたない……」

「由羅の裸はだかになんか興味ないんだからいいでしょう？　それより、メールよ。永竹様から。離はなれの件について、直接報告しにきて欲しいって」

　目の前に翳かざされたプリントアウトに由羅は目を走らせる。

　漆黒が帰ってこなかったので大事をとり、今日は永竹家への訪問を取りやめていた。不ふ審しんに思われて当然だが、父親はいつも電話で連れん絡らくしてくる。メールを送信したのはおそらく息子むすこの方だ。

「了りよう解かいだ」

「ねえ、漆黒が帰ってこないのって、この人絡がらみなんでしょう？　大丈夫なの？」

　プリントアウトをひっくり返して眺ながめる冬芽の肩かたの上には小さなヤマネが座り、同じ文面につぶらな瞳ひとみを向けている。

「心配してくれるとは優しいな、冬芽」

「ふざけてる場合じゃないと思うんだけど」

　冬芽の言葉に同意するように、ヤマネもじっと由羅を見つめた。

　由羅が湯船の縁ふちに肘ひじを載せ、括くくっていた髪かみを解ほどく。気け怠だるげな仕草と一緒に、濡ぬれた髪がばさりと肩の上に広がり──ヤマネも冬芽も由羅の放つ凄せい絶ぜつな色気にたじろいだ。

「大丈夫だ。明日朝までに漆黒が帰ってこなければ手を打つ」

　どんな理由でついてきてくれたにせよ、あれは私の式神だ。

　だからもういいだろうと、しっしと手を払はらうと、冬芽はヤマネと目を見合わせ、浴室を出ていった。










　　　　＋　＋　＋




　翌日。指定された時間に由羅は永竹の屋や敷しきを訪ねた。経験の浅い清夏は連れてゆかない。その代わりに颯子が式神である徹心と共に送ってくれる。

　昨夜も漆黒は帰ってこなかった。日の出とともに行われるお勤めが済むと、由羅は子供たちだけ先に屋敷に帰し、神社で一族に状況を報告した。

「漆黒を取り戻もどしたい、ついては力を貸して欲しい、なんてね。いつもつんつんしているあんたの口からそんな言葉が出てくるなんて、胸が熱くなったわ」

「式神がいなければ商売あがったりなのだから当然だ」

「素す直なおじゃないわね、由羅は」

　後部座席に座る徹心はむっつりと唇くちびるを引き結んでいる。清夏と冬芽の実父であるこの式神は、渡月の儀ぎが終わるまで二人の父親役を務めた由羅が気に入らないのだ。

　徹心も漆黒も面めん倒どう臭くさい事この上ない。漆黒はたかが子供相手に嫉妬するし、徹心に至っては、由羅が清夏に優しくしても冷たくしても気に入らない。妖とはなんと面倒な存在なのかと思う。

　鉄門を通り抜ぬけて屋敷の前に車を止めると、颯子は顔を顰めた。

　離れのあるあたりにどす黒い気が渦うず巻まいている。それ以外にはなんの変へん哲てつもない景色が広がっているが、三人とも膚はだがそそけだつような感覚を覚えた。

　──何かある。

「じゃあ、由羅。気をつけて」

「ああ、おまえたちもな。向こうは漆黒をどうにかできるだけの術を持っている。徹心まで奪とられないよう用心しろ」

　グレイのスーツと中折れ帽ぼうで身を固めた由羅が車から降りると、様子見に来ただけの颯子と徹心は車を発進させた。門を出るまで見送ってから、由羅は迎むかえに現れた使用人の後について屋敷の中へと入る。やはり特に変わったところは見受けられないが、空気が重い。絨じゆう毯たんが音を吸い取ってしまうせいだろうか、酷ひどく静かだ。

　応接室では二人の男が由羅を待っていた。由羅は帽子を取り、二人を冷めた目で観察する。

　一人は琢磨だ。無む駄だに整った顔に、勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべている。

　もう一人は由羅の知らない男で、子供のように小柄だった。餓が鬼きのように瘦やせた軀からだに手の甲こうまで隠かくれる黒いシャツと黒いカーゴパンツを合わせている。スキンヘッドには得体の知れない彫ほり物が入っており、胸むな元もとにじゃらじゃら揺ゆれるアクセサリーは呪じゆ具ぐのようだ。ラウンド型の黒いサングラスをかけているせいで目が見えないが、異様に強い視線を感じる。

「よく来た、東の」

「お父上は？」

「今日は用事で同席できなくてね。俺が代理を頼まれている」

　琢磨と違ちがい父親は東の力を知っている。こんな無む謀ぼうを知って止めない訳がないとは思っていたが、どうやら父親の方は企たくらみに荷か担たんしていないようだ。

「そちらは？」

　子供のような男へと目をやると、琢磨の笑みが深くなった。

　ピアスが三つ並んだ唇が開き、不気味なしゃがれ声が応接室の空気を震ふるわせる。

「俺は、蟋蟀こおろぎ」

　狐きつねに似た生き物が、するりと男の肩の上に現れた。狐にしては尾おが短く、軀も小さい。生気の欠けた黒い目は硝子ガラス玉のようだ。毛け艶づやが悪いせいもあり、動かずにいると剝はく製せいのようにしか見えない。

「同業者、か」

「強大な式神を従え、この国を裏で操あやつっているあなた方に比べれば、塵ちり芥あくたのような存在だが」

「随ずい分ぶん買いかぶっているようだが、私たちは支えているだけ。操るなんて大それた事はできないし、しようとも思わない」

　蟋蟀の細い首が僅わずかに傾かたむけられる。

　座るよう勧すすめられないので立ったまま、由羅は琢磨へと顔を向けた。

「離れについての報告をあげろという話だったな。一言で言えば、あの離れには呪がかけられている。呪をかけたのは、そこにいる蟋蟀だ。匂においでわかる」

「ほう」

　琢磨の反応は薄うすい。驚おどろいている様子もない。

「元に戻したければ、そう蟋蟀に言うんだな。なんなら、私たちが根を絶ってもいい」

　陰いん惨さんな提案に蟋蟀が嘲あざ笑わらうような表情を浮かべた。

「根を絶つ、か。果たしてそんな事ができるかな？」

　蟋蟀が持っていた杖つえでとんと床ゆかを突つく。

　その途と端たん、由羅を囲むように光が走った。どうやら絨毯の下に符が仕込まれていたらしい。

「今日はもう一人式神を連れていたな。あやつもここまで連れてくればよかったのに」

「……随分と結界を作るのが得手のようだ」

　由羅は注意深く手を伸のべ、周囲を取り囲む不可視の壁かべに掌てのひらを当てた。外界と完全に隔かく絶ぜつされてしまっている。これでは漆黒も眷けん属ぞくを飛ばす事すらできなかったろう。徹心を連れていれば諸もろ共ともに囚とらわれてしまっていたに違いない。

　自分に対する敵意を隠さない熊くまのように暑苦しい男と二人で狭せま苦くるしい空間に閉じこめられる事を想像し、由羅は喉のどで嗤わらう。

「さて、私を閉じこめてどうする気だ？」

　琢磨が目をぎらつかせ前に出る。だが蟋蟀が杖を持った手を翳し、琢磨を制した。

「その男はあなたを欲ほつしているが、俺との契けい約やくが優先される」

「契約？　どのような契約だ」

「──その男の目的は、瀬尾の排はい除じよ。俺は手を貸す代わりに、あなたたちから欲しいものを手に入れる」

「欲しいものとは──」

「俺も強大な式神が欲しいのだ」

　歯を剝むき出して嗤う蟋蟀に、由羅はなんとも言えぬ嫌けん悪おを覚えた。東家の式神と違い、蟋蟀の肩かたの上にいる獣けものの目は死んでいる。　>>>♥

「自分で探して調ちよう伏ぶくするのだな」

「今やどんな田舎いなかを探しても妖あやかしなど滅めつ多たに見つからぬ。強い妖なら尚なお更さらだ。噂うわさでは東家は秘密の狩かり場を有しているとか」

　由羅の涼すずやかな目元に険が浮かぶ。

　鏡の裏側の世界は東家だけのもの。他者に穢けがさせる訳にはいかない。

「──単なる噂だ」

「教えてくれぬのなら、あなたたちが持つ式神を奪うばうしかないなあ」

　由羅は妖よう艶えんに笑んだ。

「やってみるがいい。おまえにはできないだろうがな」

　東家の式神と主あるじは普ふ通つうの術者とは違う強い絆きずなで結ばれている。どう足あ搔がいたところで奪える訳がない。

　とうにそれくらいの事は知っていたのだろう、蟋蟀が厭いやな呪力を纏まとい始めた。

「では、ひとまずあなたをその男に預けようか。その男はあなたに怪け我がさせられた事を随分恨うらみに思っているようだ。きっと、とても楽しい経験をさせてもらえる」

　黒い袖そでから覗のぞく細い指を胸の前で組み合わせ蟋蟀が顎あごをしゃくると、琢磨が立ち上がる。符がもう一組仕込んであったのだろう、結界が三畳じようほどの大きさにまで広がった。蟋蟀は結界の外に、琢磨の立つ位置は内側になる。

　琢磨が上着を脱ぬいで椅い子すの上に放ほうり、ネクタイを緩ゆるめる。手慣れた様子に由羅の眼まな差ざしがますます温度を下げた。人前で平気で事に及およぼうとするとは、ろくな嗜し好こうの持ち主ではなさそうだ。

　絨毯を踏ふみ、静かに琢磨が近づいてくる。その目の中に揺れているのは、獣じゆう欲よくと嗜し虐ぎやくへの期待だ。

　由羅は少し後あと退じさると、片手を伸べ新たな結界に触ふれた。

　範はん囲いが広くなったせいか、先刻より少し強度が落ちている気がする。

　乱暴に二の腕うでが摑つかまれる。手に持っていた中折れ帽が落ち、床の上を転がった。

　──こういう目に遭あうのは、慣れている。

　瘦せた骨っぽい軀が見えない壁に押しつけられ、上着のボタンが引きちぎられた。

　──だが今、助けてくれる式神はいない。

　由羅は目を伏ふせた。腹の底から怒いかりが込み上げてくる。

　──なんでいつもいつも私ばかりがこんな目に遭わされねばならないんだ？

「下げ衆すが」

　由羅は片腕で琢磨の軀を押しやると、なんの躊ちゆう躇ちよもせず渾こん身しんの力を込めて股こ間かんに膝ひざを叩たたき込んだ。

「うっ」

　──なにもかも全部、漆黒が悪い！

　次いで、軀を丸めよろめいた琢磨の後頭部に肘ひじを入れる。由羅は腕わん力りよくには自信がない。反はん撃げきの暇いとまを与あたえれば、逆にぼこぼこにされる事になるとわかっているので結構必死だ。

「意外と乱暴だな」

　蟋蟀の声が聞こえたと思ったら突とつ然ぜん軀が重くなり、由羅は膝を突いた。見れば床から何本も白い手が伸び、由羅の軀を捕とらえている。

　まずい。

　琢磨は結界に手を突き、殺意の籠こもった目つきで由羅を睨にらみつけていた。

　次にやられるのは、由羅だ。

　──漆黒が帰ってこないから──眷属すら、寄よ越こさないから──。

　服の上から胸ポケットにしまっておいた符を押さえる。結界内ではあったが、由羅は全呪力を込めて無む理り矢や理り術を発動させた。

　もぞり、と由羅の陰かげが動いた。

　黒い蟲むしのようなものが無数に這はい出てくる。琢磨はぎょっとして足を止めたが、見る間に結界内の床を埋うめ尽つくした蟲に群がられ、足と言わず手と言わず食くらいつかれた。

「おい……っ。蟋蟀……っ」

　拳こぶし大だいの蟲に食われる恐きよう怖ふに琢磨は真っ青になり、払はらいのけようと無様なダンスを踊おどり始める。

　蟲が餌えさにしようとしているのは琢磨だけではなかった。

　結界に込められた霊れい力りよくが削けずられてゆく。蟲が齧かじっているのだ。

「なんて術だ……っ」

　ひょろりとした小さな軀からだが椅子の上に立ち上がった。結界が機能を失う前に新たな術を完成させようと、小さな水すい晶しようの玉を頭上に掲かかげる。

　結界はすでにひびだらけだ。食らった霊力のせいで活性化した蟲たちは次は術者に食らいつこうと、結界の蟋蟀側にうぞうぞと集まっている。

　しゃがれた呪じゆ言ごんが室内にいんいんと響ひびきわたった。

　由羅は片手を振ふり上げ、自ら結界を打ち砕くだこうとする。だが拳を叩きつけようとした刹せつ那な、強い光が由羅の視界を奪った。







　水晶を握にぎりしめた蟋蟀がへたりと椅子の上でしゃがみこむ。

　由羅の姿は応接室から消えていた。黒い蟲たちもほろほろと崩くずれ、消えてゆく。

　琢磨はまだ蟲の脅きよう威いが消えた事に気づかないらしく、床を這いずっていた。普ふ段だんは高価なスーツを身に着け偉えらそうに振る舞まっている御おん曹ぞう司しに、蟋蟀は侮ぶ蔑べつの目を向ける。

「いい加減に起き上がったらどうだ。蟲はもういない。霊力を齧られただけで、あなたの手も足も欠けてはいない」

　はっとして周囲を見回した琢磨が、本当に蟲がいなくなった事に気づいてのろのろと起き上がった。

「あの男は、どこに消えた」

　蟋蟀が人差し指と親指で摘つまんだ玉を示す。

「ひとまずこの水晶の中に封ふう印いんした。俺の結界に閉じ込められてなおあれだけの術を使えるとはな。やはり東の者は一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。もう一度策を練り直さねば」

　琢磨が精根を使い果たしたような顔つきでソファの一つに寄りかかる。その影の中で一匹ぴきだけ残った黒い蟲がもぞりと蠢うごめいた。だが由羅の霊力の残ざん滓しがそこここに残る中、影に同化したような蟲の存在に気づく者はいない。蟲は音もなく琢磨に忍しのび寄ると靴くつをよじ登り、ズボンの暗がりの中へと消えた。




　　　　＋　＋　＋




　この感覚、知っている。

　ふわりと軀をくるむ浮ふ遊ゆう感かん。渡月の儀ぎで、鏡の裏側の世界に行く時味わったのと同じ、不思議な感じ。

　気がつけば、瞼まぶたの裏が明るかった。恐おそる恐る目を開けると、頭上に大木がそびえ立っている。幾いく重えにも重なる葉の間から漏もれ入る光が眩まぶしい。光のコントラストが強すぎるせいで、下から見上げている由羅には木の枝が黒い影のように見える。

　──今度は木の上ではなさそうだな。

　投げ出された手に触れているのは落ち葉と柔やわらかく湿しめった土だ。由羅は肘を突ついて上半身を浮うかし、あたりを見回す。

　何かが動いたような気がして素す早ばやく目を遣やると、太い枝のこぶかと思っていた影に、翠みどりの双そう眸ぼうが浮かび上がった。

「──漆黒!?」

　由羅が立ち上がるのと同時に黒くろ豹ひようも身を乗り出す。探さぐるような視線が気にならなくもなかったが、再会の喜びに如しくものではない。

　──間ま違ちがいない。漆黒だ。無事だったのか。

　冷静でいたつもりなのに、目の奥がじんわり熱くなる。

「おまえ、ずっとここにいたのか？　いつまで経たっても帰ってこないから今、一族の者、皆みながおまえを探してくれている。清夏も颯子も心配しているぞ」

　ふわふわとした気分で由羅はまくしたてる。

　だが黒豹は樹上から下りようともしない。黙だまって由羅を見つめている。

　異様な雰ふん囲い気きに由羅が口を閉じると、黒豹の翠の瞳ひとみが剣けん吞のんに細められた。

「……おまえ、誰だれだ。なぜ俺の名を知っている」

「────え？」

　見知らぬ人を見るような眼差しに、由羅は冷たい手で心臓を鷲わし摑づかみにされるような衝しよう撃げきを味わった。

「誰って……何を言っている。漆黒、私が誰かわからないのか？」

　黒豹がすんすんと空気の匂においを嗅かぐ。

「臭くさいな……おまえ、人間か」

「当然だろう？」

　その言葉に対する反応は、かつてと同じだった。

「そうか。なら、俺に食い殺されないうちに、どこかへ行け」

　憎にく々にくしげに吐はき捨てられ、由羅は小さな声で呟つぶやく。

「────漆黒？」

「人間が馴なれ馴れしく俺の名を呼ぶな！」

　由羅は愕がく然ぜんとしてその場に立ち竦すくんだ。

　黒豹が牙きばを剝むき出し、自分を威い嚇かくしている。

　よくよく見れば、漆黒の周囲には、様々な色みのきらきらが散っていた。蟋蟀の術の残滓だ。

　状じよう況きようを理解するのにはそれだけで十分だった。おそらく蟋蟀は、己おのれのものにする為ため漆黒に次から次へと術を試ためしたのだ。その過程で漆黒のどこかが損そこなわれてしまったのだろう。

「漆黒……私を忘れてしまったのか」

　──私のせい、か。

　由羅は薄うすい唇くちびるを血が滲にじむ程ほどに嚙かみ締しめた。

　もし私があの夜漆黒に仕事を言いつけなければ──あるいは他ほかの式神を一いつ緒しよに行かせていれば、こんな事にはならなかった……。

　一体どうしたらいい……？

　失った記き憶おくを回復する術など由羅は知らない。

　漆黒はしばらく木の上から呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす由羅を見下ろしていたが、やがてたかが人間一人を警けい戒かいする必要もないと思ったのだろう、鼻を鳴らすと樹上から下り、鬱うつ蒼そうと生い茂しげる密林を歩き始めた。

　由羅も少し距きよ離りをおき後に続く。ここで漆黒とはぐれては、いつ再会できるかわからない。漆黒は由羅がつけてきている事に気づいてはいるようだったが、まこうとまではしなかった。

「まるで、ジャングルだな……」

　一人と一匹は、びっしりと生い茂る植物を搔かき分け進んでゆく。

　大木が多い原生林で、植生も南寄りのようだった。色いろ鮮あざやかな蝶ちようが群れ飛び、尾おの長い猿さるが梢こずえを渡わたってゆく。

　単なるめくらましか。それとも本当に遠くまで飛ばされたのか。

　時々立ち止まっては周囲の気配を探っていた由羅は、奇き妙みような事に気がついた。ある程度歩くと同じ場所へと戻もどってしまうのだ。どうやら由羅たちはあまり広くない結界の中にいるらしい。──まるで小規模な鏡の裏側の世界のような。

　漆黒もこの世界についてまだ把は握あくしていなかったらしく、しきりに周囲の匂いを嗅いでいる。

　とにかく暑くて、汗あせが流れた。日本も暑かったが、ここは更さらに湿しつ度どが高い。湿気が膚はだにまとわりつくようだ。

　途と中ちゆうで見つけたせせらぎで水分を補給する。腹を壊こわす恐れもあったが、飲まなければ脱だつ水すい症しようを起こしかねない。

　小さな世界を二周すると、漆黒は元の大木へと登っていった。太い枝に腹はら這ばいになり、尻尾しつぽと前足の一本をだらりと垂らす。

　由羅も木から少し離はなれた岩の上に腰こしを下ろすと、足を垂らしたまま寝ねころび高い梢を眺ながめた。

　歩いていた時間はそう長くはなかったが、ひどくくたびれていた。暑い上、霊れい力りよくが枯こ渇かつしかかっているせいだ。回復に徹てつしたいところだが、危険な生き物が近くにいないか気にしているとどうしても霊力を消費してしまう。そうする事でかなり広こう範はん囲いにわたって索さく敵てきできるとはいえしんどい。

　──いつもなら、漆黒がこういう役目を引き受けてくれていた。

　普段いかに自分が漆黒の存在に助けられていたか思い知らされ、由羅は臍ほぞを噬かむ。

　さてどうするか。

　由羅は必死に考えを巡めぐらせる。

　琢磨や蟋蟀というあの呪じゆ術じゆつ師しがこの世界に入ってくれば、捕つかまえて色々と聞く事もできるのだろうが、その可能性は極きわめて低いし、由羅の腕うでっ節では無理だ。

　蝶がひらひらと視界を横切ってゆく。漆黒は寝ているのか最前からぴくりとも動かない。尻尾の先が時々、ひくりひくりと動くだけだ。

　だが突とつ然ぜん、翠の目がかっと見開かれた。

　由羅もぎゃーぎゃーと何かが泣きわめいているのに気がつき立ち上がる。用心しながら木立を抜ぬけ、騒さわぎの元に近づいた由羅は顔を顰しかめた。

　ぶよぶよとした灰色の軀からだを持つ怨おん霊りようがいた。

　元は人だったのだろうが腐ふ敗はいが進んで大きく膨ふくれ上がっており、今にも崩くずれそうな片腕に狸たぬきを一匹ぴき捕まえている。

「妖あやかしか……」

　見たところ、大した力のない化け狸だ。放ほうっておけば取り込まれ、怨霊の一部となってしまうだろう。

　助けたところでなんの利にもならないが、消えるとわかっているのに放っておくのも気分が悪い。

「こっちは霊力が尽きかけてるっていうのに、面めん倒どうな」

　間にある木立を突っ切ると、由羅は無造作に怨霊の前に出た。上着の内ポケットから符を取り出し、押しつける。残っていた呪じゆ力りよくを注ぎ込んだら眩暈めまいに襲おそわれたが、へばっている場合ではない。空いている方の手で印を切る。

「消えろ……！」

　符に触ふれていた場所から橙だいだい色いろの炎ほのおが爆ばく発はつ的に広がり怨霊が燃え上がった。

　きつい。

　霊力が足りないせいで、くらくらする。

　早くこいつから離れなければ。

　怨霊の手から引ったくった狸を適当に後ろに投げてから下がろうとすると、燃えさかる腕が由羅を追い伸のびてきた。普ふ段だんだったら問題にならないだろう追つい撃げきだが、ふらついている由羅には避さけられない。左手首を摑つかまれてしまう。

　由羅が生み出した浄じよう化かの炎が由羅を傷つける事はないが、怨霊は存在自体が毒薬のようなものだ。

　肉の灼やける臭においが広がり、由羅は低く呻うめいた。酷ひどい穢けがれに爛ただれつつある手首を引いて振ふりほどこうとするが、怨霊の力は思いの外強くうまくいかない。

　それどころか逆に引き寄せられ、搔き抱いだかれそうになる。

　──死にはしないだろうが、死ぬほど痛いだろうな──。

　もう一方の腕も犠ぎ牲せいにして、怨霊を突つき放そうとした時だった。風が唸うなり、怨霊が爆散した。

「────え？」

　ちぎれたパーツが茂みの中や草の上で燻くすぶり、小さな炎をあげている。

　ぽかんとして振り向くと、漆黒が由羅の後ろで毛を逆立てていた。

「なんで、おまえ……」

　さっきまで無視していたくせに。

　漆黒はふいと顔を逸そらすと、きょとんとしている狸に鼻先を寄せ、舐なめ始めた。

　そうか。

　由羅の為ためではない。仲間の妖を助ける為に漆黒は怨霊を倒たおしたのだ。

「いて……」

　由羅はシャツの胸むな元もとを握にぎり締めた。

　胸が締めつけられるように痛む。灼かれた腕の傷よりも痛くて、息が止まりそうだ。

　なんでだ？　──と、由羅はぼんやりと思う。

　目的は果たせた。そこそこの怪け我がで済んで幸運だったと言えるのに、どうしてこんなに胸が痛むんだ？

　由羅は漆黒たちに背を向け、とぼとぼと歩き出した。川に戻って穢された腕を水に浸つける。怨霊に摑まれたところは真っ赤に腫はれ上がっているが綺き麗れいな流水には穢れを清める力がある。こうしていれば少しはましになる筈はずだ。

「あのう」

　細い声に振り返ると、狸がぽてぽてと近づいてきた。

「助けてくださってありがとうございました！　僕、明星あかり。腕、大だい丈じよう夫ぶ？」

　人を恐おそれる様子もなくすぐ横にお座りした狸の頭を由羅は軽く撫なでてやった。

「……ああ。それより、おまえもあの蟋蟀とか言う術師にここに放り込まれたのか？」

　漆黒は少し離れた木の上に落ち着き、由羅が明星に何かしやしないか見張っている。

「こおろぎ？　えーとあの、名前はわかんない……でも、ちっちゃくて目に黒い、こんなのつけた人」

　サングラスを表現しているつもりなのだろう、前足で両目を押さえた狸の仕草の可愛かわいらしさに、由羅は小さく微笑ほほえんだ。

「ああ、そいつが蟋蟀だ。おまえはどうしてここに入れられたんだ？　力も大してなさそうだし、捕とらえるメリットがあるとは思えないが」

「僕ね、おばあちゃんと大きなお屋や敷しきに棲すんでたの。狸じゃなくて、人間のおばあちゃん。僕をとっても可愛がってくれたけど、去年死んじゃった。そしたら大勢の人間がおばあちゃんのお屋敷を壊そうとするから邪じや魔ましたら、悪あく霊りようの仕し業わざだってこんなに小さな琥こ珀はくに封ふう印いんされちゃったの」

「琥珀？　私は水すい晶しように封ふうじ込められたと思ったが」

「あれえ？」

　明星がこてんと首を傾かしげ、樹上の漆黒を見上げる。無む邪じや気きにねだる視線に負け、漆黒も口を開いた。

「俺はここを孔く雀じやく石の中だと思っていた」

　それぞれ全く違ちがう色の石であり、見間違える訳がない。おそらく蟋蟀は、自分でも気づかぬうちに鏡の裏側の世界のような異界を生み出し、石に封印しているつもりで人や妖を送り込んでいるのだ。

　馬ば鹿かみたいだが、ぱっと見には違いがわからないし確かめようがないからこういう勘かん違ちがいはままある。正確な知識が伝承され続けている東家のような存在の方がまれだ。

「──ん？　待て。漆黒は封印された時の事を覚えているのか？」

「……断だん片ぺん的にではあるが」

　漆黒は由羅とは話もしたくないらしく、口が重い。

「どこまで覚えてる？　鈴音やトラや陸磨の事は覚えてるのか？」

「鈴音？　──ああ。ぼんやりとではあるがな」

　由羅の胸がぎしりと軋きしんだ。

「東家についてはどうだ？　鏡の裏側の世界を出た後の事は覚えているか？」

「──俺は現うつし世に戻もどってきていたのか？」

　色々質問してみたところ、漆黒の記き憶おくは新しいものほどぼやけているようだった。特に東家については、そこだけ切り抜かれたかのように綺麗に失われている。

「────はは、参ったな……」

　今、漆黒の中に由羅は存在しない。

　重ねた年月は綺麗に拭ぬぐい去られてしまった。

　沈しずむ由羅の顔を、明星が心配そうに覗のぞき込む。

「大丈夫？」

　愛くるしい狸に前足でぺたぺたと触さわられて、由羅は表情を緩ゆるめた。

「ああ、大丈夫だ、心配するな」

　わしゃわしゃと撫でてやると、狸がふにゃりと笑う。

　その顔を見て由羅は、大して役に立たないにもかかわらずヤマネを式神に選んだ冬芽の気持ちが初めて理解できたような気がした。




　　　　＋　＋　＋




　その日、由羅は漆黒が眠ねむる木の下で、上着を枕まくらに夜を過ごした。

　暗くなっても気温も湿しつ度ども下がらない為寝ね苦ぐるしく、暑さにひどく弱い上怪我までしている由羅にはつらい夜となった。

　汗あせが噴ふき出るくらい暑いのに寒気を覚え、暖をとる為に傍かたわらで寝こけている狸たぬきを抱だき寄せると、即そく座ざに樹上に翠みどり色の光が灯ともる。

「別に見張ってなくても何もしない」

　力のない声で呟つぶやくと、由羅はきつく目を閉じた。

　だんだん意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　落ち着かない途と切ぎれ途切れの眠りの中、朗ほがらかな笑い声が聞こえたような気がして目を開けると、蟋蟀に作り出された世界はもう明るくなっていた。

「寝た気がしないな……」

　由羅は重い軀からだをのろのろと起こし、ひどく痛むこめかみを指先で揉もむ。

　軀の節々が痛い。

　またきゃあきゃあと甲かん高だかい笑い声が聞こえる。あの狸がどこかではしゃいでいるらしい。

　気がつけば狸の姿も黒くろ豹ひようの姿もなかった。水音が聞こえるところを見ると、昨日の川に行ったのかもしれない。

「水……」

　寝ている間に汗を搔かいたせいか、ひどく喉のどが渇かわいていた。水を飲もうと、由羅も水場へ向かう。木立の間を抜ぬけ、陽ひの射さす川かわ面もを見下ろし──そこで由羅は動けなくなってしまった。

　人の姿をとった狸が、ふっくらとした頰ほおを薔ば薇ら色いろに上気させて漆黒と水遊びをしていた。

　白い柔やわ肌はだの上で滴しずくが光っている。幼い容よう貌ぼうが、なんとも言えず愛くるしい。

　漆黒もまた人の姿となり、鏡の裏側の世界にいた頃ころと同じ着物姿で、膝ひざまで水に浸かっていた。気持ちよさそうに耳を震ふるわせ、口元には屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべて。

「痛……」

　まただ。

　胸が痛い。

　痛くて痛くて、たまらない。

　死にたいような気分が湧わき上がってきて、由羅は二人に気づかれないようこっそりと踵きびすを返した。

　ひどく熱い軀をもてあましつつ闇やみ雲くもに密林の中を歩く。

　このやるせない痛みには覚えがあった。

　鈴音や陸磨、トラ、彼らについての記憶にも同じ痛みがついてまわる。

　これは、嫉しつ妬とだ。

　いつまでも過去を過去と割り切れないのも道理だった。由羅はいまだに彼らに嫉妬し続けていたのだ。

　──だって漆黒は私のものなのに。

　由羅は男が嫌きらいだ。特に物欲しげな目を向けてくる変態どもには虫むし酸ずが走る。だが、漆黒が触ふれてきた時、由羅は拒こばまなかった。

　──そう、あんな口先だけの抵てい抗こうなど、拒んだうちに入らない。漆黒以外の男にあんな真似まねをされたならば、ねじ切るくらいの事はしてのける。

　そうしなかったのは、好きだったから。

　この男ならいいと思ったからだ。

　だが漆黒にとって自分は取り巻きの一人に過ぎず、羞しゆう恥ちに死にそうになりながらも臨のぞんだあの行こう為いも『失敗』でしかなくて。

「酷ひどい事をした罪悪感ゆえでもいい、傍そばにいてくれるならと思ったけれど、おまえは私を覚えてもいないんだな──」

　由羅は汗あせ塗まみれになっていた額を乱暴に拭ぬぐった。頭痛は相変わらずひどく、吐はき気さえする。

　いつの間に一周し終わったのか、誰だれもいない水辺が視界を横切っていた。

　由羅はおぼつかない足取りで岩場を降り、水の中に踏ふみ込んだ。冷たい水で勢いよく顔を洗い、水分を補給する。

　体調が悪いと霊れい力りよくの回復にも時間がかかる。もっと万ばん全ぜんの状態で挑いどみたかったがと思いつつ符を取り出すと、由羅はすぐ傍にそびえ立つ大岩に貼はり付けた。

　この世界ではこの川かわ縁べりが一番霊気が濃こい。

　掌てのひらを押し当て、意識を集中する。ぎりぎりまで呪じゆ力りよくを注ぎ込めば、符は淡あわい光を放ち、溶とけるように岩の中へと消えた。

「はー」

　怠だるい。

　ずるずると水の中に座り込み荒あらい息をついていると、額にひんやりとした掌が押し当てられた。

「しんどいの？」

　いつの間にか、幼な子のような姿をした明星が傍の岩の上にしゃがみこんでいる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配してくれてありがとうな」

　由羅は無事な方の手を持ち上げ、頭を撫なでてやった。水を吸った上着がずしりと重いがこの暑さだ、川から上がればすぐ乾かわく。

　明星は気持ちよさそうに由羅の手に頭を擦すり寄せると、岩の上に座り込み、足を水に浸ひたした。

「あのね、漆黒の事ね、許してあげてね？」

　唐とう突とつに漆黒の名前を出され、由羅はきょとんとした。

「……なぜだ？」

「僕、気になったから聞いてみたの。漆黒、由羅に意地悪なんだもん」

　由羅は思わず身を乗り出す。

「漆黒は、なんて言っていた？」

「漆黒は由羅じゃなくてね、人間が嫌いなんだって。まだ生きてた頃、家族を殺されたから」

「家族を──？」

　そういえば由羅は漆黒についてほとんど何も知らない。

　漆黒は聞かれない限り自分の事を話さないし、由羅も漆黒の過去について知ろうとしなかったからだ。

　そもそも、どうして漆黒は妖あやかしとなったのだろう？

　黒豹は狐きつねやヤマネのように、古くから祀まつられていた訳ではない。そもそも日本には生息していない生き物だ。

「漆黒が生まれたのは、ちょうど今いるような暑くて湿しめった森だったんだって。お母さんと、四匹ひきの兄弟がいた……」







　むくむくした子こ豹ひようだった漆黒は無口な母親が見守る中、毎日兄弟と転げ回って遊んでいた。

　まだ乳ち飲のみ子の漆黒たちは母親のぱたりぱたりと動く尻尾しつぽの先に息を潜ひそめ近づいて飛びかかる遊びが大好きだった。

　そんな漆黒たちの幸せを、人間が奪うばった。

　──その時、漆黒はだらしなく腹を見せ母親に毛け繕づくろいされていた。優やさしく舐なめてくれる舌の心地ここちよさに半分眠りそうになりながら。

　だが、突とつ然ぜん四方から犬が走り寄ってきて漆黒たちを襲おそった。己おのれだけであったなら母親は木に登り難を逃のがれる事ができたろう。だが、子供たちがいた。

　戦いを挑んで、母親は死んだ。

　まだ小さく力のない子豹たちは犬たちの後からやってきた人間たちに捕つかまえられ、ごわごわする大きな袋ふくろの中に詰つめ込まれた。

　袋の中は狭せま苦くるしく、時々大きく揺ゆれた。薄うす闇やみの中、漆黒は四方から聞こえてくる犬の声にぶるぶる震えていた。自分も殺されるのだと思ったが、人間は弱った動物だらけの臭くさい建物に着くと、檻おりの中に漆黒たちを放ほうり込んだ。

　母親を恋こいしがり鳴き続ける兄弟たちの間で、漆黒は呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　なんで？

　なんで自分たちがこんな目に遭あわねばならないの？

　ねえ、なんで……？

　餌えさが与あたえられたが、兄弟たちは一匹、また一匹と死んでいった。漆黒はかつて母親がしてくれたように綺き麗れいに舐めて毛繕いしてやったが、冷たくなった骸むくろが再び目を開いてくれる事はなかった。

　最後まで生き残った漆黒は檻ごと大きな人間の肩かたに担かついで運ばれて荷馬車に積みこまれた。懐なつかしい匂においに辺りを見回すと、母や兄弟たちが毛皮だけになって同じ荷馬車に積まれていた。

　頭の中が真っ白になった。

　こんな事をした奴やつら、全部殺してやりたい。

　だが結局漆黒は何もできないまま長い距きよ離りを馬車に揺られた末、船に乗せ換かえられて海を渡わたった。その間の記き憶おくはほとんどない。

　遠い異国の港に下ろされた漆黒の胸の裡うちには、人間に対する憎にくしみだけが渦うず巻まいていた。

　それからの日々はただただ苦痛だった。毎日大きいのやら小さいのやら様々な人間が、漆黒のいる檻を覗のぞき込んでくる。棒でつつかれた漆黒が怒おこって吼ほえると彼らはわあっと楽しげに沸わいた。あっちへ行けと吼えても喜ぶばかり。何一つ、漆黒の意のままにはならない。

　帰りたい、と漆黒はひたすらに願った。

　空気の匂いすら違ちがう異国から、家族と暮らした密林に帰りたい。

　小さな檻の中では走る事すらままならない。与えられた餌を食べ、狭い檻の中をうろつくだけの日々は漆黒を母たちから遠い生き物へと変えてゆく。徐じよ々じよに萎なえてゆく四し肢しに、漆黒は生きながら腐くさってゆくようだと思った。もう、漆黒はかつてのように地を駆かける事はできない。母のように獲え物ものをくわえて木の上に引っ張り上げるだけの力もない。

　結局、漆黒は不衛生な檻に閉じ込められたまま孤こ独どくに一生を終えた。この世の楽しい事など何一つ知らぬまま。

　死体はおそらくその辺に打ち捨てられたのだろう。辻つじに死体が転がっているのなど珍めずらしくはない時代だった。

　後には人間に対する憎ぞう悪おが残った。

　野生の獣けものらしい生をまっとうできなかった怒いかり、家族を殺された恨うらみ、そういったものが漆黒を現うつし世に留とどめ、強い妖と成したのだ。







　話が終わってからもしばらくの間、由羅は動けなかった。

　叩たたきのめされたような気分だった。

　由羅は知らなかった、何も。

　ずっと傍にいたのに。

「そうか。だから漆黒は私を嫌ったのか」

　失敗したと言ったのも道理だった。漆黒にしてみれば騙だまされて憎い人間と契ちぎってしまったのだ。むしろその後、漆黒が由羅を殺しもせず仕えてくれたのが不思議なくらいだった。

　──教えてくれればよかったのに。

　初対面に近い明星には簡単に教えたのだ、特に秘密にしていた訳ではないだろう。

　人間である由羅には言いたくなかったのだろうか？　それとも単に、そんな必要などない相手としか思われてなかった？

「漆黒ね、ちゃんとわかってるの。僕を助けてくれた由羅は、憎い人間とは違うって。でもね、匂いを嗅かぐだけで、首筋の毛がぞわぞわって逆立っちゃうんだって。だからね、そっとしといてあげて？」

　──それは漆黒に近づくなと言う事か？

　考えるより早く、由羅は首を振ふっていた。

「それは、できない」

「どうして？」

「それは私が漆黒を……好きだからだ」

　できうる事なら傍そばにいて、家族を喪うしなった痛みを慰なぐさめてやりたい。だが、きっと漆黒は自分にそんな事は望んでいないのだろう。

　つらそうに睫まつ毛げを伏ふせた由羅に、明星は大きな頭をこてりと傾かたむけた。

「由羅、人間なのに？」

「私の一族は代々妖あやかしと婚こん姻いんを結ぶ習いだ。式神になってもらって力と、女ならば子種を授さずかり、一生を共に過ごす。……あいつは私の、つがいなんだ」

　憎い人間である由羅のもとで、漆黒は淡たん々たんと式神としての仕事をこなしてくれた。厭いやがっている様子など欠片かけらも見せず、効率よく段取りを組んで、他ほかの式神を統とう率そつしさえした。

　本当によい式神を得たなと一族の者は由羅を言こと祝ほいだ。式神の中には何を知っているのか、もの言いたげな視線を向けてくる者もあったが──。

「ん？」

　ふっと明星が搔かき消えた。驚おどろいて見回すと随ずい分ぶん離はなれた位置に移動している。

「由羅も式神を使し役えきする人なの？」

「あ？　そうだが──」

「僕たちも、式神にする？」

　明星の表情が硬かたい。

　由羅は思わず立ち上がった。だが明星に近づこうと一歩踏ふみ出したところで、すぐ後ろから低い声が聞こえてくる。

「さすがは人間、やる事が汚きたないな。俺たちを油断させて傀儡くぐつにする気か？」

　軀からだを反転させると、人の姿を取った漆黒がいた。

「傀儡だと？　なぜそんな事を──」

　いきなり上着の襟えりを摑つかまれ、高々と吊つるされる。憎しみの籠こもった視線に貫つらぬかれ、由羅は両手で漆黒の逞たくましい腕うでを摑みもがいた。

　苦しい。

　漆黒の目を見ているうちに由羅は思い出す。蟋蟀が肩の上に、死んだような目をした獣を乗せていた事を。

　──まずい。漆黒や明星は、東家も同じように意思を封ふうじて妖を己の力の一部にするものだと思っているんじゃないか？

　ただでさえ漆黒は人間を憎んでいる。あんな扱あつかいを受けるかもしれないと思ったら、警けい戒かいするのも無理はない。

「違う、漆黒……っ」

　浮ういた足が虚むなしく水面を蹴ける。

　気が遠くなりかけた時、漆黒がふんと鼻でせせら笑い由羅の瘦そう身しんをやわらかな苔こけで覆おおわれた地面に放り出した。

　衝しよう撃げきで、息が詰まる。

　ただでさえ体調の悪い由羅はすぐには起き上がる事もできず、転がされたまま伴はん侶りよだった男を見上げた。

「漆黒。人間に酷ひどい目に遭わされてきたおまえには信じられないかもしれないが──」

「人間のくせに、知った風な口を利きくな！」

　猛たけり狂くるった漆黒の咆ほう哮こうに由羅は、はっとする。

　人間、か。

　代々妖と契ってきた東家ではあったが、その身は人間以外の何ものでもなかった。

　一体どういう仕組みになっているのか、耳や尻尾しつぽが生えて生まれる者はおらず、医学的にも普ふ通つうの人間となんら変わりない。ただ霊れい力りよくだけが代を重ねる毎ごとに強化されてゆく。

　漆黒の家族を殺した人間と自分は違うなどとは、言えない。

「漆黒──悪かった」

　由羅は真しん摯しに漆黒を見つめた。

　生身の漆黒が死んだのは遠い昔。由羅に責任はない。由羅がこんな事を言うのは筋すじ違ちがいかもしれないが、漆黒は『人間』からの謝罪を必要としているような気がした。

　だが漆黒は、由羅の言葉に逆に激げき昂こうした。

「黙だまれ！　好きだのつがいだの、耳みみ触ざわりのいい言葉を並べ立てて騙そうとするな。おまえたちはどうせ俺たちを利用する事しか考えていないのだろう!?」

　馬乗りになった漆黒にシャツを摑まれ上半身が浮き上がる。

「漆黒──」

「うるさい」

　大きく開いた口の中に豹ひようの鋭するどい牙きばが伸のびてゆく様が見えた。

　──まずい。本当に食い殺されるかもしれない。

　ふとそんな考えが頭を過よぎったが、由羅は腹をくくって両腕を広げた。

　──仕方ない。こいつは私の式神、荒あらぶっているなら鎮しずめてやるのが私の役目だ。

　広い背を抱だき、ぽんぽんと叩いてやる。

　漆黒の、ぴんと伸びた尻尾が膨ふくらんだ。

「ごめんな。ごめん────うっ……」

　肩かた口ぐちに食いつかれ、由羅は息を吞のむ。

　痛い。

　甘あま嚙がみではない。牙が根本まで肉に食い込んでいる。

　豹の顎あごの力は強い。このままでは骨が砕くだかれ腕がちぎれる事になるかもしれない。

　冷たい汗あせが額を伝う。

　だが由羅は、漆黒を引き剝はがそうとはしなかった。

「私はとうにおまえのものだ。したいようにすればいい」

　無事な方の手で、漆黒の背を撫なで、蒼あお褪ざめた瞼まぶたを伏せる。

　漆黒はしばらくそのまま由羅を睨にらんでいたが、何を思いついたのか顎の力を緩ゆるめた。口元を拭ぬぐった拳こぶしについた血をぺろりとなめ、口角を冷たく引き上げる。

「そう言えば、俺をつがいにしたいと言ったな」

　────え？

　シャツの前を引き裂さかれ、由羅は反射的に身を竦すくませた。飢うえた獣けもののような漆黒の目つきに、軀の奥底から震ふるえが込み上げてくる。

　──まさか、私を強ごう姦かんする気か？

　幾いく多たのくだらない男たちと同じように。

　抗あらがっても無む駄だなのは明らかだった。漆黒と由羅とでは腕の太さからして違ちがう。

　大だい丈じよう夫ぶだ、と由羅は己おのれに言い聞かせる。忘れられているとはいえ、目の前にいるのが漆黒である事に変わりはない。抱いて気が済むのなら、好きにさせたらいい。セックスなどもう数え切れない程ほどしてきた仲だ。

　だが──。

「く、う……っ」

　強ごう引いんに下か肢しを剝むかれて指をねじ込まれ、由羅は歯を食いしばった。

「こうして欲しかったんだろう？　力を抜ぬけ。それとも痛いのが好みか？」

　憎にくらしい程腰こしにクる声が耳じ朶だを擽くすぐる。

　ろくにぬめりもない場所が乱暴に搔き回され、由羅は引き攣つれる痛みと裂けるのではないかという恐きよう怖ふを味わわされた。

　──こんなにも違うものなのか。

　今までの己がいかに丁てい寧ねいに扱われていたのか、由羅は今いま更さらながら思い知る。

　いつだって伴侶である漆黒との行こう為いは甘いの一言に尽つきた。しつこいくらいの愛あい撫ぶに蕩とろけるような快楽。泣かされる事があっても苦痛のせいではない。時折感じる壊こわれてしまうかもという恐怖は、肉体ではなく心に由来するものだ。いわゆる、こんなに気持ちよくされてしまったらどうにかなってしまいそう──という。

　だから、由羅はいつの間にか忘れてしまっていた。セックスは気持ちいいだけが全すべてではないという事を。

「……っは、待て、頼たのむ。何か……使ってくれ。このままでは……無理だ……」

　片方の足首を摑まれ、軋きしむ肉にく壁へきを指でえぐられる苦しさに泣きが入る。だが、由羅を忘れてしまった漆黒は大丈夫かと接せつ吻ぷんで宥なだめてくれはしない。

「俺の知った事か」

　せせら笑われた由羅の胸がきりきりと締しめつけられるように痛む。

　──恋こい人びとに冷たくされるのは、こんなにもつらいものなのか。

　漆黒も、自分にそっけなくあしらわれる度たびにこんな思いをしていたのだろうか？

　目の奥が熱くなる。だが、泣いてなどいられない。

「滑すべりがいい方が……そっちもいいと思うが……？」

「ふうん？」

　思案するように漆黒が首を傾かしげたので、由羅は重い腕を持ち上げて漆黒の袂たもとの中を探さぐった。漆黒は初めて交わった時、ここに香こう油ゆを忍しのばせていた。

　小さな器うつわを摑み出し、自分で中身を掬すくい取り漆黒の指を吞み込んでいる蕾つぼみの周りにぐるりと擦こすりつける。漆黒が指を抜くと深呼吸し、香油をたっぷりまとわせた自身の指を挿そう入にゆうする。

「……は……っ」

　漆黒は由羅のはしたない様を眺ながめながら、愉たのしそうに尻尾を揺ゆらした。ひどく惨みじめな気分に襲おそわれたが、それこそ今更だと由羅は己に言い聞かせた。漆黒にはこれまで幾度となくとんでもない痴ち態たいを見られてきているのだ。これくらいなんでもない。なんでもない──筈はず、だ。

　奥まで香油を塗ぬり広げようと、そろそろ指を動かしていると、漆黒が二本の指を由羅の指に添そわせた。

「ひ……っ」

　指を無む理り矢や理りねじ込まれ、由羅は歯を食いしばる。香油のおかげで多少ぬめるようにはなったが、さすがに苦しい。

　おまけに。

「く、あ……っ」

　まだ十分こなれていないというのに、漆黒が指を引き抜いた。のしかかられ、由羅は蒼褪める。

「もう入れる気か……？」

「人間など嫌きらいだが、そそるな。おまえの苦しそうな顔を見ているだけで滾たぎってくる。一体何人と寝ねたらそんな色を纏まとえるんだ？」

　由羅はきつく唇くちびるを嚙かんだ。

　──おまえしか知らない。

　初めても、その後も全部、おまえだけ。他ほかの誰だれにも触さわらせた事などないし、触らせる気もないのに。

　──相も変わらずおまえの目に、私は節操のない遊び人に見えているのか──？

　限界まで開かされた足の間に猛ったモノがあてがわれる。いつもは欲しくてならないものが今は怖こわい。

「う、く────っ」

　漆黒は手加減など一つもしてくれなかった。

　まだ狭せまい場所に体格同様人外の大きさのモノが押し込まれ、みしみしと軀からだが軋む。

　由羅は浅い呼吸を繰くり返し、必死に力を抜こうと努めた。

　大丈夫だ。いつもちゃんと入ってるんだ。まあ、最後にシてから何日か経たってしまってはいるが、きっと────なんとかなる────。

「……い……っ」

「はは、思った以上にイイな……」

　ぐぷん、と。奥まで吞み込まされると同時に聞こえてきた声に、由羅は薄うすく目を開いた。

　漆黒は笑っていた。

　獲え物ものをいたぶる獣のように。

　──本当に今の漆黒にとって自分は、敵以外の何ものでもないのだ──。

　ナイフで胸を切り裂かれるようだった。胸の痛みに耐たえきれず、白い膚はだの上を透とう明めいな涙なみだの粒つぶが転がり落ちる。

　一粒落ちると、涙は堰せきを切ったかのように次から次へと零こぼれ落ちていった。

　漆黒が眉まゆを顰ひそめる。

「そういう顔をすれば許してもらえると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

　漆黒が嘲あざけるように鼻を鳴らす。

　由羅の知っている漆黒は、絶対にこんな事は言わなかった。

　そう思ったらまたどうしようもなく泣けてきてしまい、由羅は両手の甲こうで目元を隠かくす。

「漆黒──私はおまえが好きだった──」

　好き。

　今まで、一度だって由羅はそういう言葉を漆黒に告げた事がなかった。

　口惜くやしかったからだ。

　漆黒の『好き』を由羅は信じていない。なぜならこの男は、失敗したと言った。

　漆黒の周囲にはべる妖あやかしたちはいずれも可愛かわいらしく、性格も素す直なおで、性に奔ほん放ぽうだ。気難しい由羅とは違い、一緒にいるだけでも楽しかったに違いない。閨ねやでも由羅の何倍も悦よくしてくれた事だろう。

　漆黒がずっと自分の傍そばにいてくれるとは由羅には思えなかった。いつか気が変わってふいと姿を消してしまうかもしれない。だから由羅は、この男に心を傾かたむけまいと心がけていた。

　本当はこの男が好きで好きでたまらなかったのに。

　だが、意地を張るのもここまでだ。

「は、そんな噓うそが通用するとでも──」

　目を覆おおっていた手が乱暴に退のけられる。

　由羅の泣き顔を見た途と端たん、漆黒の動きが止まった。

　とめどもなく涙が溢あふれる。

　どんな扱あつかいを受けてもいい。自分の事を思い出し、元の漆黒に戻もどって欲しい。

　──私の、優やさしい守しゆ護ご獣じゆうに。　>>>♥

　目め尻じりからこめかみへと伝い落ちた涙の粒が親指の腹で拭ぬぐい取られる。

「いつまで泣いている気だ」

　好き勝手に犯おかせばいいのに、漆黒は突つっ込んだところで動きを止めている。強ごう姦かんしようとしている割には、声にさっきまでの張りがない。

　少しは躊躇ためらいを感じてくれているんだろうか？

「頼む、漆黒、思い出してくれ」

　由羅が厚みのある背中を抱だきしめると、漆黒の耳がひくりと動いた。由羅を見下ろす翠みどりの瞳ひとみは、困こん惑わくしているようだ。

「思い出す？　何をだ」

「私の事を」

　漆黒の眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「人間の事など俺が知る筈ない」

「いいや、おまえは知っている。私の事なら何から何までな。──なあ、漆黒。おまえに抱かれる時、私は厭いやだとしか言わなかったが、あれは噓だ。本当は嬉うれしかった。おまえが私を欲ほつしてくれて」

「──何？」

「抱かれる度たびどきどきして、心臓が壊こわれそうだった。だが、翻ほん弄ろうされるばかりで余よ裕ゆうのない己おのれが恥はずかしくて、素直になれなかった。いつまで経っても私は、その、おまえがしてくれるようにはおまえを楽しませてやれなかったから……」

　普ふ段だんは言えない言葉が次から次へと唇から零れ落ちてゆく。

「でも、もう、いい。思い出してくれるなら、なんだってする。朝までヤったってもう文句など言わない。どんな恥ずかしい求めにだって応じてやる。だから頼たのむ。どうか、元に戻ってくれ。おまえにそういう目で見られるのはつらい」

　由羅は弱々しい笑えみを浮うかべ、キスしようと細い首を伸のばす。だが、漆黒はそっけなく由羅の唇を避さけると、片手でこめかみを押さえた。

　ぎちりと歯が食いしばられたのを見た由羅の軀から力が抜ぬける。

　──キスすら許してくれないというのか？

「漆黒──。初めて会った時、おまえは木の上から落ちた私を受け止めてくれたな。白い花が辺り一面に舞まっていてとても綺き麗れいだった。おまえは花の化け身しんか天の使いかなんておかしな事を言ってたが、あの時、私もまたおまえに見み惚とれていた。男なんか、嫌いだった筈なのに」

　今ならわかる。

　あの時覚えた胸の高鳴り。あれは──恋こいだ。この気持ちはもうあの瞬しゆん間かんには芽生えていた。

　好きだったから由羅は図ずう々ずうしいと思いつつも漆黒の屋や敷しきに滞たい在ざいし続けた。

　好きだったからこそ許せなかった。他の男との過去を。

「ぐ……」

　漆黒が低く唸うなる。こめかみを押さえる手は力が入りすぎているせいで第一関節が反り返り、震ふるえてすらいた。

「あの時から私はずっとおまえに惚ほれていた。私にはおまえだけだ。それだけは知っておいてくれ。今いま更さらかもしれないが、な」

　漆黒が、由羅の最初で最後の恋の相手だ。

　たとえ漆黒の記き憶おくが戻らなくとも由羅は一いち途ずに漆黒の事だけを想おもい続ける。今更他の男だろうと女だろうと好きにはなれない。この身も心も漆黒だけを恋こい慕したう。

「黙、れ……」

　漆黒が乱暴に上体を起こした。前まえ髪がみの陰かげで光った翠色の瞳には、嫌けん悪おとは違ちがう苦痛の色が浮かんでいる。

　変事に気が付き、由羅は汗あせの浮いた漆黒の頰ほおに触ふれた。

「漆黒……？　どうした？　どこか痛むのか……？」

「…………」

　触れた膚が火のように熱い。何事が起きているのかと、由羅も肘ひじを突いて上体を持ち上げた。

「漆黒、大だい丈じよう夫ぶか？　漆黒……？」

「うる、さい……！」

　丸っこい耳がつらそうにぴるぴると震えている。介かい抱ほうしてやりたくても、漆黒がまだ由羅の中に突き刺ささったままでは動けない。仕方なく由羅は片かた腕うでで漆黒の頭を抱き、こめかみにくちづけた。漆黒を苛さいなむものが消えるよう、祈いのりながら。

「……うあっ！」

　唇くちびるの下で、何かが弾はじけたような気がした。

　驚おどろいて目を見開いた由羅の上で、漆黒が身み震ぶるいする。浅黒い膚の下を霊れい気きが駆かけ巡めぐる様が透すけて見えた。

　まるで鏡の裏側の世界で、由羅の封ふう印いんが解けた時のように。

「漆黒？」

　由羅が見守る中、漆黒が瞬またたく。

「由、羅……？」

　由羅は、はっとした。

「漆黒。──今、私の名前を呼んだか？」

　頰を両手で包み込み、由羅は翠の瞳の中を覗のぞき込む。

　夢でも見ているかのように眼球が揺ゆれ、瞳どう孔こうの大きさが目まぐるしく変化する。だが、それも徐じよ々じよに落ち着き、虚うつろだった漆黒の目に理性の色が戻ってきた。

「う────、ちょっと待ってくれ。鈴音の行こう李りをひっくり返したみたいに頭の中がぐちゃぐちゃだ。俺は……何をしていた……？　永竹の屋敷に行って、術者の呪を──、由羅!?」

　ようやく自分がどういう体勢でいるのか認にん識しきしたのだろう、漆黒は色を失った。

「あ──すまない、由羅！　こんな乱暴な真似まねをして」

　慌あわてて抜こうとした拍ひよう子しにぴりりと走った痛みに呻うめくと、漆黒は即そく座ざに動きを止めた。由羅はその額に自分の額を押し当てる。

「思い出したんだな、漆黒」

「……ああ」

「全部か？　私の式神となった事も、東家の事も？」

　漆黒が鼻先を由羅の顔に擦こすりつけ、いつものように愛情をたっぷり込めて接せつ吻ぷんする。

「ああ。全部思い出した。由羅が術を解いてくれたのか？」

「いいや、私はただ願っただけだ。多分、漆黒が思い出したいと思ってくれたから──」

　人間である由羅の言葉に、耳を傾けてくれたから。

　目を開けたままくちづけを受けた由羅は、きらきらと光が溢あふれ、世界が粉々に砕くだけ散る様を見た。

　膚はだを包む空気が熱気と湿しつ気けを含ふくんだものから、乾かん燥そうした冷たいものへと変わる。小さな衝しよう撃げきと共に分厚い苔こけではなく、硬かたい平らな床ゆかが背中に当たり、由羅は瞬いた。

「────えっ!?」

　周囲の景色が変わっている。

　由羅の上には漆黒がいた。とっさに手を突いて体重をかけないようにしてくれたようだが、由羅の潤うるおいも慣らしも足りない場所には凶きよう器きのようなモノが刺さったままだ。落下の衝撃で内ない壁へきをえぐられ、呻き声が漏もれる。

「うう……っ」

「うわあ、何やってんだよ、由羅！　漆黒！」

　清夏の悲鳴と共に俐星が常に被かぶっている被衣かずきが降ってきて二人の下半身を隠かくした。

「俐星……？　清夏……？」

　漆黒が雄おすを抜く。由羅はとりあえず片足に引っかかっていたスラックスを被衣の下で引き上げ周囲を見回した。

　清夏と俐星の他ほかにも冬芽や叔父おじなど三組のペアがいて、あられもない格好で現れた由羅たちに苦く笑しようしている。外にも誰だれかいるらしく、話し声が聞こえた。

　由羅たちが出現したのは、一間しかない民家の中だった。長持が置いてあるだけで、他には何もなくがらんとしている。傷いたんだ木の床には数個の玉が転がっていた。蟋蟀の封印の玉だ。

　ぼろぼろになった上着の裾すそを引っ張られ振ふり向くと、顔を真っ赤にした清夏に睨にらまれた。

「なんだ」

「由羅、なんで俺たちが来るってわかってんのに、えっちなんかしてんだ。術を仕し掛かけたら、おとなしくしてろよ」

　強い口調で切り出したものの由羅を見ると、更さらに顔を赤らめ目を逸そらしてしまう。見下ろすと上着の合わせから白くなまめかしい膚が見えていた。

　由羅は唇の片かた端はしだけ引き上げる。

「なんだ、興奮したのか？」

　まさか記憶を失った漆黒に強ごう姦かんされていましたとは言えず笑い混じりに誤ご魔ま化かすと、清夏は頰を膨ふくらませた。

「んな訳ねーだろっ」

　由羅は表情を引き締しめ皆みなを見み渡わたす。

「まあ、それはさておき。状じよう況きようはどうなってる」

　まず口を開いたのは冬芽だ。

「ここは蟋蟀のねぐらの一つよ。私たちにつけ回されるのに辟へき易えきして罠わなを仕掛けたつもりだったみたいだけど、由羅が蟲むしの一匹ぴきを潜ひそませておいてくれたお陰で向こうの手の内は知れていたし、なんという事もなかったわ。残念ながら蟋蟀は逃にげたけど結界を破は壊かいしてあなたたちを引っ張り出せたから、一応の目的は果たせたってところかしら」

　いつもはフェミニンな装よそおいを好むこの義理の娘むすめも今日は敵地に乗り込むとあって、黒のシャツとスラックスに身を包んでいた。ヤマネがその足あし下もとでぴしっとお座りしている。

「結界の中に狸たぬきもいた筈はずだが、どうなったかわかるか？」

「こいつの事か？」

　式神の一人が、可哀かわい想そうにふるふる震えている狸を運んできてくれた。

「他にも色々出てきたが、いささか放ほうっておくには質たちの悪いのばかりだったから始末した」

「ありがとう」

　明星を抱だき取った由羅は表情を引き締め、背筋を伸のばす。

「漆黒。蟋蟀の臭においを追えるな？」

「ああ」

　漆黒は乱れた襟えり元もとを引っ張って直しながら頷うなずいた。

「何人か一いつ緒しよに連れて行って居場所を摑つかめ。瀬尾と敵対する政治家とやらの話も聞きたいし、東家の式神の価値は大きいから他にも関かかわっている者がいる可能性がある。──殺すなよ」

　何気なく添そえられた言葉に、清夏が身震いした。

「承知」

「よし行け」

　命令と同時に立ち上がると、漆黒は黒くろ豹ひようの姿に変へん化げし小屋から出てゆく。

　術が解かれたばかりだから休ませてやりたい気持ちもあったが、鼻が利きく上に敏びん捷しようで、戦せん闘とう力もある経験豊富な式神など漆黒しかいない。すらりとした姿が消えると、由羅はじくじくと痛む肩かたの傷を押さえた。

「冬芽、永竹様には──」

「お祖父じいさまが今、話をしているわ」

「そうか」

「由羅も酷ひどい格好よ。病院に行きましょう」

「ああ……」

　肩に手を添えられて歩きだそうとした刹せつ那な、由羅の膝ひざが崩くずれた。放り出されそうになった狸がとっさに上着に爪つめを立てぶらさがる。

「由羅！」

「いやだ、すごい熱──」

　誰かが狸を抱き取り、俐星と清夏が両りよう脇わきから由羅を支えて外へと連れ出した。

　夏だというのに涼すずしかったのは、小屋が人里離はなれた山に位置していたせいらしい。外は闇やみに覆おおわれており、蟋蟀の作り出した世界にはなかった虫の声がうるさい。

　ぼやけた視界がゆらゆら揺ゆれる。

「早く車に」

「待って。上着を脱ぬがせて見せてちょうだい。腕うでにも──」

　由羅は軀からだの力を抜ぬき、目を閉じた。

　漆黒は戻もどってきた。それならもう、大だい丈じよう夫ぶ。何も心配はいらない。
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　小さく軋きしむ音と共に細く流れ出した光に、子供のように小さな男の姿が浮うかび上がった。夜明けが近いとはいえまだ真っ暗だというのに、丸いサングラスをかけている。

　扉とびらを開けた壮そう年ねんの男は客の姿を認めると困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「蟋蟀、ここには来るなと言っただろう？」

　文句を言いつつも扉を大きく開けて家の中へと招き入れる。広い玄げん関かんホールには入ってすぐ正面に階段があり、真っ白な髪かみを後ろに撫なでつけた老人が、手て摺すりに縋すがるようにして下りてこようとしていた。

「おまえでも東家の式神は抑おさえられなかったか」

　蟋蟀の唇くちびるが不本意そうに引き結ばれる。玄関の鍵かぎを閉めながら、壮年の男が老人を見上げた。

「どういたしましょうか」

　老人が小さく喉のどで笑う。糸のように細い瞼まぶたの隙すき間まから覗のぞく目は、白く濁にごっているのに異様に強い磁力のようなものを発していた。

「仕方あるまい。一いつ旦たん引こう。蟋蟀、おまえは身を隠せ。ほとぼりが冷めるまで表に出てきてはならぬ。東の者にこの場所を知られてはいないだろうな」

　しゃがれた声が高い天てん井じように響ひびく。

「まいてきた。大丈夫だ」

「では──」

　何か言い掛かけた老人が、それまでとは打って変わって素す早ばやい動きで後ろを振り向いた。階下の二人も口を噤つぐみ、耳を澄すませる。

　しんと静まりかえった玄関ホールに、低い獣けものの唸うなり声が響いた。

「東の────式神か」

　階段の上、老人が出てきたばかりの四角い闇の中から黒い獣が姿を現す。

「どうやって、ここに」

　驚きよう愕がくが顔に出ない質なのだろう、抑よく揚ようのない声で問う蟋蟀に、黒豹は怒いかりを押し殺し答えた。

「おまえの霊れい力りよくには独特の臭いがあるからな」

　壮年の男がこっそり懐ふところに手を入れたが、摑み出した符は使うより先に白銀に光る刃やいばに束ごと貫つらぬかれた。

　いつの間にやら侍さむらいのような姿の男が傍そばにいて、太刀たちを逆手に握にぎっている。そのこめかみには一いつ対ついの角が生えていた。

「────鬼おに！」

　緊きん迫ぱくした空気を祓はらうように、老人が笑い出す。

「さすが、東の式は出来が違ちがう。見つかってしまったからには仕方がない。主あるじのもとへ連れてゆけ。話を──」

　最後まで言うより早く、老人は頭を摑まれ壁かべに叩たたきつけられていた。漆黒が階段の上から一いつ瞬しゆんで老人の傍まで移動し、人の形へと変化したのだ。

　思わず駆かけ寄ろうとした仲間を侍の太刀が牽けん制せいする。

　漆黒の顔からは表情が抜け落ちていた。老人を見み据すえる翠みどりの瞳ひとみが据わっている。

「漆黒。殺すと由羅が怒おこるぞ」

　侍も釘くぎを刺さしただけで、殺気を放つ漆黒を止めようとはしない。主を奪うばわれそうになった漆黒の怒りが理解できるからだ。

「──わかっている」

　漆黒は少し頭を傾かたむけ、目をぎょろつかせている老人を見み遣やった。まさか自分がこんな目に遭あわされるとは思っていなかったのだろう、老人は驚愕し、鼓こ動どうすら乱れさせているようだ。

　この男は日本の術師の中ではそこそこの地位にあり、霊力も強い。護ご符ふも隠かくし持っているし、生半可な式神では傷もつけられないであろう守りを固めている。

　だが東家の式神たちは格が違う。頭を押さえつけている掌てのひらがちりちりと焦こげる感覚はあるが、やりたい事をやれぬ程ほどではない。

　したり顔で都合のいいように話を運ぼうとする老人が、漆黒は我が慢まんならなかった。

　術をかけられた時の事は全部覚えている。

　捕とらえられ、様々な術を試ためされた。身を削けずられる苦痛に苦しむ漆黒を、蟋蟀という男は平然と眺ながめていた。

　かつて漆黒の家族を狩かり、檻おりの中で朽くちてゆく漆黒を棒でつついて楽しんだ人間たちと同じだ。この者たちは漆黒に心があるとは思っていないのだ。

　──こいつらのせいで、俺は由羅を──。

　暑苦しいぞ、と無ぶ遠えん慮りよに顔を押しのけようとする由羅の手のあたたかさを漆黒は思う。

　どんな妖あやかしよりなお妖よう艶えんな恋こい人びとはいつも漆黒にそっけない。だが、その眼まな差ざしがいつも臆おく病びように揺れていた事を漆黒は知っている。

　──鏡の裏側の世界に帰りたければ帰ってもいいんだぞ。誓せい約やくを結んでしまったのは事故のようなもので、おまえにはなんの覚かく悟ごもなかったんだからな。

　現うつし世に来て二度目の枕まくらを交かわした朝、朝あさ霧ぎりに煙けむる庭を眺めながら由羅は言った。漆黒からは背中しか見えなかったから、どんな顔をして言ったのかはわからなかったが、無む性しように胸が痛んだ。

　慣れない行こう為いの後でつらいだろうに、由羅はしゃんと背筋を伸のばしていた。漆黒に弱みを見せまいとするように。

　──俺はこの人に一体どれだけ深い傷を与あたえてしまったのだろう。

　由羅はいくら愛していると言っても信じない。漆黒が最初に間ま違ちがいを犯おかしたせいだ。

　だが、漆黒はいつかちゃんと由羅にわかってもらうつもりだった。たくさんの言葉を重ねて、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめて──。

　それなのに、こいつらが漆黒に同じ過あやまちを繰くり返させた。

　手の中で老人の頭ず蓋がい骨こつがめき、と厭いやな音を立てる。

「待て、やめろ。おまえたちは東に無む理り矢や理り式神とされたのだろう？　あやつらは式神に閨ねやの相手までさせる外げ道どうと聞く。儂わしならその呪じゆ縛ばくを解ける。自由の身にしてやれるぞ」

　は、と嗤わらうと、漆黒は老人の頭を摑つかみ直し、横を向いていた軀を自分の方へと向けさせた。

「自由の身？　違うだろう？　おまえは俺を自分の式にしたいんだ。──それに、俺たちは自由の身になどなる気はない。主の傍にいたい──それが俺たちの望みなのだからな」

　人間には不可能な程大きく口を開くと、漆黒は老人の胸むな元もとに嚙かみついた。

　耳みみ障ざわりな悲鳴が響きわたり、階下の二人がぎょっとして目を見開く。漆黒の背後から見ている二人には、老人が生きながら食われているようにしか見えない。

　何度か咀そ嚼しやくするような動きの後、漆黒は顔を上げた。老人が壁に寄りかかったまま、ずるずると頽くずおれる。だが不思議な事に血はどこにも流れていなかった。老人は忙せわしなく喘あえいでおり、死にそうな様子もない。

「一体何をしたんだ……？」

　階段の半ばに横たわる老人から階下の二人へと、漆黒の視線が移動する。楽しそうに尻尾しつぽをゆらゆらさせ一段一段階段を下りてゆくと、二人は全身を緊きん張ちようさせた。

「見てわからないのか？　だとしたらおまえたちは三流だな」

　挑ちよう発はつされ、改めて老人を見上げた蟋蟀が、あ、と小さな声を上げる。

「霊力が──」

　常に周囲にちらちらと発散されている筈はずの光が消えていた。軀の奥深くに直接術を埋うめ込まれたせいで、霊力が完全に封ふう印いんされてしまったのだ。

　蟋蟀の顔に初めて狼ろう狽ばいの色が浮かんだ。

「やめろ……」

「俺の由羅を傷つけた報むくいを受けろ」

　近くにいた壮そう年ねんの男へと褐かつ色しよくの腕うでが伸びる。漆黒に情けをかける気などない。
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　風が膚はだをくすぐってゆく。

　目を開けた由羅は見慣れた天井をぼんやりと眺めた。うるさい程の蟬せみの声にちりんと涼すずやかな風ふう鈴りんの音が交じる。

　首を傾けると、漆黒がすぐ横に突つっ伏ぷして眠ねむっていた。夢を見ているのか、ぴくぴく黒い耳が動いている。少し唇を開いた顔に、いつもの隙のなさはない。

「おはよう、由羅」

　枕まくら元もとに座り団扇うちわで扇あおいでくれていた颯子が差し出したペットボトルを受け取り、由羅は起き上がる。口をつけると冷たい麦茶が喉を滑すべり落ちてゆき、生き返ったような気持ちになった。

　──帰って来られたんだ。

　そんな感かん慨がいに胸をつかれる。

「何か食べられそう？」

「ゼリーなら」

「またあ。ちゃんとしたもの食べないと駄だ目めよ」

　文句を言いつつも予想していたのだろう、差し出されたゼリータイプの栄養食品を受け取ると、由羅はキャップを捻ねじ切って口にくわえた。

「漆黒がここにいるという事は、無事に役目を果たせたという事なんだろうな」

「派手に暴走してくれたけど、一応はね」

　漆黒の尻尾がひくりと揺ゆれる。きっと目覚めが近いのだろう。ゼリーのパックを口にくわえたまま由羅は漆黒の耳を摘つまみ、むにむにとその感かん触しよくを堪たん能のうした。普ふ段だんから漆黒は耳に触ふれられるのを厭がる。寝ねているのに眉み間けんに皺しわを寄せる漆黒を見下ろし、由羅は目を細めた。

　颯子が軀からだをひねって座ざ卓たくの上に置いてあったタブレットを取り、文書を呼び出す。示された画面を素す早ばやく一読し、由羅は溜ため息いきをついた。

「本当に色々としでかしてくれたな」

「ん……由羅……？」

　漆黒の骨張った手がひくりと動き、シーツの上を滑る。

　由羅を探しているのだ。

　冷たいペットボトルを当ててやるとびくっとした漆黒が由羅を見上げ、表情を和やわらげた。

「由羅、気分はどうだ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　颯子がいるのも気にせず由羅ににじり寄る。颯子が苦笑し、由羅の手からタブレットを取り上げた。

「じゃあ、私は席を外すわね。何かあったら携けい帯たいで呼んでちょうだい」

　後おくれ毛を撫なでつけながら颯子が部屋を出て行き襖ふすまがぴたりと閉められると同時に、由羅が漆黒の鼻を摘んだ。

「漆黒、蟋蟀たちの処置についての報告書を読んだぞ。誰だれがあそこまでやれと言った」

　漆黒がたじろぐ。

「……言われた通り、殺してないぞ」

「社会的には抹まつ殺さつされたも同然だ。呪じゆ力りよくの欠片かけらもない呪術師なんて、単なる痛い人だからな。特におまえが連れ帰った老人はこの世界では名が知られてて顧こ客きやくも多い。日本の政治や経済に大だい激げき震しんが生じるかもしれない」

　大きな力を持ち高みに立つ者程ほど知っている。成功を摑み、あるいは保持するには、努力や実力だけでは足りないという事を。些さ細さいなミスで、あるいは時の運で、勝者と弱者は簡単に入れ替かわる。だから彼らは目に見えない力に縋すがる。呪術など迷めい信しんだと世間一いつ般ぱんでは思われているのに、東家が裕ゆう福ふくである事がその一つの証左だ。

　それに、呪術で何かしたところで罪には問われない。そして現実に、呪じゆ詛そを用いたいと願う者がおり、求めに応じる術者がいる。目に見えぬ災わざわいから身を守る術すべは確かに必要なのだ。

　霊れい力りよくを奪うばったせいであの老人の顧客は庇ひ護ごを失う。好機とばかりに潰つぶしにかかる者も、新たな顧客が得られると喜ぶ術師もいるに違ちがいない。誰がこの事態を乗り切れて、誰が消えてゆくか──そしてその結果、この社会の趨すう勢せいがどうなるか。実に大きな問題だが、式神は東家の人間以外には興味がない。

　まったく理解してなさそうな顔で首を傾かしげた漆黒に由羅は、いらっとする。

「大きな図ずう体たいで可愛かわいい仕草をするな。勝手をするなら、鏡の裏側の世界に帰ってもらうぞ」

　きつい口調で言い渡わたせば、漆黒がぴんと耳を立てた。

「断る。あいつらは由羅を酷ひどい目に遭あわせた。俺は当然の罰ばつを与えただけだ」

　漆黒の声が低くなり、翠みどりの双そう眸ぼうがいつもとはまるで違う冷れい酷こくな光を発する。

　由羅は布ふ団とんの上に転がると、肘ひじを突いて頭を支えた。

「おまえ、人間に恨うらみがあるんだろう？　なのになぜ私の式神になった」

「そうしなければ、他ほかの妖あやかしに由羅を抱だかせると言われたからだ」

「なんだと？」

　由羅は耳を疑った。

「龍心が言っていた。そうすれば俺との事はなかった事にできると」

「誓約は上書きができるのか？」

「さあ。もしかしたら龍心の噓うそかもしれない。式神たちの誰もそんな話は聞いた事がないと言っていた」

　由羅はゼリーを吸いながら新たな情報を咀嚼する。

「──そうか。だが、上書きできるならそうした方がおまえにとってよかったんじゃないのか？」

「いい訳がないだろう。俺はもう、由羅を好きになってしまっていたのに」

「────は？」

　くわえていたパックが口から落ちる。この男は何を言っているんだ？

「どうしてそんな顔をする。好きでなければ、抱いたりする訳がないだろう？」

「だが、おまえは鈴音たちとも寝ていただろうが」

「あれは向こうが夜よ這ばいをかけてきたからだ。淋さみしいから一いつ緒しよに寝てくれとな。そういう気持ちがあった訳じゃない。鈴音もトラも陸磨も俺が誰としても気にしないし、俺もそうだ」

　──皆みんなで一緒にしてみない？

　確かに陸磨の誘さそいには、なんの裏も感じられなかった。周りで頷うなずいていたトラたちにも、まるで川遊びに誘っているかのような無む邪じや気きさがあった。

「失敗したと言ったくせに」

「その事については悪かったと思っている。先に人間だと教えてくれなかったから騙だまされたような気分になってしまったんだ。だが、龍心に脅おどされてわかった。たとえ人間であろうと、俺は由羅が欲しいんだと。由羅は俺が妖だと知ってたのに蔑さげすんだりしなかった。人間に対するように常に敬意を持って接してくれた。それに、弱っている由羅を見たらもう駄目だった。胸のこの辺りが苦しくなるくらいに愛いとしくて切なくて……」

　大きな掌てのひらがシャツの胸むな元もとを握にぎりしめる。

　由羅がふいと顔を背そむけた。

「大の男が乙女おとめみたいな事を言うな」

「本当の事なんだから仕方がない。忘れてしまって悪かった。俺もおまえにどうしようもなく惚ほれている。おまえを抱いて楽しめなかった事などない」

　切々と訴うつたえる漆黒の顔を、由羅は片手で押し返す。

「もういい、黙だまれ」

「話はまだ途と中ちゆうだ。俺は酷い事をした。痛かっただろう？」

　ぺろ、と掌を舐なめられ、由羅は身み震ぶるいした。

「舐めるな！」

　きっとなって漆黒を睨にらみつけ距きよ離りを取ろうとするが、それより早く手が握られる。

「そういえば、病院に行った時、後ろは診みてもらったのか？　あの時傷つけてしまわなかったか、気になっていた」

　強ごう引いんに腕うでの中に囲い込まれ耳元に囁ささやかれて、再び由羅は身震いした。

「デリカシーのない奴やつだな。そんな事を聞くな。別に問題はない」

「……診せてないのか」

　決めつけられ、由羅は切れ長の目をつり上げる。

「まだ何も言ってないだろう！」

「態度でわかる。見せろ」

「厭いやだ」

　浴衣ゆかたの裾すそがめくり上げられ、由羅の声が上うわ擦ずった。

「漆黒！」

「おとなしくしてくれないならおとなしくさせるまでだが、いいのか？」

　由羅は唇くちびるを嚙かんだ。

　この男は由羅をおとなしくさせる方法を百通りも知っている。

「腹の立つ男だ」

　抵てい抗こうをやめた由羅の下着を漆黒が引き下ろした。

「──膝ひざをもっと開いて。痛かったら言ってくれ」

　腰こしを持ち上げられて膝を立てさせられ、獣けもののように尻しりを突つき出すような体勢をとらされる羞しゆう恥ちに由羅はシーツを握り締しめる。

「人を……っ、いいように、して……っ」

　尻肉を摑つかまれ入り口を左右に押し開かれた。軀からだの内側まで見られて、由羅は真っ赤になる。

「由羅が真に望まない事をした覚えはない」

　これだけでは足りないと思ったのだろう、漆黒がどこかから取り出した軟なん膏こうを指に取り、ぬく、と由羅の後ろに突き入れる。

　反応すまいと思ったのに、くんと腰が反った。

「く……へばるまで、スるくせに……！」

　漆黒の指が、動いている。

　傷の有う無むを調べているだけなのに、ゆっくり肉にく襞ひだをなぞられたら、軀が勝手に熱を持った。

「それは仕方がない。由羅があんまり可愛いから──」

「うあ……っ」

　小さく声を漏もらした途と端たん、漆黒が黙り込んだ。指の動きまで止まってしまう。

　長い葛かつ藤とうの後、漆黒が掠かすれた声で言った。

「悪い。まだそんな体調じゃないのはわかっているんだが、我が慢まんできそうにない。少しだけ──いいか？」

　ぬるんと指を抜ぬき出され、由羅は横に崩くずれるように座り込んだ。漆黒が身を乗り出してきて由羅に覆おおい被かぶさり、頰ほおに頰を擦り寄せてくる。

　暑苦しかったが、由羅は広い背中に両手を回した。変なモノを擦こすりつけられたお返しに鼻を嚙んでやる。

「ベルトを外せ」

　普ふ段だんは威い圧あつ感かんを覚える程ほどに精せい悍かんな顔立ちが綻ほころぶ。漆黒は軀を密着させたまま、ごそごそとブラックジーンズの前を開いた。

　由羅が引き締まった腹に当てた掌をウエストのゴムの下に滑すべらせる。兆きざしたモノを握ってやると、漆黒は驚おどろいたように耳を跳はねさせた。

「……由羅……？」

「たまには、いいだろう？」

　由羅はゆっくりと唇を舐めてみせる。漆黒がぶるりと軀を震わせた。

「むしろ、よすぎる……」

　まだ触さわっただけ、大した事はしていない。からかっているのかと思ったが、漆黒の言う通り手の中のモノは硬こう度どを増していた。釈しやく然ぜんとしないものを感じながら上下に手を動かしてやると、漆黒が両手で由羅の肩かたを包む。

「由羅、……由羅……」

「黒くろ豹ひようは猛もう獣じゆうだと思っていたんだがな」

　興奮して耳を甘あま嚙がみしてくる漆黒はまるで甘えたがりな猫ねこだ。

　由羅は無造作に漆黒を押しのけると、体勢を反転させた。漆黒の硬かたい腹の上にまたがり、帯に手をかける。

　乾かわいた音と共にほどけた帯が畳たたみの上に投げ出された。禁きん欲よく的に閉じられていた合わせがしどけなく緩ゆるみ、漆黒の目があばらの浮ういた胸や脂あぶらっ気のない腹、既すでに兆している性器に吸い寄せられる。

「由羅……っ」

　腹筋だけを使い起き上がった漆黒に抱だき締められる。接せつ吻ぷんとも甘嚙みともつかない愛あい撫ぶを由羅に浴びせながら、漆黒は瘦やせた軀を撫なで回した。細い腰、高く浮き出た肩けん胛こう骨こつ、それから硬く締まった太ふと腿もも。

　由羅が顎あごを上げ、漆黒の耳元に囁いた。

「漆黒、中も触れ」

　尻尾しつぽと耳を嬉うれしそうにぴんとさせたものの、漆黒は心配そうに眉まゆ尻じりを下げる。

「だが……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「傷はなかったんだろう？」

「そうだが、なんだか気が咎とがめる」

「……今いま更さらだな」

　由羅は唇の端はしを弓なりに引き上げ、蠱こ惑わく的に笑えんだ。淫いん蕩とうに腰を反らせれば浴衣の合わせ目が更に開き、桃もも色いろの乳ち首くびが覗のぞく。ついでにそそりたつ男根を指先で撫で上げてやれば、漆黒が唇を嚙んだ。

「ん……あ……っ」

　──可愛かわいい。

　腕わん力りよくではとても敵かなわない強い雄おすが自分の愛撫に喘あえいでいる様に、なんとも言えない充じゆう足そくを覚える。

　この男をもっと気持ちよくしてやりたい。

「由羅……っ」

　漆黒が由羅の腰に抱だきつく。再び中へと指を入れられ、由羅は上擦った笑い声を漏らした。状態を確かめる為ためではなく、中を広げる為に指が動き始める。

　軟膏が丹たん念ねんにぬりこめられる。

　漆黒がぬめりを足す為に指を引き抜く度たび、蕾つぼみが淋さみしさにひくついた。

　戯たわむれに軀の奥に眠ねむるしこりをいじられれば、細い軀が淫みだらにしなってしまう。

「挿いれてもいいか？」

　漆黒の求めに、由羅は蕩とろけた眼まな差ざしで頷うなずいた。

「ん……早くこい……っ」

　指が抜かれ、体勢を入れ替かえられる。熱く燃える漆黒が、由羅の中に入ってくる──。

　あとはもう、いつもと同じだった。獣の激しさで揺ゆさぶられ、由羅は細い声をあげて身み悶もだえた。

　我ながら恥はずかしくなるくらいよがってしまう。

　四し肢しを震わせて放つと、漆黒は動きを止め、恍こう惚こつとしている由羅の顔をまじまじと見つめた。

　由羅も漆黒を見上げる。

「ずっと気になっていたんだが」

「なんだ？」

「私なんかとその……するのは、つまらなくないか？　私はされるばかりで何もしてやらないだろう？　鈴音たちの方がよほどおまえを楽しませる事ができていたんじゃないかと思うんだが」

　努めて平然と言ってのけようとしたのだが、声が震えた。無意識に腰が引け、漆黒の顔色をうかがってしまう。

　羞恥に膚はだを染める由羅を漆黒は惚ほうけたような顔で見つめていたが、やがてぎゅうと抱きしめた。

「おい……っ！」

「嫉しつ妬とか？　由羅」

「馬ば鹿かにしてんのなら……っ」

「馬鹿になんかしていない」

　ぺろりと頰が舐なめられる。

「つまらなくなんかない。由羅の恥ずかしがる顔や、感じ入る様を見るだけで俺はたまらなく楽しい。この状態を見て、わからないか？」

　軽く腰を揺すられ、由羅は唇くちびるを嚙かんだ。

　中にいる漆黒は先刻より猛たけ々だけしさを増しているように思われた。由羅の中をみっちりと満たし、どくどく脈打っている。

「俺は由羅が好きだから。由羅とするのが一番興奮するし、クる」

「好き……？」

　好きだから、クる？

　由羅は、瞬またたいた。そういうものなのだろうか。

　漆黒が経験豊富で閨ねやの技わざに通じているから翻ほん弄ろうされてしまうのだと由羅は思っていた。

　だが、もしかしたらそうではなく、単に由羅が漆黒を好きだったからあんなにも感じてしまったのだろうか？　いつもちょっと触られるだけで軀がその気になってしまうのは、だからなのか？

　由羅の膚がどんどん色づいてゆく。

　なんだか無む性しように恥ずかしい。

「由羅は、どうだ？　俺に触ふれられるのも他ほかの男に触れられるのも、同じか……？」

　大きな掌てのひらにゆっくりと頰ほおを撫でられながら、由羅は考え込む。

　同じである訳がなかった。

　漆黒以外の男には触れられるだけで虫むし酸ずが走る。それに。

「……どうなんだ？　由羅」

　追い打ちを掛かけるように漆黒がゆっくりと腰こしを揺らし始める。単に肉にく壁へきを擦こすり上げているだけなのに、蕩けそうなくらい、イイ。

「あ……し、知ら、ない……。比ひ較かくしようにも、私には他の男との経験などない……」

　言ってから、しまったと思った。

　漆黒の眼差しが糖度を増す。幸せそうに笑み崩くずれる顔は、正視できないほどに緩みきっていた。

「俺の由羅……っ」

　感かん極きわまったように呟つぶやいた漆黒に、勢いよく奥まで突つき上げられ、由羅は呻うめいた。

「うン……っ。ちょ、まて、漆黒。そこは……あ……っ」

「由羅……っ由羅……っ！」

　軀からだが弾はずむ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに穿うがたれ、由羅は息もできなくなってしまった。

　漆黒が雄の張った部分で、感じて仕方がない場所を正確に擦り上げ、突き、こねまわす。

　由羅は長い髪かみを振ふり乱し、漆黒を引っ剝ぺがそうともがいた。

「あ……あ……っ、あ……！」

　──また、イく……！

　ひくん、とソコが震ふるえ、漆黒を食い締しめながら達してしまう。　>>>♥

　絶頂の余よ韻いんに喘いでいる由羅の中を漆黒がゆっくりと搔かき回した。たったそれだけの刺し激げきにも、イったばかりで感じやすくなっている軀は簡単に快楽を汲くみ取り、また軽く達してしまう。

「ん……っ、も、やめ……」

「まだいけるだろう？　こんな色っぽい姿を見せられたらやめられない。由羅……」

　ぬち、と太いモノを吞のみ込まされた場所が濡ぬれた音を立てる。

　脱ぬげ掛けた濃こい色の浴衣ゆかたの上にある由羅の裸ら身しんは目を射るように白く、艶なまめかしい。禁欲的な程ほどに瘦せた軀のあちこちが白い精で汚よごれている様がまた男の劣れつ情じようを誘さそう。

　達したばかりの由羅の上気した目元からも誘うように薄うすく開いた唇からも色気が匂におい立ち、漆黒を奮い立たせた。

　きらきらと光る霊れい力りよくを散らしながら、漆黒は飽あかず由羅を貪むさぼる。高かった陽ひは徐じよ々じよに傾かたむき、東家の一日が平へい穏おんに過ぎてゆく。




　　　　＋　＋　＋




　大きくて黒い猛もう獣じゆうが、由羅にぴたりと寄り添そい、不ふ機き嫌げんそうに尻尾しつぽを揺らしている。

　由羅は着物の片かた肌はだを脱いだ格好で、蟋蟀の世界で負った怪け我がを颯子に診みてもらっていた。

　肩かたにはまだ漆黒の牙きばが食い込んだ痕あとがある。だが怨おん霊りように穢けがされた手首の痕は綺き麗れいに消えていた。

「すごいわね、どうやったの、これ。穢れってしつこく痛むし、治りにくいのに」

「……さあ……」

　漆黒との強きよう烈れつ過ぎる情事の後、気がつけば消えていたのだが、由羅はそれを口にできるほど達観できていない。

「もういいだろう？　由羅、早く着物を着ろ」

　黒くろ豹ひようが由羅の肩にぐりぐりと頭を擦こすりつけてくる。由羅はあーはいはいと流していたが、颯子にもういいと告げられ、抜ぬいていた袖そでに腕を通した。

「それから、どこから私たちの事を聞きつけたのかは知らないけど、数件新規の話が来ているの。いい機会だし、清夏と一いつ緒しよに担当してくれる？」

「わかっ……」

　清夏はまだ一人で客の対応ができないし、由羅は先の事件のせいで己おのれの霊力の少なさに不安を抱いだくようになっている。了りよう承しようしようとしたのだが、最後まで言うより早く黒豹が前足を由羅の膝ひざに乗せた。

「駄だ目めだ」

「あ？」

　颯子は由羅の治ち療りように使った薬品などを片づけている。

「意地悪言わないでちょうだい、漆黒。客が増えたのはあなたが暴走したせいなんですからね」

「駄目なものは駄目だ。由羅、断れ」

　両の前足を揃そろえて由羅の膝の上に置き、翠みどりの瞳ひとみでじいっと訴うつたえかけてくる黒豹に、由羅は溜ため息いきをついた。

「とりあえず保留だ、颯子」

「あら、ずいぶん優やさしくなったのね、由羅。以前なら漆黒の意見なんか聞きやしなかったのに。とにかく、検討はしておいてちょうだいよ」

　大きなケースを持った颯子が部屋を出て行くと、黒豹が由羅の顔を舐めてきた。

「甘えても無駄だ。なぜ駄目なんだ」

　ぶっきらぼうに問いながら喉のどを撫なでてやると気持ちよさそうに目を細める。

「由羅が清夏を特別に気にかけているからだ」

「ああ？　どちらかと言えば清夏には冷たかったと思うんだが」

　由羅は元来子供好きではない。その上、徹心や漆黒が鬱うつ陶とうしかった為ため、清夏とは距きよ離りを置いていた。

「それは俺たちにプレッシャーをかけられたからで、本当はすごく気にかけていた。渡月の儀ぎを受けるのをやめろと言ったのも、霊力がろくにないのに東家の一員となってもつらいばかりだと、清夏の事を思ったからだろう？　違ちがうか？」

　黒豹を撫でるのをやめ、由羅は考え込む。同じ霊力の足りない者同士だと思っていたから、清夏に共感を覚えてはいた。だがそれが態度に表れていたとは思わなかった。

「由羅はああいう、小さくて地味に可愛かわいい子が好みなんだ」

「あれは私の、義理とはいえ息子むすこだ。立場上、気にかけない訳にはいかないだけだ」

「そんな言葉で騙だまされるものか。清夏が渡月の儀を終えた頃ころから、由羅は憂ゆう鬱うつそうな顔をするようになった。本当は由羅は父親ではなく、俐星のような位置にいたかったのではないか？」

「あ──？」

　幸せな恋こい人びとたち。

　不ふ憫びんだと思っていた子がこれ以上は求むべくもない伴はん侶りよと、仲なか睦むつまじく戯たわむれているのを見て、由羅は確かに動どう揺ようした。

　自分は何をしているのだろうと思ったのだ。

　でも──そうか、漆黒はそれに気がついて、由羅が特別な感情を清夏に抱いていると思っていたのか。

　由羅は身を硬かたくして反応を待っている黒豹の毛並みを梳すいてやる。

「本当に、清夏に恋れん愛あい感情はない。特別に目をかけてしまったのは、あの子に霊力がないと思っていたからだ。私も霊力は少ない方だからな。他人ひと事ごととは思えなかった」

　はたり、と漆黒の尻尾の先だけが動いた。

「霊力だと？　気にしてたのか？」

「気にしてたな。まあ普ふ段だんはおまえがいてくれたからあまり意識する事はなかったが」

「そうか。俺はてっきり……」

　途と中ちゆうで言葉を切ると、黒豹は恥はずかしそうに由羅の膝に顔を伏ふせた。

　この男も思い悩なやんでいたのだろうか。由羅と違っておくびにも出す事はなかったが、由羅が清夏にかまう度たび、胸の裡うちで穏おだやかならざる気分になっていた？

　なんだと由羅は思った。

　同じだ。

　セックスや鈴音たちの事で悩んでいた由羅と、同じ。

「でも徹心も同じ事を考えていたんだから、一いち概がいに間ま違ちがっていたとは、言えないのではないか……？」

　漆黒は漆黒で何やらぶつぶつと呟つぶやいている。黒い小さな頭を、由羅は指先で搔いてやった。

　ちりんと風ふう鈴りんが鳴り、夏の終わりを告げる爽さわやかな風が吹ふき抜けてゆく。







　あとがき







　こんにちは。成なる瀬せかのです。

　二冊目の東あずま家のお話です。続きを書かせていただけて嬉うれしいです。これも前作を買って下さった皆みな々みな様さまのお陰かげです！




　さて、今回のお話は、前作『白虎の契り』の少し後のお話になります。主人公は清せ夏なではなく、義父の由ゆ羅ら。初うい々ういしかった清夏とは違ちがい色気むんむんなタイプでちょっとだけアダルティな感じになったんじゃないでしょうか。

　脇わき役やくとして登場させた時から、由羅についてはもっといっぱい書きたいと思っていたので、こうして形にできて満足です。

　それから冬芽と夕貴丸を書くのも大変楽しゅうございました。夕貴丸みたいなダメ男を書くのはすごく楽しいです。チャラいだけで終わってしまいましたが、夕貴丸も夜、冬芽の前では豹ひよう変へんするんですよ！




　オカルトに片足つっこんだような話を書いていますが、心しん霊れい系の怖こわい話は苦手です。恥はずかしいので人には言わないようにしていますが、結構些さ細さいな事でまさか……とか考えちゃったりします。

　先日なんて、引ひっ越こし先の部屋のトイレに突とつ然ぜんお香こうの、線せん香こうにも似たいい匂においが漂ただよい始めたのが不思議で、ちょっとドキドキしてしまってました。数日後、どうやら換かん気き扇せんを通して隣となりの部屋から匂いが入ってきていたらしいと判明したのですが。

　実体験系の怪かい談だん話は読むのも観みるのもダメです。でも、スプラッタ系の映画とか海外のホラー小説とかは大好きだったりします。我ながら不思議です。




　挿さし絵えは前回に引き続きみろくことこ先生に描えがいていただきました。

　頭の中にもやもやっと存在していただけのキャラクターが具体的な姿を得て様々に動き回るさまを見るのは、小説を書くのとはまた全然違う不思議な感じがします。

　由羅と漆黒に、想像以上に存在感のある魅み力りよく的な姿を与あたえて下さってありがとうございました！




　それでは次のお話でもお会いできる事を祈いのりつつ。





http://karen.saiin.net/~shocola/dd/dd.html（２０１５年９月現在）　成瀬かの　　
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